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「最後のアレはなかなか楽しそうでしたわね」

「うむ、空中で動きを封じつつ障害物を気にする事なく滅めっ多た斬りというのもオツじゃな。面白い、儂わしも一度やってみようかの」

　そう言って、澪みおと巴ともえが興味をそそられた表情で何度も頷いている。

　僕、深み澄すみ真まことはこの一戦を、従者とともに観客席から観戦していた。

　興奮冷めやらぬ観客席で、僕も思わず呟く。

「相手の膝ひざに足をかけてからの飛び膝蹴りに空中コンボって。まさかユーノもエリスと同じようなタイプじゃないだろうな」

　異世界の住人にそぐわない、妙に地球チックな事を知っている的な意味で。

　──ロッツガルド学園の学園祭における目玉イベント、闘技大会団体戦決勝の決着がついた。

　ジン、イズモ、ユーノの僕の教え子チームと、大会開始前から様々な嫌がらせをしてきたリミア王国の大貴族、ホープレイズ家の次男イルムガンド率ひきいるチームの試合。

　驚くほどの防御力と体力を見せたにせよ、僕が思っていたよりもあっさりと、イルムガンドはジン達の前に崩れ、沈んだ。

　力量自体はそこまであからさまな差があったわけじゃないと思うけれど、ジン達がやって見せたこの世界の定じょう石せきからかけ離れた異次元の戦闘に呑み込まれて、イルムガンドは試合中、活躍らしい活躍は殆ほとんど出来ずに終わってしまった。

　親族も観に来ているんだろうし、少し可哀想な気もする。

　最後の槍なんて、あの子の額ひたいに直撃してたもんな。

　木製とはいえ、中ほどから折れてたし。

　……ユーノの投とう擲てきが強力だったのか、それともイルムガンドの額がとんでもなく硬かったのか。

　どちらにしても、あれで彼の意識が刈かられてしまったんだろう。

「若の生徒は発想が面白いですな。非力ながらも工夫して闘うのに慣れておるように見受けられました」

「決勝戦はそこそこ楽しめました。とどめを刺したあの娘の体たい捌さばき、見事なものです」

　二人は満足げに感想を漏らす。

　巴も澪もそれなりには楽しんでくれていたみたいだ。良かった。

　最後まで戦闘というよりも見世物に対しての感想でしかなかったのは、まあ仕方がない。

　元上位竜の巴、元災害扱いの大おお蜘ぐ蛛もだった澪……この二人はそもそもがヒューマンですらない。そんな彼女達から見れば、園児のお遊ゆう戯ぎ会レベルの代しろ物ものってのが本音なんだろうと思うし。

　さて、それじゃ僕も控え室に行って、生徒達を労ねぎらってくるかな。

　ついでにイルムガンドの容態も多少気になるからそっちにも顔を出して……いや、やめておいた方が無難か。親族と出くわしても困る。

　……ん？

　観客席から立ち上がって歩こうとした瞬間、僕は舞台上の異変に気付いた。

　ジン達がまだいた。

　そして、全員武器を構えている。

　ユーノはイルムガンドに投げた槍が折れてしまったから素す手での構え。

　さっき、決着を告げる審判の宣言があったはず。

　なのにジン達の武器も視線も、倒れたままのイルムガンドに向けられたまま離れない。

「なんだ？」

「──若、あの倒れた小僧から妙な魔力が出ています。感情と絡みあいながら、随分と悪趣味な波動を放出しておりますな」

　巴が異変の正体を教えてくれた。

　今、僕は界かいを自分の能力の隠いん蔽ぺいに使っているから、探索や調査、感知といった方面には疎うとくなってる。

　界がなければその方面の僕の能力は大した事ないしね。

「でも不自然ですわね。あの異質な魔力、この瞬間の感情だけじゃなく、あの者の記憶にこびりついた古臭い感情とまで結びつきつつあるような。まるで……一つになろうとしているみたいに。気持ちの悪い事」

　澪は醜みにくいものを見る目でイルムガンドを眺めている。

　彼女が異質な魔力といったソレは増ぞう幅ふくを続け、強力な魔術の行使時などに発現する特徴でもある『色付き』になった。魔力はそれを持つ個体によってそれぞれ微妙に性質が異なる。『色』は魔力の特性を代弁するものとして結構研究されていて、学園にも資料が豊富にあったりする。

　こうなれば僕にも、彼の魔力の程度なんかがはっきりわかる。

　イルムガンドの魔力の色は、意外にも水属性と相性が良い青。しかも水属性の中でも特に回復や支援の術を上手く扱える、水色だった。

　ちなみに僕のはどす黒く感じるくらいの濃い……ってそれは別にいいや。

「あの子の意思とも思えない感じだけど。止めるべき？」

「はて、この大会の運営は若でもなくクズノハ商会でもなくロッツガルド学園なのですから、彼らが何とかするでしょう。確かに、奇妙な現象ではありますが──」

　とぼけたような巴の言葉。

　その途中、倒れていたイルムガンドがゆっくりと体を起こす動作に入った。

　合わせてジン達が本格的な戦闘陣形に移行しようとした時、舞台の外にいたアベリアが三人に向けて何かを叫んだ。

　するとジン達は構えを一旦解いて舞台を飛び降り、先に走り出したアベリア達を追うように一斉に出入り口へと消えていった。

　……ああ、控え室に武器を取りに行ったか。

　という事はジン達は──。

「若様、少々まずい状況になりつつあるようです。一杯食わされた、とでも申しましょうか」

　予想通り、識しきが口を開いた。元死霊リッチの彼には、学園での僕の臨時講師業務の補佐をしてもらっている。そのため、学生との関わりも深い。

「ジン達は控え室の武器でイルムガンドに対処する気だね？」

「はい、優勝した暁あかつきには若様が褒ほう美びに武器を贈ると、早速だがそれぞれ既に控え室に置いてあると伝えてあります。あの子達の力に武器の能力を加えれば、一応アレを何とか出来るはずですが……」

「アレ、ね。あの貴族の子は何がどうなってるの？」

「大変に危険な状況、いえ、最早手遅れかと。少なくとも数ヶ月の間、投薬などで体をこの異変の為に慣らされ、その上で今、時が来たという事なのでしょうが」

「時が来た？」

　やっぱり本人の意思ってわけじゃなさそうだな。

　しかしよく学園の各種診断をくぐり抜けられたもんだ。数ヶ月もドーピング（？）してたんだろうし。

「ええ、アレはもう既にヒューマンではなくなりました。変異が始まっています」

「へ、変異？」

「はい。言葉通り、人から人ならざる者に変わっていっております。まあ私も一種の変異体なんですが、自ら望んでリッチになりましたので事情はまったく違いますね。若様と出会う前、ほんの一時期ですがヒューマンとヒューマンでない者の境界に興味を持って研究した事がございます。その時の結果からして、恐らく間違いないかと」

　異い形ぎょうのものへと姿を変貌させていくイルムガンドを眺め、識は動じる事なく冷静に言葉を紡つむぐ。

「一体、誰が何の為に？　ホープレイズ家はリミアの大貴族でしょ？　彼らを敵に回すような行為、好んでやる奴なんているのか？　それもこんな表舞台のど真ん中で。数ヶ月前から投薬とか、しっかり計画的なのも何か不気味だし……」

「あのような高度な魔術と薬物の使用、周到な計画、そして対象がヒューマン。これらの状況と証拠から判断しますと、実行する可能性のある勢力は一つしかございません。本当に、おわかりになりませんか？」

　……。

　識は、この事態を引き起こしたのが魔族だと言いたいんだろう。ひいては、この学園に他人の姿を借りて通っていた魔族の将軍であるロナさんが、深く関わっていると言いたいのか。

　そのくらいは、そりゃ、僕にだって可能性としてはわかる。

　でも、それはありえない……はずなんだ。

　だって──。





　　　　　◇◆◇◆◇






（ライドウ、連絡をくれて嬉しいわ。何か私達に協力出来る事があるの？　それとも私と話がしたかっただけ？）

（念ねん話わで失礼します。こんにちは、ロナさん。両方、と答えられるようになりたいですけど、今回はお願いがありまして）

（聞くわ。言って？）

（少しの期間……闘技大会が終わるまでの期間で結構ですので、ロナさんがロッツガルドに潜ませている魔族の方を都市から退去させて欲しいんです。これまでは問題も起きなかったので黙認してきたんですけど──）

（理由を聞いてもいいかしら？）

（出来れば聞かないで欲しいです）

（そう、でも今日すぐには難しいわね……）

（詳しくは言えませんが、ジンやアベリアの為でもあるんです）

（あら、短い間とはいえ同じ講義を受けた仲。ええ、そういうわけなら無理をしてあげるわ。報ほう酬しゅうは魔王様と一度会ってもらうと言うのでどうかしら？）

（……わかりました。いずれ、そちらのご都合の良い時に）

（うふふ、張り切って時間を作るわね。ではロッツガルドの部下を全員、えっと十名くらいだったわね、学園祭が終わるまで休きゅう暇かにしておくわ）

（十三名ですね。よろしくお願いします）

（……人数を間違えるなんて上司失格ね。今のは部下には内緒にしておいてね、ライドウど・の♪）

（わかりました。ではこれで）

（確かに十三名全員、学園都市から引かせるわね。じゃあ、またいつでも連絡して、待っているから。世間話でも構わないわよ）





　　　　　◇◆◇◆◇






「ロナさんは僕の求めに応じて、闘技大会前にこの街から約束通り手て勢ぜいを引いてくれたんだし、魔族の仕し業わざじゃないんじゃないかな。それに彼女は、ジンやアベリアとは短いながら共に学んだ仲でもあるし、彼らの為なら協力してもいいとさえ言ってくれたんだよ？」

　そう。思い返してみても、彼女は僕に好意的だったと思う。

　ロナさんには一時的にせよ、僕の都合で、この街に忍ばせた魔族の部下の人達を引き払ってもらった。結構無茶なお願いを聞いてもらったわけだ。

　その彼女がどうして、こんな状況を作りだす？　無意味じゃないか。

　僕の迷いを察してか、識が悲しそうな視線を僕に向けて口を開いた。

「若様……お気持ちはお察しします。ですが、よく思い出してみてください。あの女は、ロッツガルドで何もしない、と言いましたか？」

「い、いや。彼女は僕の頼みを聞いてくれただけだし……後はいずれ魔王に会う約束をしたくらいだけど」

　確かにロナさんの口から『この街で魔族は何もしない』なんて言葉は聞いていないし、僕もそんな約束を求めていない。でも彼女は確かに僕の頼みを聞いてくれて、しかも魔王に会ってみないかとまで言ってくれた。間違いなく、それは好意的な反応だと思う。

「ならこれがロナの仕業であっても、あの女は若様との約束を破っていません。少なくともロナは、そう言います」

　……識の推測は、ただの言葉遊びじゃないか。

　僕はロナさんを信じて、魔族を信じてロッツガルドから一時退去してもらうようにお願いをした。

　そして彼女はそれを受け入れた。こんな簡単な話なのに。

　イルムガンドが不穏な動きを見せる中、これ以上厄介事を学園祭に持ち込んで欲しくなかったから……。

　少しの間だけど、ジン達と一緒に講義を受けていたロナさんが、ここまであっさりと裏切るなんて、あまり考えたくない。

「そんなのは、ただの屁へ理り屈くつって言わない？」

　何とか、絞り出すように言葉を発する。

　ロッツガルドの商人ギルド代表に追い詰められた時みたいに、嫌な気分が胸に溜たまっていくのがわかる。

「……若様とあの女の間には契約書一つなく、所しょ詮せんはただの口約束に過ぎません。いくら魔族と偏へん見けん無く好意的にお付き合いなさっても、若様は種族としてはヒューマンです。あの猜さい疑ぎ心しんの強いロナが、この短期間で真意の全てを明かすほど信用するとはとても思えません。また、ロナ個人の感情などではなく、魔族として我々に計画を事前に報しらせて妨害されるわけにはいかなかったのでしょう。それにあの女は若様の実力の一端と、ラルヴァとしての私の存在を知っています。つまり、今起きようとしている一件は、恐らく私と、ロナが見積もった若様の力でいかようにも切り抜けられるものなのでしょう」

「そんな……」

「更に、魔王との謁えっ見けんをお膳立てする気があるとロナが強調したのでしたら、この件は魔族の邪魔をせず穏おん便びんに切り抜け、暗黙の内に済ませて欲しいという裏の意図もあるやもしれません」

　あんな短い会話でそこまで読み取れないし、今言われてもそんな無茶なとしか思えない。

　識は直接彼女と話したわけでもないのに、冷静に、かつすらすらと状況を分析してくれる。

　魔族とだったら、関係を持ったり交渉するのも悪くないかもしれない、なんて考えてたのに……。

　結局、ヒューマンを憎ぞう悪おして戦争をしている彼らに、ヒューマンである僕が、味方になって欲しいなんて期待する方が間違いなんだろうか。

「聞いていると、魔族も面倒な連中のようですな」

　僕と識のやり取りを無言で聞いていた巴が、渋い表情で呟つぶやく。

「どいつもこいつも若様を利用したり騙だまそうとしたり、自分達の事ばかり!!　許し難いですわ!!」

　澪は溢れ出る怒りを隠そうともせず、僕の為に憤ふん慨がいしてくれる。

　従者三人の反応は様々だったけど、僕は誰に対しても言葉を返せなかった。

　……ヒューマンとは上手くやれるかわからなくなってきたから、その自信がなくなってきたから魔族と話をしてみる。

　確かに、甘い考えな気もする。

　だから、この程度の裏切りなど軽く流して魔族と交渉を続けるべき、って事なんだろうか？

「……っ」

　言葉にならない、ぶつける場所の見つからない無念というか悔しさというか、自分でもよくわからないものがこみ上げてくる。

　──くそ。

　──くそくそくそくそぉぉ!!

　わかってる！

　僕自身もクズノハ商会も！

　予想外に名前が広がって、色んな勢力から干渉され始めてる！

　……ロッツガルドみたいなどこの国にも属していない街なら自由にやれる、なんて全く逆で、大間違いで、馬鹿な考えだった！

　だけどさ、それは最近ようやくわかったんだよ……。

　ここに来て店を出した瞬間、僕とクズノハ商会は、四大国はもちろん、魔族にさえその存在が知られるようになってしまった。

　意図せず起きたその事象に対応するどころか、僕自身はヒューマンだの商人ギルドだの魔族だのって振り回されて、商人としても講師としてもその立ち回り方すら見失いかけている。

　僕がいるロッツガルドという舞台の広さと、その裏で暗躍する者の多さに無自覚でい過ぎた。もっと言うと、舐なめていた。

　こんな状況で今更、出来るんだろうか。




　──亡ぼう国こくケリュネオンを復興させ、僕やクズノハ商会に関わる諸々を全てその国の中に隠してしまおうだなんて。




　いや、計画のキーパーソンである、エヴァ、ルリアのアーンスランド姉妹に話をしている以上、やらないわけにはいかない。

　──もう、僕の自信云々の話じゃないか。




　まさか、エヴァとルリアに覚悟を求めた僕自身が、今になってその気持ちを自分自身に確かめる事になるなんて、思ってもいなかった。





　　　　　◇◆◇エヴァ◆◇◆






　衝撃的な、闘技大会だった。

　ついこの春までは学園に通う普通の学生と大差無かった数名の学生が、同級生どころか上級生までにも負けない実力を披露した。

　実力はあれど健康上の理由で長く学園を離れていた学生と、奨しょう学がく生せいではあるがトップクラスでは無かった学生──。

　その二名が、今年度の覇者と準優勝者。

　学園祭の開催期間、図書館は閉められている。当然、司書の仕事も休みなので、私は学園祭の目玉である闘技大会を見に来ていた。

　闘技大会個人戦が終わってすぐ。観客席を立ち、帰ろうとした私にそのライドウが声を掛けてきた。

　私と話がしたいらしい。

　意図はわからなかった。でも、彼の誘いなら断るわけにはいかない。

　私はその申し出を受け入れた。

　彼が指定してきたのは、夜よ更ふけと言える時間。

　私は、その時間に彼の商会の勝手口から店に入り、二階にある彼の部屋に向かった。部屋にいるから勝手に入ってきて欲しいと言われたからだ。

　……何を望まれようと、応じるつもりでいる。

「ライドウ先生、エヴァです。入ってもよろしいでしょうか」

　ノックをして彼の返事を待つ。と言っても彼は共通語を話せない。入口の扉に『どうぞ』と文字が浮かび、魔術による施せ錠じょうが開錠された。

　まるで魔術師の研究室にでも入るような雰囲気の中、私は扉を押し開ける。

　私と彼の関係は、はっきり言って私にとって相当不利な状況だ。私は彼に多くを望んでいるのに、彼は私に何も望んでいないのだから。

　座っていて良い立場にいるはずなのに、彼はわざわざ立ち上がって私を迎えてくれる。

　もっと雑に扱われて不思議はない。むしろ、そちらの方が自然とさえ思える。

［こんな時間に案内もつけずにすみませんね。今日は従業員も出払っていまして私一人なもので］

　一人。

　その言葉を聞いて僅かに緊張が高まる。やはり、そういう意図なんだろうか。

　もし考えている通りなら、私にとって望ましい展開だ。やっと、彼に望まれる何かを見いだせる。私の要求の対価となる何かを。

「ライドウ先生がお呼びなら、私はいつでも構いませんわ」

［恐縮です］

「ところで……今日の個人戦、生徒さんの優勝、おめでとうございます。あの後、学園内は大変だったんですよ。誰が彼らを鍛えたんだ、って」

［彼らの才能と努力のたまものです。当人以外の誰の手柄でもありません］

「謙虚なんですね……職員室では私だ私だと講義を受け持つ講師が皆、手を挙げて困っていると言うのに。もちろん、全ての生徒に共通する講義が貴方のものだけだとわかれば、彼らも押し黙るでしょうけど」

　私がシフレンブラントの優勝を祝っても、彼は驕おごったりしない。ただ、生徒の実力と言うだけ。

　春から半年弱。ただそれだけの期間で、頭一つどころではない突出した成長を遂げさせたのは間違いなく彼だというのに。

　四大国のどこがこの情報を知っても、引き抜きにくるのは確実だ。当然、臨時講師などよりずっと良い条件で。もし彼がそれに応じたら、私と彼の接点は減ってしまう。だが、不思議とそんな事態になる可能性を感じない。

　彼はきっと、どんな好条件を提示されてもどこかの国に所属したりしないのではないかと思う。根拠はないが。

［そうならないよう、エヴァさんもあまり余計な事は言わないで下さいね］

「もちろんです。先生の害になるような真似はしませんわ」

［それで、今日の用件ですが……］

　きた。

　私は余裕ある笑みで彼の次句を待つ。

［その前に。この件はルリアにも秘密にしてください。貴女あなたと私の間だけの話にすると約束して下さい］

　ルリアにも？

　別に、もとよりこんな事、妹とはいえ話すようなものじゃないと思う。

　私は頷いてみせる。

［では］

　彼は私を招き寄せ、二人しかいないというのに他人の目を憚はばかるように小さく文字を書き出していく。

「っ!!」

　思わず私は息を呑む。

　それは。

　ライドウが私に示したその提案は──。

　予測などしようのない、私の思惑を一瞬のうちに消し飛ばしてしまう内容だった。

　いや、長く私の中に燻くすぶっていた狂気さえ、忘れてしまうような衝撃的な提案。

「先生、いえライドウさん。これ、本気で……」

［冗談などではありません。二日の猶ゆう予よを差し上げます。返答は明後日、この時間に］

「明後日!?」

［ええ。長く考えても一緒でしょう。私の都合もありますので。用事は以上です。今日はもう遅いですから、この後何も予定が無ければ空いている部屋でお休み下さい］

　そんな、たった二日でこんな重大な決断をしろって言うの？

　それも妹にさえ秘密にして？

　明日の団体戦を楽しみにしていた。

　でももう、そんな事はどうでもよくなってしまった。試合の観戦などしている場合ではない。

　いざとなれば私から誘惑しようと思っていたのすら忘れ、私は部屋を借り、眠れぬ夜を過ごした。




　彼の提案は私の望みを確かに叶えてくれる。ただしそれは──。

　アーンスランドの名とケリュネオン。

　その二つを同時に……大きく歪ゆがめるものだった。





　　　　　◇◆◇◆◇






「ラ、ライドウ先生！　大変です、大変なんですよ街が!!　いきなり現れた怪物がいろんな所で暴れてるって!!」

「ゴテツとかクズノハ商会のあたりも酷い混乱に陥ってます！」

　ルリアとエヴァの声。二人の声で、大騒ぎの会場に意識が戻る。

　声のした方を見やるとそこには、息を切らせ膝に手をついているアーンスランド姉妹がいた。

　街の様子を伝えにきてくれたのか、それとも会場内で僕らのいる場所が一番安全と踏んだか。

　どっちにしても実に良いタイミングだ。ちょうど二人について考えていた時にやってきてくれるなんてね。

　エヴァさんにケリュネオンの件を持ちかけた夜。実はあの後、ルリアにも同じ話を持ちかけに行った。

　二人の結論が一緒なら……僕は……。

　街にも怪物が出たようだし、もう自分の不ふ甲が斐いなさに打ちひしがれている場合じゃない。

　イルムガンドの変異は、彼一人だけの異常事態じゃないって事だから。

　ロナさん……ロナ。

　結局、お前は僕を騙だましたんだよな。

　嘘はついていないとか、聞かれてないとか、口約束だとか。

　そんなのはどうでもいい。

　お前がそういう風に振る舞うなら……僕だって同じように振る舞わせてもらうさ。

　この事態に魔族はまったく関与していないという体ていで、どんな手段で騒動を収拾しようと……それは僕の自由だよな？

　──識に言われて思い返せば、確かに僕から一方的に信頼していただけだったんだな、とも思う。

　だけど、それでも、「騙された」という気持ちを抑えられない。

「とにかく、早く逃げるか対処するかしないとここだって危険です、先生！」

［エヴァさん、まあ落ち着いて下さい］

「でも！」

「落ち着いてたら凄くまずそうですよライドウさん！」

　ルリアが周囲を気にしながら必死な様子で僕を急がせてくる。

［まずは知っている事を教えて下さい。それから、少し早いですが、この間の夜の答えも聞かせてもらいます］

『……っ!?』

　姉妹が揃って息を呑むのがわかった。

　彼女たちの焦る様子に対して、僕の方はといえばどんどん落ち着きはじめている。

　エヴァさんとルリアだけじゃない。

　イルムガンドの変異と外の騒ぎの情報が入ってきた事で、会場は完全にパニック状態にある。

　変異が始まった頃はまだ現実離れした光景だったからか、ポカンとしていた者も少なからずいたけど、今となってはまさに蜂の巣をつついたような大騒ぎだ。

　なのに……僕は逆だった。

　力で解決出来る状況になればなるほど、僕は楽になるのかもしれない。

　そっちにはある程度自信があるから。




　──自分は魔族から酷い目に遭あわされていない。だから、彼らは信頼出来るいい人達だ。

　なんてのはとんでもなく甘い発想だった。

　敵の敵は味方。

　異世界に来るまでは、そんな言葉はまやかしに過ぎない、現実はもっとシビアだ、とか思ってた癖くせに、実際にそんな状況に身を置いた途と端たん、見事にそのまやかしを信じてしまった自分がいる。

　馬鹿だね、本当に馬鹿だ。

　ただ……。

　これが純粋な交渉や商談だったら、もう取り返しはつかないかもしれない。

　けど、違う。

　今起きているのは、暴力が何よりモノを言う荒事だ。なら僕に、僕らに取れる手段はいくらでもある。

　対処出来ない可能性はほぼない。

　ひとまず、エヴァとルリアの答えを聞こう。

　そして今後の方針を決める。

　まだ少し乱れた心を内にしまい、いつも通りのライドウの顔で、僕はアーンスランド姉妹の返答を待った。





　　　　　◇◆◇巴◆◇◆






　若が問うた最終確認の言葉に、エヴァは悩む様子も見せずに即答した。

「勿論です。エヴァの名もアーンスランドの家名も。そしてケリュネオンの地も。それが、あの場所で全てをやり直す代価だというのなら差し上げます。どうぞ、お好きなようにお使い下さい」

［それで良いんですね、二人とも。後悔はありませんね？］

　ふむ、思ったよりもすんなりといったか。

「私も構いません。名前に未み練れんはないです」

　ルリアも姉に同調して応じた。

　姉妹別々に問いかけたと若は仰おっしゃっていたが、どうやら結論は同じ、か。

　妹の方が現実を見ているかと思うたが……どちらも良い具合に壊れておるのかもしれんな。

　かすかに妹の方の視線が舞台へと流れた。

　……なるほど、イルムガンドホープレイズと因いん縁ねんがあったか。

　若に危害を及ぼす恐れもないじゃろうし、捨て置いて良かろう。

「ライドウ先生、ルリアにも同じ質問をしていたんですね。意地の悪い事。もしどちらかが首を横に振っていたらどうなさるおつもりだったんですか？」

「ホントに。そういうのって性格悪いと思います」

　二人が口を尖とがらせて若に非難の声を上げる。

［もしも意見が食い違うようなら、お二人にはあの選択自体を忘れてもらう気でいました。ですが、安心しました。ではこちらも約束を。近いうちにその時は必ず来ます。どうかこの契約を忘れないように。ただの口約束ですが、もしも破られる事があれば、お二人の命だけでは済まないとご理解下さい］

　ふふ。

　若らしい。

　少しだけ頭にロナとかいう魔族の女の姿がよぎったようじゃ。

　まあ今回、若はこの姉妹の望みを叶える側。此奴らの裏切りなど、まずないじゃろうがな。

　……儂らもそんな真似は許さぬし。

「ああああああああおおおおおおおえええぇぇ!!」

　──五月蠅うるさいのう。

　イルムガンドだったモノから不快な絶叫が吐き出された。

　その体は不似合いな優しい水色に包まれ、時折各部を痙けい攣れんさせておる。

　未だに内側から体は膨ぼう張ちょうし、肌などは灰色。人の肌の色ではない。

　いよいよ、人型のナニカ、になりつつあるのう。

　変異の途中じゃが、異様に伸びた首など気色の悪いもんじゃな。

　儂もまた人型になって思うが、想像も出来ぬような化け物より、人に近いが決定的に人ではない、どこか崩れた異い形ぎょうというシロモノの方が、人にとってより一層嫌悪感を与える姿かもしれぬな。

　儂の幻にも応用する価値はあるか……。

「周囲のパーティメンバーからも魔力を吸収しています。どうやらあの者達も薬物を摂せっ取しゅしていたようですね。察するに、変異にまで症状が進むと、周囲にいる同じ薬物を摂取した者から魔力を吸収出来るようです。なかなかに効率的」

　識の淡々とした分析。

　元々それなりに研究していたからかの、良く見えておるもんじゃ。

「ふむ。魔力が足し算されるのなら、変異した者は付近にいる同類の分だけ強くなるわけか。便利じゃな、適当にあの装飾品と薬をばらまいておくだけで怪物とその餌えさを同時に用意出来る。しかも自然に存在する魔物よりも強い。目的次第では確かに有用じゃ」

　識の言葉を聞いて、儂もあの魔物について思う事を言っておく。

　今、若は混乱されておる。従者である儂らが、上手く状況を説明して差し上げるべきじゃな。

「あれは食べたくありませんわね。不味そう」

　澪の奴はしかめ面をして、一いち瞥べつをくれただけでそっぽを向けおった。

　やれやれ。

　若の生徒達はまだ控え室から戻ってきておらん。

　まあ、武器を手にしてすぐに姿を見せようから、気にするまでもない。

　あの化け物の変異速度は非常にゆったりしておるから、時間の余裕も十分じゃろう。

「識、あれを元に戻す事は可能なの？」

　……若。

　ああ、以前、亜あ空くうに住む森もり鬼おにが持つ、人を木へと変えてしまう秘ひ術じゅつ、樹じゅ刑けいを解除する方法を若が儂らに調べさせた事があったな。

　今回の変異と樹刑では随分と状況も経緯も違うが……識はどう答えて見せるか。

　馬鹿正直に『難しいが戻せるでしょう』などと言い出さねばいいが。

「難しいですね。絶対に不可能とは申しませんが、かなり面倒でしょうし、気乗りもしません」

　くくく。

　良い答えをしおるな。

　確かに、やって出来ん事はない。

　若も協力されるとなれば、むしろ出来ぬわけがない。

　だが……そこには面倒しかない。今の若や儂らには価値のない行い。

　識め、言うのう。

　気乗りはしません、は良かった。

「わかった。巴、亜空からモンドも呼んでおこう。ライムとコンビで動いてもらい、アクア達の指揮もさせて街の騒動を鎮圧させる。それと併せて怪物達を何体かサンプルとして捕まえておいて欲しい。だから樹刑も使って良い。悪いけどサンプルの運び込みまで監督をお願い出来る？」

「……御意」

　ロッツガルドに出てきている森鬼、エルダードワーフの人数を確認……ふむ。

　続いてライムとモンドに頭かしらになるように命じて、若の指示を伝えていく。

　一応『念のため』行動に移るのは待たせておく。

　しかし……若は本当に『身内には』お優しい方じゃ。

　亜空の誰かが間違ってこのような危難に見舞われた時の為の対処か。

　サンプルを捕獲し、一応対策を練らせるおつもりなのじゃろうな。

「若。ライム達から、商会に陳列した商品と店舗にある在庫は全て撤去済みだから気にしなくて大丈夫、との事です」

「そっか。ありがたい。よし、じゃ識は生徒達のフォロー。どれだけ変わろうと元はイルムガンドなんだし、識なら問題なく対処可能だよね？」

「勿論です。……僭せん越えつながら今のご指示に少々思うところが。現在商会に勤めている従業員だけでは人数的に街全体に対応するのは難しいのではないでしょうか？」

　じゃろうな。その必要もないと思うが。

　さて若はどう──。

「……そっか、ならミスティオリザードも呼ぼう。でも変異体と勘違いされても困るから、説明出来そうな者と一緒に行動させないと。生徒なら訓練もしているし多分──」

　……いかんな。

　若、それではまた、結局無償で危機を薙なぎ払ってしまいます。

　残念ながら、ヒューマンというものはそういう存在を必ずしも崇あがめたりはせぬのです。下した手てに出れば出ただけただの便利な道具として扱おうと、そう考えてしまう愚かさを持つ生き物なのですよ。

「わかりました」

　識が若の指示を受じゅ諾だくする。

　こやつ、街で生活する上で若以上にヒューマンに感化されておるんじゃなかろうな。

　若の優しすぎる考えを、あるべき正しい方向へ導くのがこの街でお前が担になう仕事だろうに。

「それから澪と識で……」

「若」

「え、なに巴？」

　若は口でも表層の思考でも、ヒューマンや魔族を簡単に信じまいと考えるようになってはおられる。しかし深層では、まだお人ひと好よしの若のまま。

　儂とてそれは変えとうないし、そのつもりも毛ほどにもないが。

　じゃが、その甘さにつけ込む輩やからを蹴け散ちらし続けるのも面倒。

　ここはこの混乱に上手く乗らせてもらうのが良かろうて。

「これは、考えてみれば素晴らしい状況ではないですかな！」

「……はい？」

「時代劇で言えば物語の佳か境きょう！　ここをどう切り抜けるかでその後の大だい団だん円えんが左右される、そういう状況ではないかと。うむうむ」

　多少趣味も混ぜつつ、若に提案していくとするか。

「ええっと、つまり、これからどんな殺た陣てをしようかって事か？」

「ざっくりいえばそうですな。魔族が策さくを仕掛け、街は混乱し、因いん業ごうな商人や貴族達も、善良なる民たちも、そして些さ少しょうながら我らと関わりを持つ者達もその渦か中ちゅうにおります。そして、他の勢力はいざ知らず、儂らだけはこの状況下で、完全にこちらの裁量で関われる」

「……」

「即すなわち。儂らが欲しい結果に合わせて、好きな場所で殺陣をして、しかも感謝される。見返りはよりどりみどりですぞ」

　努めて明るく、そう一気にまくし立てる。

　若は……まあ、案の定引いておられるな。

　このくらいの事を考える程度には怒りを覚えておられたはずなのに。

　じゃからこそ、今は良い機会じゃ。

「え、越えち後ご屋やならぬ巴屋がいる。なんて悪い顔して笑うんだ、お前は」

「かっかっか、儂とて若をこんな街の商人風情ふぜいに虐いじめられて、多少は腹が立っておりますからな」

　多少の意地悪は覚悟してもらおうかと思う程度に腹が立っておるのは確か。

　そう……街の生き物が何割か死ぬ程度の意地悪はのう。

「あ、それは同感ですわ。私は腹の底から全員擂すり潰したいくらい怒ってますけど。少なくとも、特に力のある商人どもはこの混乱に乗じて皆殺しにしたいです」

　澪。

　お前はどうしてそう直球なんじゃ。

　儂に同意したかのように手を挙げるでないわ。儂まで血みどろが好きな悪人に見られるじゃろうが。

「まあどう動くかという意味合いでは……エヴァとルリアはここにいるわけですし、ジンやアベリア達もいますから、まずはこの場所でイルムガンドを鎮圧し、安全にしておくのが最善だと思います。その後に商会の利益を追おうとするなら、本当に恩に着せたい場所でだけ動き、他は放って置くのもありかと思います」

　識。

　やはり学園の被害には無意識に敏びん感かんになりつつあるのかのぅ。元はヒューマンとはいえ、困ったもんじゃ。

「あまりあれこれ動かない方が良い手かなあ？」

「はい。今後の商人からの要求その他にしましても、この騒ぎで被害が大きければ大きいほど動きが遅れる事が予想されます。確実ではありませんがこちらを敵視する大きな商会も幾つか消えてくれるかもしれません。きちんと組織化されたところは難しいですが、大きな商会でも代表の強きょう権けんに頼り切っているところは思いの外ほか多いですから。どちらにせよ、被害を最小限に抑えるべく街の為に全力を尽くすというお題だい目もくを馬鹿正直に実行してしまうのは問題かと。その場合、連中の事ですから一層扱いが悪くなりかねませんので」

「ですから！　若様を攻撃しようと考えてる馬鹿と妬ねたんでる屑くずを、片っ端から証拠の出ないようにみなごろ──」

「澪、お前は少し黙っておれ」

　澪は相変わらずブレないのう。実際、かなり上策に入る解決策ではあるが……。

　とはいえ、クズノハ商会が任にん侠きょう道どうを邁まい進しんする覚悟があれば、という前提がつくからのう。

　今回は無しじゃ。

「んー……。このまま一気に街を救っても、僕とクズノハ商会の状況はそこまで好転しないのか……」

「来賓から講師としての技量にも目をつけられれば、むしろ悪化ですな。各国から注目の的まとですぞ」

「ぐっ」

















「今回は仕事人風味。勧かん善ぜん懲ちょう悪あくとは言い切れない立ち回りもまた妙かと儂は思っとります、若」

「……具体的には？」

　こうして話をすれば若はこちらの言葉に耳を傾け、そして聞いて下さる。

　だからこそ、今回は商人や貴族の声よりも先に、儂らと話をしてもらわなければならん。

　もしもの時には、後から幾らでもお叱りを受けますゆえ、ご勘弁を。

「ずばり。正義の味方のように颯さっ爽そうとこの騒ぎを鎮圧してみせるのです!!」

「……おい。それはもろに八代将軍様とか御ご老ろう公こう様の路線だろう」

「……ただし」

「ん？」

「正義の味方のように、という事は、動き出すのはそれなりに被害が広がり、住民にも街にも絶望が満ち始めてからです」

「え、今すぐじゃないのか？」

「それでは単に時間が巻き戻るようなもの。事件が無かった事になって平穏になっても、誰も若に感謝せんではないですか」

「あ、ああ」

「この街が痛みを知り、覚悟もし、助けを心から乞こうようになった頃ころ合あいで……動きます。限りなく人命を尊重し見返りも求めず、どこまでも住民の為に動き、物資も出し、既に失われたモノを悼いたみ、失われつつあるモノは救う。そうして、この街の住民をクズノハ商会の味方にしてしまうのです。街が平穏を取り戻した時、儂らを攻撃しようとする商人どもが残っていたとしても、奴らはクズノハ商会の戦闘能力と危機処理能力をその目で見て知っているわけです。どれほど噛みつきたくとも、圧倒的な力を持ち住民の支持まで得た商会を敵に回そうなどとは、まともな商人ならば考えぬでしょう」

「……襲われてピンチになってから助けてもらった方が記憶に残る、か」

「誰にも知られず動いたとて、誰の感謝も得られませぬ。それがヒューマンの世界というものでしょう。残念な話ですが」

「動くタイミング次第では物凄く非難されそうな作戦の気もするけど……」

「そこは儂にお任せを。最高の時じ機きを見極めましょうぞ！」

「……澪は？　どう思う？」

　澪、わかっておるじゃろうな。ここでごねるでないぞ？

「私は、やっぱり邪魔者は消してしまうのが一番禍か根こんの残らない方法かと思います。でも……この街でこれからも若様が普通にやって行かれるのなら……巴さんのやり方、悪くないと思います。お話を聞いている限り、街の住民はそれなりに恐怖を味わい、命も失うのですから、横暴なこの街の商人どもを殺せないのは悔しいですが、その作戦で我慢します」

「そ、そっか」

　よし。澪も若もほぼ同時に落ちた。

　あとは儂が絵え図ずを描かくのみ！

「どうでしょうな、若」

「良いんじゃないか、と思う。でも魔族はどうする？　勝手に解決しちゃいました、で通るの？」

「魔族に完全に利するつもりなら良くはありませんが……若は別に魔族側につくつもりではないのでしょう？」

　そうじゃったな。まだ奴らが残っとった。

「まあね。ケリュネオンは出来れば平和的に欲しいけど」

「あそこは儂の調べではさほど重要な扱いは受けておりませんでした。打うち棄すてられた砦とりでを再利用してそれなりの数の魔族が駐ちゅう留りゅうはしているようでしたが、その程度です。今回の件は奴らの方の思惑について、こちらが惚とぼけてみせればさほど問題にならぬかと」

　儂の言葉に、黙って我らの会話を聞いていたエヴァとルリアが目を見開く。

　この地で、いやヒューマンの情報網で魔族の勢力下に入った今のケリュネオンの様子などわかろうはずもないから、まあ無理もないのう。

「この騒動の後、ロナから連絡は来るかな？」

「おそらく。どう決着をつけても連絡はしてくるでしょうな。しかし、魔王との謁見が流れる事もありますまい」

　魔族は力を至し上じょうとする種族。

　この作戦にどれだけの期待をかけておるにせよ、若がそれを治めたとあれば、若の力への興味はむしろより強くなるはずじゃ。

　ただでさえ不利な戦争をしておる連中、不安な要素は早めに見極めようとする。

　有能な者であれば確実にな。

「わかった。巴のタイミングで本格的に動こう」

「若様。少しよろしいですか？」

「あ、識。なに？」

「一点、確認をと思いまして。若様は今、状況をどうのという以前に、誰を、何を守りたいとお考えですか？」

　若が街の被害を受け入れたのが、識には危うく見えるか。

　余計な事を、と思いはするが、此奴なりに若に後悔をさせぬよう心を砕いているのだろう。

　わかるだけにここは止められんな。

「誰を、何をって……」

　若は識の言葉に一瞬戸惑い、あれこれと思案し始めた。

　もう会場からは人ひと気けが殆どなくなり、儂らだけがのんびりと話し合いなどをしている。

　──若の思考の中では、様々な人物が浮かんだり消えたりを繰り返しておるな。

　結局、うっすらと姿が残った数名と、はっきり姿の残った数名が若の心に映された。

　やはりか。

　若は病や呪いで人が命を失う事を悲しまれる。じゃが、事故や戦いによるそれに対しては……。

　いや、今は深く詮せん索さくはしまい。

　こうも心をさらけ出してくれる若に、幾分か差し出がましいからのぅ。

　面倒を見ている学生に、レンブラントか、あとは店の常連が数人。

　損得だけでも感情だけでもなく、じゃの。

　む。

　そのレンブラントがこっちに来おった。

「若、レンブラントがこちらに向かってきております。あちらに」

　しばらく考えこんでいた若に声をおかけする。

　見れば舞台には学生達も揃い、すっかり灰色の巨人と化したイルムガンドに相対していた。

　じき始まる雰囲気じゃな。

　そしてレンブラントとその妻の姿を見た若の感情が若干穏やかなものになる。

　表情にも柔にゅう和わな笑顔が浮かんでいた。

　……レンブラント如きが心配するほど、若は弱くない。

　むしろ、今の若を心配する必要があるほどの危険な事態など、儂にもあまり想像が出来ん。

　だが、無知であるが故のレンブラントの、若の身を案じる表情が若を穏やかにさせた。

　何故かな、少しだけじゃが。

　若をさほども知らぬはずのあの男が妬ねたましく思えた。

　それは澪も同じなんじゃろうな。

　かすかにだが若に駆け寄るレンブラントに儂と同じ目を向けおった。

　今はまだ甘く、容易たやすく傷つかれる我らの主人。

　こんな時にまず穏やかに笑って頂くのは、儂らの役割の、一番大事なとこじゃった。

　儂もまだ修行が足りん。

　せめて、若に提案してみせた正義の味方作戦だけでもしっかりやる事にしよう。





　　　　　◇◆◇◆◇






　ロッツガルドが変異体騒動に襲われる少し前。

　ヒューマン対魔族の戦争における要よう衝しょう、ステラ砦で行われていた重大な作戦に向けての詰めの会議。

　珍しく場を中座した魔将ロナはそのまま会議には戻らず、砦の外に出て、遠くを眺めていた。

　砦の外周壁に設けられた見張り台。弓兵や魔術師が攻撃を仕掛ける為に陣を敷くこの場所は、平時は兵の憩いこいの場としても使われている。訓練の行われているこの時間は、誰もいない。

「作戦会議の最中に席を立つとは、ソフィアに似てきたな、ロナ」

　ステラ砦に常駐するもう一人の魔将であるイオが、見張り台で佇たたずむロナの背に声をかけた。

　そこそこ長い付き合いであり、現在は砦で生活を共にしている彼だったからこそ、ロナのいる場所がわかったのだろう。

「冗談。あんな得体のしれないバトルジャンキーと一緒にしないでくれる？　それよりもイオ、そっちの準備は進んでいるんでしょうね」

「当然だ。で、念話のようだったが？」

「目ざといわね。女の念話を気にするような男は嫌われるわよ。この前報告したライドウからの直通。ロッツガルドで少し揉める事になるかと思っていたけど、そういうわけでもないみたい。……悪かったわ、ロッツガルドでライドウ、無視出来なかったの」

「我が身しん命めいは王と国民に捧ささげておる。女にどう思われようと気にもならんな。作戦に影響は？」

　ロッツガルド、そしてライドウの名に魔将であるイオの表情が曇くもる。ロナから報告にあった警戒すべき人物として、ライドウの名は魔族の上層部にはそれなりに知られている。有力な協力者になる可能性もある為、敵対を即断してはいけない人物としてもだ。

「ないわね。潜り込ませている人数を把握されていて少しカチンと来たくらい。後は部下の無能さにも。やるべき事は済んでいるから、もう彼らを引き上げてもいいのだけど」

　身を翻ひるがえしたロナは、肘ひじを乗せていた場所に今は背を預け、イオを正面から見つめている。

「ロッツガルドからの人員引き上げ、か。彼はこちらの動きに気付いているやもしれぬな。それにその条件を呑んだようだが、このまま計画を進めると彼からの要請に反する事になるのではないか？」

「あの子の持つ魔族陣営への情報収集手段は私以外皆かい無むよ。それに私は彼から部下を引かせて欲しいと頼まれただけ。私がここにいて何かする分には彼との約束に反する事はないでしょう？」

　目を細め、口こう角かくを釣り上げて笑うロナ。策略を企む彼女の表情は、一部からは魅力的であると好評だったが、武人気質かたぎであるイオにしてみれば好ましい顔ではなかった。

「……嫌な女だな、お前は。ライドウに同情するよ」

「褒め言葉として受け取るわ。わかっていると思うけど、これで決めるわよ」

「言われるまでもない……。ヒビキ……リミアの勇者が更に力をつけていようと打ち砕くのみ」

　半年振りの再会となる敵の成長を、むしろ望んでいるような顔を浮かべる四腕の巨人。

「指環は？」

「もちろん、初期試作型から中期試作型に変更済みだ。あの女神の事だ。これで今回も力を封じられる。そして後数回もすれば──」

「ヒューマンは確実に荒野へと退しりぞく。魔王様の策によって。魔族は皆、豊かな土地と精霊の加護を得て、世の春を享きょう受じゅ出来る」

　女神の力を封印する指環は、既に魔族の手によって完成している。ただし、一度使えば女神の陣営に対応される可能性がないとは言えない。そのため、先の勇者とのステラ砦攻防戦で初期の試作型を使用して、しっかりと女神の力を封じる事が出来るかを確かめた。その成果を確認して、今度は初期型への対策を無効化出来る中期型を戦闘に投入するのである。魔族に与くみする火と土の上位精霊から、初期型の指環の存在を聞いた女神の対処手段を知った上での戦術だった。

　さらにヒューマン達が確実に初期型指環への対策をするよう、指環の存在を事前に一部のヒューマンに漏らし、それが女神の耳に入るように情報操作もしている。




　周到な魔族の罠が、ヒューマン達に牙を剥むこうとしていた。
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「ライドウ殿、探したぞ！　まずは無事で何よりだ」

　僕の肩に手を置いて、レンブラントさんが口を開いた。

［ご夫妻もご無事で何よりです。ご心配をお掛けしましたようで……申し訳ありません］

　ついさっき、従者達からの提案で自分に有利な鎮圧手順を受け入れた事もあって、思わず謝罪の言葉が口を突く。

「謝る必要などない。また君の顔が見られて安心したよ」

　レンブラントさんの言葉が胸に刺さる。

［……私もご夫妻が無事で安心しています。本当に良かった］

　似たような台詞を繰り返す。二人の顔を見られない。俯うつむき加減でそう伝えるのがやっとだった。

「……私達はまだ状況が把握出来ていないのだが、ライドウ殿は何か知っているかね？」

［こちらも異変が発生して怪物が暴れている、程度の情報しかありません。シフお嬢さんとユーノお嬢さんは、仲間と一緒にあのイルムガンド君だったモノをどうにかする気でいるようです］

　僕に加え、巴と澪、そして識の存在に安心感を覚えているのだろうか。

　こんな非常事態にもかかわらず、レンブラントさんはとても落ち着いているように見える。それは奥さんも一緒だ。

　肝が据すわった商人というのは、こんな状況でも冷静かつ合理的に物事を判断し、整理出来るのかもしれない。

「なるほど……ライドウ殿でも詳細が掴めない、か。色々と動きにくいな……。念話で思い出したが、君の商会は従業員も全員が念話を習得しているんだったな。非常時でも密に連絡可能なのは羨ましい限りだよ……で、娘達はアレを何とかする気でいると──」

　何度も頷きながら僕の筆談の内容を呑み込んでいくレンブラントさん。ところが、シフとユーノについて考え始めた途端、途中で仰のけ反ぞって明らかに動揺し始めた。

「っ!?　ラ、ライドウ殿!?　何とかって何かね!?」

　さっきまでの冷静さはどこへやら。大声を上げたあと、あたりを忙せわしなく歩き回りながらブツブツと何事かを呟き始めた。

　……娘さんが戦うって話をしたのに落ち着いているな、やはりレンブラントさんは凄い商人だ、などという感想を、僕は静かに捨てた。

　そんなレンブラントさんを、奥さんは片手を顎あごに当て、呆れた様子で静かに眺めている。

　奥さんの方がよっぽどツィーゲの大商人らしく思えてくるな。

　そこには触れず、平静さを失いつつあるレンブラントさんに筆談で語りかける。

［おそらく腕試しでもしたいのでしょう。私達もこの場に留まり彼らを見守るつもりなので、そこまで心配される必要はないかと思います］

「い、いかんよ？　ライドウ殿、それはいかんよ！　ここは申し訳ないのだが、君達で何とかこう、上手く事に当たってもらうのは駄目かね？　……だいたい、腕試しなどこのような時にやる必要はないんじゃないかな？　学園の治安維持を目的として軍らしきものも編成されていると聞くし……いや、生徒が前線で戦う事など許されるのか？　そもそも、闘技大会からしておかしいのではないかね!!」

　そう僕にまくし立てたあと、レンブラントさんはさっきより一層激しく動き回る。独り言のボリュームも大きくなった。

　ダメだ。この人は娘の事になると本当にダメだ。

　唖あ然ぜんとする僕達一行。さすがの巴も何も言えないらしい。

　この事態を収めてくれそうなのは、やはり奥さんしかいないか。

　ちらりと彼女に視線を送る。

　旦那さんとは対照的に、取り乱した様子がない。

　こういう時って母親は結構過保護になりそうなイメージなんだけど、彼女は落ち着いているな。

「……他ならぬライドウ様が慌てていないのですから、私も主人も娘達については何も心配しておりませんわ」

　僕の視線で察したのか、奥さんが柔らかい笑みを湛たたえて口を開く。

　いや、旦那さんは絶賛心配しまくってますよ？

「ライドウ様達がいますもの。最悪の事態はないと確信しています。……あの子達も、自分一人ではどうしようもない現実を知る日がいずれ来るのですから。それがもし今日であったとしても仕方ありません。むしろ、貴方が傍にいらっしゃる時でよかったと思っています。この人も見かけは慌てていますけれど、実はそんな事はありませんから」

　いつかは限界を知るんだから、挫ざ折せつは出来る時にしておけって言いたいのか？

　……こんな状況でその台詞は怖いよ。

　奥さんはスパルタ教育なんだな。レンブラントさんが甘々な分、彼女がシフとユーノをしっかり躾しつけているのだろう。

　でも、体の前で右手の甲を包むように握っている左手が細かく震えている。きっと、無理をしているんだ。

［信頼して頂けて嬉しく思います。彼らの講師として責任を持ってお守り致します。ご夫妻はこれからどうされますか？　ここには私達もいますし、何より学園の敷地内です。街中よりは危険が少ないと思いますので、特に用がないのであればこのままいる事をお勧めしますが］

　夫妻二人ともに向けた筆談だったのだが、レンブラントさんは全く見てくれなかった。

「……そうですか。あなた、あなた！」

　奥さんが呼びかける。

「いや、最悪、商人ギルドから傭よう兵へいどもを結集させて──」

「あ・な・た!!」

「うおっ！　な、なんだリサ。私はこの事態の解決をだな！」

「シフとユーノはライドウ様達が守って下さるから安心よ……。それで、私達はこれからどうするかと聞かれているのだけど？　もちろん、ちゃんと見ていましたわよね？」

　最後の一言が怖いです、奥さん。

　彼女の空気に呑まれ、ようやく我に返ったレンブラントさんが汗を拭いながら答える。

「も、もちろん見ていたぞ、リサ！　……ラ、ライドウ殿が、その……な。……そうか、ふぅ」

　どう見てもしどろもどろだ。

　……まったく、ふぅ、じゃないよ。

　商人ギルドとか、何となく今は聞きたくない言葉まで出して。

　それに傭兵、か。

　ギルド経由だと、格安で傭兵と契約を結べるって以前聞いた事がある。商品の輸送なんかである程度の期間行動を共にするから、その都度冒険者に頼むより割安な彼らを護衛として雇う商人は多いらしい。僕にはあまり関係のない話だから詳細は知らないけど。

　奥さんが再度レンブラントさんに確認する。

「……で、どうなさるの？　あの娘こ達もいるのだから、ここにいるのも良いと思うんですけど？」

「……いや、一度ギルドに行く」

　ようやくいつもの調子に戻ったレンブラントさんが短く答える。

「ギルド、ですか？　先日行ったばかりではありませんか。それに、今みたいな状況で向かってもまともな応対は期待出来ないでしょうに」

　その通りだ。この混乱で、商人ギルドもてんやわんやだろう。

　今回の騒ぎが商人ギルドに多少飛び火しても看かん過かするつもりの僕としては、夫妻がそこにいるのはよろしくない。

「だろうな。ここの商人ギルドがこんな事態に慣れているとも思えん。外部からの襲撃などほぼ未経験だろう。私はツィーゲでこれまで何度も戦闘を経験し、非常時には指揮を取った事もあるからね。いらぬ被害を少しでも減らす手伝いなら出来るはずだ」

　な、なんですと？

　ついさっきまで娘しか頭になかったのに、いきなりどうしたんだこの人は。

　レンブラントさんが奥さんから僕に視線を移す。

「学園はライドウ殿が守ってくれると言うなら、娘には何の心配もいるまい。それに、ここのギルドの代表とは知らぬ仲でもないしな」

　何かに気が付いたのか、奥さんが少し笑みを見せながら口を開く。

「ここの代表……ああ、ザラさんだったわね。この間、やけに一人でギルドに行きたがったのはそのせいだったのかしら」

　──ザラ。

　あの代表、確かにそんな名前だった。

　レンブラントさんだけじゃなく、奥さんとも知り合いなのか。

　はぁ、まだあの顔を思い出すだけでため息が出そうになる。

「う、うむ。その話はともかく、今は私も出来る事をせねばな。ここは娘が住んでいる街だ。それに商人ギルドを手伝って損はないのだし……。というわけでライドウ殿、私は商人ギルドに向かい、この混乱の収拾を手伝おうと思う」

　さっきの奥さんの問いかけをはぐらかしつつ、今後の方針を僕に伝えるレンブラントさん。

　そうか、商人ギルドに向かうのか。

「……仕方ありません。なら、私も同行しますわ」

　ため息をつきながらも、奥さんは主人の意見に賛同の意を表す。

「い、いや、リ、リサはここにいてくれても全く……」

　僕に向けていた視線を再び奥さんに戻し、またもレンブラントさんは慌てる。忙しい人だな。

　そんな彼の様子とは対照的に、奥さんははっきりと宣言する。

「いいえ。行きますわ。私もここのギルドの方々よりは荒事に慣れているつもりですから。それに、ザラさんに挨拶もしておきたいですし」

「う……うむ。リサがそこまで言うなら──しかしなぁ……」

　なおもまだ、一人で行きたそうなレンブラントさん。奥さんがいると都合が悪いのか？

　娘さんが通う学園がある街で浮気なんてするわけないだろうしな、この人の場合。そもそも、奥さんにベタ惚れしているのは確定的に明らかだ。

　もしかして、奥さんとザラさんの間に、昔何かあったのか？

　まあそれは置いといて、夫妻が商人ギルドへ向かうのであれば、そこまでの道のりを少しでも安全にするのが僕の役目だろう。

　そう考え、周囲の様子を確認する。

　一般席には僕達以外に人の姿はないが、来賓席はまだ人がいる。

　なら『ここ』で援軍を呼ぶのはまずい。

「ライドウ殿、すまないが娘を頼む。私は私が出来る事をしてみよう。と言っても、火事場に乗じて恩を売りに行くだけなんだがね、ははは」

　レンブラントさんが力なく笑う。

　なんだかんだ言って気き丈じょうな人だ。本当はシフとユーノが心配で仕方ないだろうに。

「では、また後ほど。失礼しますね」

［お待ちを。途中までにはなりますが、お送りします］

　二人だけで行かせて何があるとも限らないから、闘技場の敷地から出るところまでは僕が同行する。そこから商人ギルドまでは亜空の戦士に護衛をさせる。

　僕に味方してくれる数少ない人を、危険な目に遭わせたくない。

　こちらの申し出を訝いぶかしんでいる様子だったけど、夫妻は同行を受け入れてくれた。

　巴に、エヴァさんとルリアをどこか安全な場所に転移するよう念話で指示を出す。

　彼女が頷くのを確認した後、僕は皆を残してレンブラントさん達の後に続いた。

　観客席から出口へ続く通路に出て、薄暗い道を進む。

［お二人はあの代表殿と仲がよろしいんですか？］

「仲が良いかと言われると……何とも言い難にくい関係だね。腐れ縁、なのは確かだが」

「昔は隣同士で店を構えて切せっ磋さ琢たく磨ましていたんですよ」

　言葉を濁したレンブラントさん。しかし、奥さんがあっさりそれを覆す。

「リサ！」

「いいじゃありませんか。隠すような話でもありませんわ。あの頃の二人は出世欲の塊が服を着て歩いているみたいで、似たもの同士でしたしね」

　レンブラントさんが？　いまいち想像がつかないな。

　そして、思っていたよりも、代表とレンブラントさんは関係が深そうだ。

　かたや味方であり、よき理解者。ヒューマンの中なら、この世界で最も頼りにしている。

　かたや敵であり、理解なんてしてくれない。ヒューマンの中なら、この世界で最も苦手な相手の一人。

　そう考えると不思議なもんだ。

［そうでしたか。あの方とレンブラントさんが似ていたというのは、少し意外です］

　曖あい昧まいな言い方になってしまった。

「……昨日だったか、君があいつと会ったのは……察するに、何か言われたんじゃないかね？」

　やはりレンブラントさんは鋭い。相手を熟知しているからこそ、僕に対して取った行動がわかるのかな。

［少々、私の不勉強で周囲との摩ま擦さつにも気付かずにおりまして］

　余計な心配をかけたくないから、ぼやけた言い方になってしまう。

「私が事前に君と従者の方々について少し話したのだがな。どうやら、上手く伝わっていなかったようだ。すまない」

［いえ、謝って頂く事ではありません。私の対応が未熟でしたので］

「ザラさんに真意が伝わるよう、しっかりお伝えしなかったのではなくて？」

「ライドウ殿の個人的な情報でもある。詳しく話すのもどうかと思っただけだよ、リサ。しかし……私の意図があまり伝わっていなかったとなると、奴はライドウ殿を粗雑に扱ったのだろうね」

　僕は苦笑しながらレンブラントさんに答える。

［残念ながら商人として扱っては頂けず。情けない限りです］

「奴はあれで優しいところもあるんだが、どうにも言葉が足りないタイプでな。時に目を掛けた者にすら誤解される」

　誤解って、誰にでもあんなノリで接していたら仕方ないよ。

「あなたみたいに何も言わずに後ろからブスリ、なんてやり口よりも好ましい商売の仕方をなさっていましたけどね。あの方が口でだいぶ損をなさっているのは間違いないと思いますけど」

「リサ。悪意を感じるよ？　私はただ上手にやってきただけじゃないか」

　……商人の世界って、やっぱ綺麗事じゃ済まないんだな。

　僕は、かなり手ぬるかったんだなあ。正直、やっていく自信が揺らいでしまう。

［お話を聞くに、相当古いお付き合いなんですね］

「ああ、長いね。留守を頼んできた執しつ事じのモリスもザラの事は良く知っている。私は、結局家族が最も大切だと気付いて一線からは退いたようなものだが、あいつは今も独身で、ただ商売だけに生きている。その割に嗅きゅう覚かくが鈍ったのか、それとも君にちらつく私の影が気に食わなかったのか、ライドウ殿にはまずい対応をしたようだが」

［そうでしたか。ここでやっていくにはまだ早いから、一度ツィーゲに戻って貴方に商人として鍛え直してもらえとも言われました。そちらで再起する分には手を出さないと］

「ほう、そう言ったかね。ライドウ殿の様子だと、さっさとツィーゲに逃げ帰ってコネを頼れ、くらいのひどい言い方だったのかと思っていたが……」

　本当に良く知っているんだな、あの人について。

　正直、レンブラントさんにだからこんな風に言っているけど、僕も実際あの言葉は失うせろコネ野郎、としか聞こえなかったし。

「ザラさんらしい物言いだわ……あら、もう外なのね。ライドウ様、ここで結構ですわ。後はこの人と私で行きます。どうか娘をお願いします」

「うむ。これでもそれなりの自衛は出来る。安心してくれ。ライドウ殿の事もクズノハ商会の事も。ちゃんとザラに言っておこう」

　いや、泣き言を聞いてほしかったわけでは……まあ、結果的には愚ぐ痴ちったようなもんか。

　はあ、レンブラントさんにはどうも甘えてしまう。

　闘技場から外に出る少し手前。出口の光を前方に確認出来る場所で僕は立ち止まる。

　じゃ、この辺で道中の護衛を召喚するとしよう。

［少々お待ちを。お二人に護衛をお付けします。先ほどの場所では目立つと思い、ここまでご一緒しました］

「護衛？」

「どなたか従者の方を？　でも、皆様席に留まっておられましたけど」

　夫妻の言葉には答えず、僕は霧の門を展開する。

　見た目には等身大のモヤにしか見えない霧が、僕の横に出現した。




　そこに影が現れる。それはすぐにはっきりした姿になっていき──。

　美しい鱗うろこを纏まとったリザードマンが二体現れ、彼らを見た夫妻が息を呑むのがわかった。




　突如出てきた魔物への驚き。

　彼らが放つ存在感と、凶暴性じゃなく知性をうかがわせる静かな佇まいに圧倒された様子だ。

［見ての通り私が召喚した魔物です。頼りになりますので、どうか彼らをお連れ下さい。表向きはレンブラントさんか奥様が魔術か道具で召喚したとでも言っておけば良いでしょう］

「そ、そう言えばライドウ殿は召喚魔術も扱うのだったな。まさか、こんな簡単にやってのけるとは思わなかったので、さすがに驚いたよ」

［共通語を理解しますので、指示がある場合は普通に声を掛けて頂いて大丈夫です。ちなみにこちらの槍を持っているのが……クーガ、弓を持っているのがガンムです］

　僕の紹介に合わせて、レンブラント夫妻に膝を折って敬意を表すミスティオリザード達。

　その様子に、夫妻の緊張もわずかながら緩んだみたいだ。

「言葉は通じるのですか、それは助かりますわね。ライドウ様、ありがとうございます」

「ああ、礼を言わせて欲しい。ありがとう」

［どうか、ご無事で。後ほどお会いしましょう］

　ミスティオリザードなら、護衛の役目はじゅうぶん果たせるだろう。

　ちなみに、召喚したのは四号と五号。三号は生徒に会わせる予定だから、出番はもう少し後だ。

　二人に与えた名前は全くの思いつき、即席だけど、まあ問題ないだろう。

　夫妻とリザードマンを見送り、闘技場に戻るべく、僕は踵きびすを返した。





　　　　　◇◆◇◆◇






「どうなってる？」

　闘技場に戻ってきた僕は、誰というわけでもなく開口一番に問いかけた。

　まだ戦闘は始まっていない。

　舞台上では、イルムガンドだった存在が二倍ほどに膨れ上がり、淡く光る人型になっている。だるまみたいだった体は幾分かスリムになっているものの、やはり異様だ。

　出来の悪い巨人のような姿。

　手には彼のチームメイトだったであろう肉にく塊かい。破損が酷く、すでに事切れているのは一いち目もく瞭りょう然ぜんだ。

　巨人の口周りは、遠目からでもわかるほど、どす黒い液体で汚れていた。

　それだけでも何が起こったかわかる。

「アレが動き出しました。手始めに腹ごしらえをしていたところ若の生徒達が帰ってきた。そのような状況ですな」

　僕の言葉に巴が応じてくれた。

　躊躇ためらいもなく人を喰う、ね。

　イルムガンドはもう、ヒューマンであった頃の意識を残していないんだろうな。

　何者かが指示を与えているのか、あるいは、ただ衝動に突き動かされているのか。どちらかはわからない。

　ジン達は舞台の上にいるイルムガンドに対して戦闘態勢を取っている。

　彼らから、迷いを感じる。

　チームメイト、つまり同じ学校に通う仲間を食ったイルムガンドに対して、何か怯おびえに似た感情も抱いたのかもしれない。

「学園側からはまだ戦力は出てないの？」

「今、出てきたようです」

　今度は識が答えてくれる。

　彼の言葉の後、もう一つの控え室に繋つながる廊下から、鮮やかな紫色の装備に身を包んだ一団が出てきた。名称がわからないから、紫軍団と呼ぼう。

　十名ほどの一団は、ジン達を見るイルムガンドの背を杖で指し、詠唱を始めた。

　人数は少ないけど、それなりの実力者なのか？

　それとも、他の場所での被害が思ったよりも大きくて人が回せず、補助部隊だけの登場なのか。

　あくまで個人的な印象だけど、彼らは全く役に立たないと思う。あっさりとイルムガンドの餌になってしまうような……。

　この姿のイルムガンドを見てあんな戦力しか出せないとなると、学園が有する戦力、ひいてはロッツガルド全体の防衛能力はさほど高くないんじゃ。

　ここは、巴に頼むか。

　そう考え、僕は彼女に声を掛けた。

「巴、街の被害状況を、だいたいで良いから確認して報告して欲しい。出来る？」

「お任せを。ドワーフと森鬼どもに調べさせましょう」

　巴は短く答えると、念話を使って商会の従業員のみんなに指示を与え始めた。

　巴の行動と時を同じくして、舞台上で戦闘が始まった。

　とはいえ、ジン達はまだ警戒態勢のまま参加していない。様子見しているらしい。

　動き出したのは紫軍団。彼らは全員が魔術師。杖を装備してるし、魔術の詠唱もしているから間違いないだろう。

「識、お主も手伝え。周辺の被害状況くらいならここからでも術で把握出来るじゃろ？」

「もちろんです。お手伝い致します」

　巴の問答無用の協力要請に識が頷く。

　識は土属性が得意だ。それを使って状況把握をするのだろう。

　風と土はどちらも調査や探知に優れた属性である。

　この二つが探索やら感知に向いている理由は結構単純で、触れる物が多いから。

　大気に干渉可能な風、地面に干渉可能な土。この二つを介すれば、この世の大体の物に触れられるからね。

　水中なんかは、例外的に水属性が探査や感知に最も向いているけど。

　さて、巴の号令で商会の皆も動いてくれているし、だいたいの状況は割りと早く判明するだろう。

　少し事態を傍観しようと考え、手近な席に座って頬ほお杖づえを突く。

　戦況を眺め、もう一度取るべき手段を考える。

「あらあら、魔術師があそこまで敵に近付くなんて、何を考えているんでしょう」

　澪が舞台上の様子を実況する。

　いろいろ勘かん繰ぐったけど、さすがに学園の戦力が今いる十名ほどだけって事はないよな。

　となれば、本格的な戦力がじきに投入されてくるはず。

　……学園は戦闘と無縁だから、と防備にかけられてきた費用を他に転用しているなんて噂も聞くけど。

　学園祭の期間は各国からの来賓も多いんだ、万が一も想定してちゃんと備えてるだろ。

　来賓にしても、それぞれに護衛はつけているはず。私兵としてある程度の兵力を連れてきている可能性も十分ある。

　問題はそれで足りるかだ。

　もしも不足するなら僕らが出ないといけない。さすがにこの街がなくなるのはちょっと困る。

　でも出で張ばれば、魔族との今後の交渉が難しくなる。

「面白いですわ、あの怪物。基本四属性の内、三つを無効化しています。ヒューマンを混ぜこねただけの出来損ないにしては大したものです。単なる副産物か、そこまで見越しての変化なのか……」

　澪の言葉で視線を上げ、舞台上へ移す。

　ふうん。基本四属ねえ。

　土、水、火、風の四つだったか。

　それぞれの属性を司つかさどる中位以上の精霊が確認されており、なおかつ使い手も多いからそう呼ばれていた。

　確かに、イルムガンドは土と風の魔術を自身へ直撃する前に打ち消し、水は呑み込んで自分の力にしている。火にしても、弱点というより通じるだけ、ってレベルだし。

　気持ち悪い外見の割に、なかなか高性能だな。

　見ていると、急に紫軍団の魔術の威力が跳ね上がった。それも一気に。

　特に強化魔術を使った様子もなかったのに、こんな大幅に強くなるって有り得るのか？

　……あ。

　僕はその可能性に気付いた。

「祝福、か」

　──建前上は、女神の信者であれば誰もが与えられる偉大な奇き蹟せき。

　女神に戦いの始まりを宣言して祈りを捧げ、神の祝福を得て己の持つ力を倍増させる。

　相あい見まみえた双方が祈りを捧げた時は、より美しく、より女神に対して信心深い方に祝福が授けられるらしい。ちなみに、ヒューマン以外の信者の場合は祈っても気まぐれに効果が出たり出なかったり。より美しく～なんてのはヒューマン同士の決闘や戦争でしか意味がない部分で、実質はヒューマンが他の種族に対して強くなるだけのものと考えた方がわかりやすい。

　あのクソ女神が眠っていた間は使えなかったみたいだけど、最近はまた使えるようになってヒューマンの力を高めているそうだ。実に阿呆らしい。

「祝福のようですね。でも、この状況で威力だけが上がってもあまり意味はありませんわ。そもそも、有効な火属性を扱う者自体が少ないんですもの。そんな状態だとむしろ……。はあ、やっぱり。却かえって勢いがついてしまったみたいです」

　呆れた澪の声。

　戦況は彼女の言葉に合わせるように動いた。

　弱るどころか活性化したと言われても納得だ。イルムガンドは天に向かって一際大きな咆ほう哮こうをあげたのち、振り返って紫軍団に突っ込んでいった。

　当面の間、イルムガンドの相手をするのはあの学園が放った紫軍団だな。

　その間に、もう少し考え事の続きだ。

　まず、この騒ぎの利用方法。

　魔族にとってこの計画の成功（何をもって成功なのかわからないけど）はそれなりに重要だと思う。薬の配布など、下準備も周到に行っていたようだし。

　だからロナは、僕に黙ってこの行動を起こしたのだろう。

　──ケリュネオンは欲しい、でもこの混乱を最後まで放置するってのは出来ない。

　そうなると、僕はどう振る舞うべきなのか。まとまらない自身の考えに苛立つ。

「若、だいたい把握出来ましたぞ。あの怪物どもは五十体ほど街に出現している模様。転移陣や補助転移陣が積極的に破壊されています。被害はまださほどでもありませんが、ロッツガルド以外の周辺都市にも同様の傾向があります。そして、わずかではありますが念話も妨害されている様子。このあたりはまだ大丈夫ですが、周辺都市から円が狭まるようにじわじわと始まっておりますな」

　巴、早いな。しかも周辺都市の状況まで掴んだとは。

「そうか。識、市街地の戦闘の具合は？」

「よくありません。思ったより平和ボケしていたのか、未だ一体も倒せておりませんね。かろうじて破壊活動に対する足止めは出来ているところもあるようですが……」

　あらら。

　そっか、大苦戦か。

　イルムガンドだけじゃなくて他の個体も魔術の無効化やら何やらしてくるとなると、学生や術師にはやり難い相手かもしれない。学園の面子めんつ丸潰れの結果になりそうだ。

　ここはひたすら平和だったから、無理もないか。

　ツィーゲや〝果はての荒こう野や〟に点在するベースに比べたら、緊張感なんてないに等しい。

　識の報告で、僕はどこかで鎮圧に加わらないとまずい状況なのを理解した。

「若様、あの連中、壊滅しましたわ。抵抗どころか、最早あれは自らお皿に乗った食材でしたわね」

　澪から嘆息混じりに、紫軍団全滅のお知らせが届く。

　おおい、本当に餌にしかなってないなんて……術師だから近接戦に弱いとはいえ、あんまりだ。そもそも舞台に上がらず、もっと遠距離から攻撃を仕掛けろよ……。

「ジン達は加勢しなかったのか？」

「いえ、一応加勢はしたのですけど、ちょっと戦い方が駄目ですわね。試合の時みたいに動けていませんわ」

　ため息をついて、澪が答える。

　エリスから受けた報告では、あの子達は魔物相手でもちゃんと動けているって話だったのに。

　仕方ない、指示が必要みたいだ。

　彼らはまだ学生だ。イレギュラーな事態に、思うように体が動かなくても恥じる事はない。

　それで死んでしまったら終わりだけど、今は僕らがいるしね。

「まったく。少しは評価をしてあげようかと思えばすぐに残念な真似をするんですから」

　澪の冷たい言葉。う、まるで自分に言われている気分だ。

「識、貴方が甘やかし過ぎなんじゃありません？　自分が得手とする力や技術、属性が一つしかないなんて駄目なヒューマンの典型ですわ。団体戦の時に見せたような、己の長所を最大限に生かして、もっと広い視野で戦えるようにきちんと指導なさいな」

　厳しいな、澪。

　なんだろう、全部自分への小こ言ごとに聞こえてくる。

「……あれ？」

　──得意な事を広い視野で、か。

　自分に当てはめてみる。

　僕の得意な事。

　魔力と防御。あとヒューマンの言語を除いた会話能力か。

　会話能力はいろんな場面で活躍しているけど、戦闘能力とかはどうだろう。

　力の誇示は嫌いだからやってないけど、正しく使う道も多いんじゃないか？

　だから商売も、力に頼らず正々堂々とやらないといけないと思っている。

　商売をどこか神聖なものに感じていたから、物ではない力の類たぐいを商品にしないようにもしてきた。

　それが僕らに最適な稼ぎなのはわかっている。更に亜空も利用しているから、他の商人達に比べてあまりに優位すぎるんじゃないかとすら思ってた。卑ひ怯きょうかなって。

　──でも、正々堂々ってなんだ？　そんな綺き麗れい事ごとだけで、生きていけるのか？

　何かが、噛み合いそうな気がする。

　暴力も、僕の持っている立派な選択肢の一つなんだ。無理に隠す必要はないんじゃ……。

　商売以外にも多彩な能力を持っている連中だと印象づけられるだけでも、周囲からすれば相当な脅威のはずだ。

　──国をバックにおいて他の商人に圧力をかける。

　──元々自分が築いた立場を使って新規参入者に対して優位に立つ。

　それらは僕にも当たり前の商売手法だと思える。なら、持てる戦力を使える場面では使ってみせるのだって、似たようなものじゃないか？

　人脈も、権力も財力も、暴力も。

　全部を使って事に臨むのはおかしく、ない？

　暴力だけは除外して考える方がずっと不自然じゃないか？

　確かに一番イメージは良くないかもしれないけど、使い道はある。

　たとえば、目の前の脅威の除去とか。

　僕はゆっくりと来賓席へ視線を送る。

　そこにはまだ、かなりの人影が見える。

　恐らくはこの学園の学園長もそこにいて、念話で指示を出しているのだろう。

　自分の戦力があっさりとやられて心穏やかじゃない事はなんとなく想像出来る。

　……うん。ここで僕らが国のお偉いさんや有力者を救ってみせれば、商会の印象だって良く出来るかもしれない。

　やってみるか。

「若様、どうされました？　生徒達が戦うようですよ？」

「……澪、それに識。ジン達に指示を出してやってくれ。もし全滅しそうなら助力しても良い」

「え？」

「は？」

　僕の発言が想定外だったらしい。二人が同時にぽかんとしている。

「ん、聞こえなかった？」

「いえ！　わかりました！」

「承りました。ぎりぎりまで彼らには指示を与えるのみにして、経験を積ませます」

　僕が聞き返すと、言うが早いか、澪と識は前方に走っていった。

　最前部の柵まで行くと、そのまま舞台脇へと飛び降りる。

　──レンブラントさんと約束したんだ。僕の生徒は誰一人死なせない。でも奥さんが言ったように、最悪の場合、やられそうになる状況を経験するのも、きっと彼らのこれからの糧かてになってくれると思う。だから、澪と識の助力は最後までとっておく。

　レベルアップの為に戦ってもらった亜竜の時みたいな不意打ちじゃなく、正面からの戦いでのそれは、また違う意味を持つかもしれないし。この世界に来てから、戦闘に関しては楽してばかりの僕が言えた義理じゃないけど。

「巴、一緒に来てくれ」

「御意。方針がお決まりのようですな」

「ああ、とりあえずクズノハ商会の指針として、裏方に徹して街を守る事にしたよ。ライムとモンドを動かしてくれ。基本的には住民の救助だけで良い。もしある程度住民を保護しても事態が鎮しずまらないなら、お前の判断で化け物の討とう伐ばつに出ても良い。その場合、一体か二体でいいからサンプルとして亜空に送れるようにして欲しい。指揮はお前に任せる」

　僕の言葉を聞いて逡しゅん巡じゅんした巴が口を開く。

「再度の確認になりますが、私の判断で、打って出る時を決めてもよろしいのですな？」

「ああ、任せる」

「御意。で、我々はどこに？」

「僕と巴で来賓の皆様をお助けする。こっちは、正義の味方として、ね」

「……なるほど、国の要職にある者の覚えを良くするおつもりで」

「……想像に任せるよ」

　多分、巴は僕の考えている事なんて全部わかっている。

　来賓を安全な場所に逃がすなら、従者の適任は巴だ。僕が商人かつ学園の臨時講師で、彼女はその護衛にして側近。

　クズノハ商会を認識してもらうなら、巴を見せておくのが一番。

　我ながら、単純な思いつきだと思う。

　飴あめと鞭むち。

　援助と脅し。

　暴力を利用すると考えれば──。

　僕らに出来る事は実は凄く多いんじゃないかと思えてきた。

　こんな簡単な事で好印象を与えられるのか、という気持ちもある。

　落ち着いていれば、大丈夫。

　万全に予習して臨むテスト前のような気持ちで、僕は来賓席へ向かった。
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「失礼する」

　凛りんとした声が、困惑に支配された来賓席に響く。

　絨じゅう毯たんが敷かれ、豪ごう奢しゃな調ちょう度ど品ひんが設置されている。明らかに一般客席とは一線を画かくする雰囲気。

　ここが来賓席か。

　巴の声はよく響き、国のお偉えら方がたからの視線は彼女に集中していた。

「何者だ！　ここへの一般人の立ち入りは禁止されておる事を知らんのか！」

　肖しょう像ぞうで見た覚えのある顔が、僕らを怒鳴りつけてくる。

　学園長だ。

　いつもどこにいるのか知らないし、もちろん一度も会った事がないので咄とっ嗟さにわからなかった。

「このような非常事態ゆえ許されよ。まだ来賓の皆様が安全な場所に避難されていないようでしたので、及ばずながら助力しようと思い、参上した次第」

　巴は臆おくした様子もなく、学園長に用件を告げる。

　その際、ちらと巴が一人の女性に視線を送ったのに気付いた。

　見るからに高貴な女性。

　年は若そうだから、どこかの貴族の次代当主か、それともどこかの姫君か。

　ん、姫君？　巴が知っていそうな？

　……。

　もしかして、あの女性がグリトニア帝国の何番目かの皇女、リリって人か？

　当たりなら超大物だな。

　だけどリリ皇女は勇者と行動を共にしているらしいから、ここに単独でいるのはおかしい。……なら人違いかも。

　その時、身に覚えのある視線を後方から感じた。振り返るとそこには、壁に凭もたれて腕を組む銀髪の青年がいた。

　何が楽しいのか、にっこりと微笑み、組んだ手をほどいて僕に小さく手を振ってきた。

　……変ル態トだ。

　そうだ、あいつもいたんだ。

　だったらここに助けに来る必要もなかったのか？

　こいつがペラペラと僕達について話し出しでもしたら、大変よろしくない状況に陥ってしまう。

　だが、ルトにその気はないのか、また腕を組み、巴を見直した。静せい観かんの構えかな。

　こいつの考えや意図もまた全然わからない。邪魔されないのは嬉しいけど。

　そんな事を考えながら周囲を眺めていると、もう二人ほど、知っている顔が目に入った。

　司祭さんとローレルの……彩さい律りつさんだったか。彼女達も闘技大会を観戦しに来ていたんだな。

　司祭さんの方は、何かもっと偉そうな感じの人が何人かいる中の一人だから、今はあまり目立ってない。

　ロッツガルドの神殿関係で一番偉いのはあの女司祭さんなわけだから、つまりあそこにいるのはその上、ヘタをするとリミアの大神殿の人達だろうか。

　ローレルの人達は彩律さんの他にも結構いる。

　全体的に浅黒い肌。ああいう色の人が多いんだろうか。

















　僕の視線に気づいたのか、彩律さんは一瞬笑顔を作ってくれた。

「まず名乗れ！　儂はお前など知らぬぞ!!」

　学園長が声を張り上げる。有事とはいえ、見覚えのないヤツがノコノコやってきたところで歓迎してくれるわけないよな。

「これは失礼を。儂の名は巴。クズノハ商会の一員です、学園長殿。そしてこちらは我が主のライドウ様。言葉が不自由故、従者である儂からの紹介である事、ご容赦願いたい」

「巴、それにライドウか……」

［初めまして学園長様、こちらで臨時講師をさせて頂いておりますライドウと申します。非常事態なので、少しでもお力になれればと遅おくれ馳ばせながらながら参上しました。ご無礼をお許し下さい］

　巴が紹介してくれたけど、いちおう、僕からも筆談であいさつする。

　その後、臨時講師の証である免許証みたいなプレートを見せる。

　学園長は、フキダシ、僕、プレートと順番に視線を送る。

「筆談……、そうかお主が。確かに臨時講師ライドウであるようじゃな」

　全てを確認し終えて、学園長は険けわしかった語調をやや緩めた。

「おわかり頂けて何より」

　巴がにこやかに一礼する。

「助力と申したが、どのようにするつもりだ？　未だに街にも怪物がいるとしかわからぬ状況、安全な場所までの誘導は容易ではないぞ？」

「学園長殿は、いくつか安全な場所にお心あたりがありますかな？」

「無論だ、非常時に向かうべき場所はある。危険な場所で情報の整理や指示を行うなど愚ぐ挙きょだからな」

　何を当たり前の事を、と言わんばかりの態度で巴にそう告げる学園長。

　彼の言葉を聞いて、巴はニヤリと笑い、口を開いた。

「ならばその場所の入り口を思い浮かべて下され。儂が転移にて、安全にお送りしましょう」

「……てんい？　転移だと!?　この人数を、術者自身が一度も行った事のない場所へか!?　馬鹿な、そのような術などあり得えんわ！　このような時にくだらぬ冗じょう談だんを申すな！」

　一瞬、間の抜けた声をあげた学園長が、すぐに内容を理解して巴の案を一いっ蹴しゅうした。

　彼の反応を見て、転移や念話を、僕らは気軽に使いすぎだと改めて感じる。

　どちらも高度な魔術や技術を要するため、本来は気軽に使えないのだ。

　念話などはその有効距離やら使い勝手全般が、一般的に使われているものと僕らのそれではモノがまるで違う。性能の悪いトランシーバーと携帯電話くらいは違うと言っても過言じゃない。それでも大きな街では念話の方は多少整備されていて、雇われる術師は好待遇だったりする。

　転移の方は念話より更に一般的じゃない。専門の設備を整えた場所で、大金を積んで術師を何人も動員してようやく可能になるレベルだ。しかも行き先は一つの術と幾つかの場所を紐付けするのが当たり前。もっと言うと、術師が訪れた経験のある場所にしか行けない。だから僕らが使っている転移なんて、口頭で説明しても理解してもらえるはずがないんだ。

「しかしそれが可能でしてな。とはいえ、確かに疑われても仕方のない話。ふむ……」

　でも、巴はあまり困った風でもないな。何か納得させる方法でもあるんだろうか。

「あははは！　面白い人ですね。実に面白い。確かにそのような優れた転移の術を扱う者など、滅めっ多たにいるものじゃない」

「ファルス殿」

　ルトが突然、巴と学園長の会話に割り込む。学園長はいきなり笑い出して会話に入ってきたルトに対して怪け訝げんな様子を見せた。

「どうだろう、巴とやら。まず僕を……そうだな、客席のあの辺あたりに転移させてくれないか？　僕が思い浮かべれば出来るんだろう？」

　学園長を無視してルトが巴に問いかける。

　……なるほど。初対面を装い、実験台を買って出てくれたのか。

　巴もこの流れを察していたのか、動揺した感じもない。

　まあ、こんなのでも冒険者ギルドの長おさだ。世間的にもそれなりの信頼はある方だろう。

「しかし、ファルス殿」

「学園長。良い提案ではありませんか。ファルス殿は恐らくこの場にいる誰よりも多くの冒険者と繋がりを持ち、その力にも触れてきた方です。この巴と申す者がやらんとしている事を見事に検けん分ぶんして下さるに違いありません。それに、このような非常時に我々を助けんとこの場にまでやってきた者達の厚意は無む下げにすべきではないと思うのですが、いかがでしょうか？」

「皇女。それは、確かに一理ございますが」

　おお、やはりリリ皇女か。さすがの学園長も彼女には強く出られないようだ。

　理由はよくわからないけど、彼女もルトの提案を推おしてくれている。それに巴や僕がここに来た事も評価してくれているようにも聞こえるな。

　なんというラッキー。乗るしかないじゃないか、この流れに！

「これは、グリトニア帝国のリリ様。ありがたいお言葉。では、ファルス殿と申されるか。この霧の中にお入りください」

　この、と巴が言った瞬間、その場に人を一人すっぽりと覆えるくらいの霧の塊が出現した。

「へえ、向こうにも同じような霧が見えるね。繋がっている、のかな。じゃ、試してみようか。こんな便利な術が本当にあるのかどうか」

　ルトは指で示した先の客席に濃いモヤが出現した事を指摘すると、惚とぼけたまま霧の中に消えた。

　刹せつ那な、先ほど彼が示した場所から出てくる。僕からしたら当然の話。日常の光景だし。

　来賓席に顔を向け、手を振るルト。その光景を見て、来賓達に驚きと感嘆が湧き起こった。

　巴がちらっとだけ見たリリ皇女も、手を口元に当てて目を丸くしている。

　かなりびっくりしている様子だ。

　その近くにいるどこぞの王様らしき人とお付きの人も、息を呑んでルトと巴を交互に凝ぎょう視ししている。こちらも相当な驚きようだ。

　向こうにある霧をくぐってまたこちらに戻ってきたルトが、大声を上げる。

「すごいね、大したものだよ！　こんな見事な術は初めて見た！　察するに……その腰に差している変わった剣の力と見たけど……」

　ん？　何を阿呆な事を言い出すんだ。巴が使ったのは、まんま彼女の竜としての力だ。

　刀なんか関係ない、彼女自身の能力。

　なぜわざわざ見当違いな推測を披露したのだろう。変態の考える事はわからないな。

　巴も呆れて演技がバレてしまうんじゃないか──。

「参りましたな、ファルス殿は恐ろしい目をお持ちだ。その通り、この剣の持つ特殊能力でしてな。詠唱もなく、かような転移を可能としてくれるのです。ある程度の制限も当然ありますがな」

　……え？

　巴、お前何を？

　それに、刀を剣って。いつもなら即座に訂正を要求するのに。

　僕の戸惑いをよそに、巴とルトはお互いを見てニヤリと笑っただけ。

　一体どうなってる？

　当然ながら巴の剣、もとい刀に全員の視線が注がれる。皆の注目に応えるよう、彼女が示して見せた短い方の刀、脇わき差ざしに。

「信じ、られん」

　学園長は完全に言葉を失っている。

　転移はそれ自体が非常に高度で、本来、術師であっても個人で使用出来るだけで称賛される。亜空だと最近エマさんが出来るようになってきてるけど。まだまだ使うとしんどそうにしてるしな。

　だからこそ、この高度で複雑で、でも便利な術を少しでも容易に使用するために、予あらかじめ緻ち密みつに組まれた魔法陣で転移を再現したり、負担を軽減してくれる補助転移陣などの技術が存在するのだから。

　それを、詠唱もなく特定の場所に正確に転移させる力を持つ剣があるなんて言われたら、驚くのも無理はない。

　それぞれの国の有力者の視線が巴の脇差、白しら藤ふじに集中している。

　……新しい火種になりませんように。

　なんでこんな厄介事を増やすような茶番を展開するんだ、ルトと巴は。

「どうでしょう、皆さん。ここは彼らの善意に縋すがらせてもらいませんか？」

　ルトが皆を見回して提案する。上手く誘導してくれるらしい。

　敵か味方かわからない奴だけど、少なくとも今は味方のようだ。

「……そうね。ファルス殿の言う通りですわ。ライドウ殿の勇気ある行動に感謝を。そして、この御ご恩おんに必ず報むくいると約束いたします……グリトニア帝国、リリの名に誓って。他の方々はどうされますか？」

　発言する際に、リリ皇女が一瞬巴を見たような気がするが、どんな意図かはわからない。

　あいつから聞いている範囲だと、そこまで深い関係になるまでもなく別れたはずなんだけど。

　さっきもフォローに回ってくれたし、向こうはそれなりに好意を持っているのかな。

　リリ皇女の言葉を皮切りに、私も私もと僕らの差し伸べる救いの手に乗る人が出てきた。

　神殿の関係者やローレル連邦の人、それに多分アイオンの人であろう貴族も。

　いつの間にか秘書と思われる女性の肩を借りていた学園長も同意してくれた。

　というかあんた、肩を借りるほど何をしたんだって話だよ。単なるセクハラじゃないですかね。

「そちらの方々もお急ぎを」

　巴が残る五人に声を掛けて急がせようとする。

　だが、彼らは動こうとしなかった。

　なんだ？

　ここに残る意味なんて、来賓の人にはないと思うんだけど。

「……余よはよい。ここですべてを見届ける義務がある」

　余？　王様か？

　そう言った男性の見つめる先には舞台がある。

　──あの怪物と化したイルムガンドと生徒の戦いを見守るのか。

「父上、しかしそれでは」

「お前達は行ゆけ」

「陛へい下か、それは出来ません。あそこにいるのは他でもない我が子なのですから」

　……リミア王国御一行か。

　リミア王、イルムガンドの父、それに父上って言ってたから王子？　残る二人は身のこなしや態度を見るに王様お付きの騎士、かな？

　思いっきり当事者ってわけね。

　どうするか。

　とはいえ、まずは他の人を避難させるのが先決か。

「若、それではまずこの方々を、学園長殿の仰る安全な場所へお連れ致します」

　巴に指示しようと思って彼女を見たら、向こうから先に提案された。

　当然、その気でいたから頷く。

　僕の了承を確認してから、巴が霧を作り出す。

　ルトがくぐったものよりも、だいぶ大きなものが生まれた。

「では、この刀は若にお預け致します。こちらの事はお任せを」

「!?」

　おい。

　僕に脇差を持たせてどうしろと言うんだ、お前は。

　そう思いながら、手渡された脇差を受け取りつつ巴を見る。

　思わせぶりな笑顔を残し、彼女は霧の中に消えていった。

　ちっ。

　えっと、僕はリミアの面々の説得をすれば良いのか？

　でも、王様に対しての礼儀なんて知らないし……とりあえず謝ってから説得するか。

　残った一行に向かってフキダシを作る。

［生まれてこの方、王様とお会いした事がありませんのでご無礼があるかもしれません。どうか、ご容よう赦しゃを］

「ライドウ、と言ったか。器用な筆談をする。それも魔術、なのだろうな」

［はい。共通語を話せず、このような筆談を使っております。改めまして、学園の臨時講師、そしてクズノハ商会の代表をしておりますライドウ、と申します］

「知っておる」

［私どもの店を、でございますか？］

　大国リミアの王様に、何でウチみたいなロッツガルドの店の情報が？

「で、あろう？　ホープレイズよ」

「っ!?」

　ホープレイズ、と呼ばれた男が驚愕の表情を浮かべる。

　彼の反応をよそに、王はなおも問とい質ただす。

「お前が調査している商会が、確かクズノハ商会、代表がライドウという臨時講師だったな？」

「既にこちらでも確認しております、ホープレイズ殿」

　王子らしき人物も王に続く。

　なんだ？　僕を置き去りにして何かが進行中？

　イルムガンドが色々やってた内容の一部が、王家にもバレたって事なんだろうか。

「説明が欲しいな、ホープレイズよ。貴様の次男であるイルムガンドがかように変異し、学園都市全体に何らかの災いが降りかかっている事について」

　静かだが、重い口調。落ち着いた声音こわねが、この場により一層の緊張を与えている。

「っ、陛下。確かに息子の願いに応え、その講師を調べました。そして、幾らかの金を使い闘技大会に細工も致しました。しかし、断じてこの度の事態、私の考えではありません。イルムガンドは我が息子、それも戦時下においていつ当主となるやもしれぬ大事な子です。あのような、あのような怪物に変えてまで何かを企くわだてるなど、断じてございません!!」

　ホープレイズ氏が必死に弁解する。

「……では、イルムガンドは何故ライドウに興味を持った？」

「……わかりませぬ。本当に私は何も！」

　僕もそれは知りたいところだ。

　どうして調査されたり、宣戦布告されたりするほどに恨まれなければいけないのか。あいつに絡まれていたルリアを庇かばったってだけで、そんなに執着されるもんなのか。

　もしかして、貴族にとってそれが耐え難い恥ち辱じょくだったとか？

　もしそんな理由なら、いくら考えたところで僕に彼らの思考が理解出来るものでもないか。

　ホープレイズ氏は王に弁明を繰り返す。

「詳しくは国に戻ってから聞く事になろう。だが此こ度たび各国に晒さらした恥、決して安くはないぞ」

「うっ……」

　うなだれるホープレイズ氏。国に帰ってもなあ、失ったものが戻るわけじゃないし。立ち直れるんだろうか。

「して、ライドウよ。お前は商人であったな？　そして、学園で実技を教える臨時講師でもあると。では、あそこで戦うのはお前の生徒と見て良いのか？」

　王が僕に尋ねる。

［はい。彼らは私の講義を受けている学生達で間違いございません。まださほど長い付き合いではありませんが］

「ほう、どれほど講義をした？」

［半年足らずといったところです］

「半年……、では、あの者達は元々あのように強かったのか？」

　少し驚いた様子のリミア王。僕は答える。

［いいえ。私はもともとツィーゲで商売をしていたのですが、かの地の冒険者達の戦い方の一部を生徒に伝えたところ、性しょうに合ったようで実力を伸ばしてきております。もちろん、彼ら自身の持つ生せい来らいの素養もまた、間違いなく素晴らしいものでしたが］

　リミア王も彼らの実力に興味があるんだな。顔は舞台に向けたまま、僕との問答を続けている。

「ツィーゲか。確かに、勇者殿が連れて来た、かの地の冒険者もあのような戦い方をしておったように思う。嘘はなさそうだな」

　ツィーゲの冒険者がリミアに？　だとすれば、今、リミアには結構高レベルの冒険者がいるんだな。

　勇者が勧誘（？）した人達が荒野にまで出入り可能な実力者だったら、かなりの戦力になるんじゃないだろうか。というか、勇者ともあろうお方が、ツィーゲみたいな辺境にまで来ていたんだな。

［陛下、どうか私と共に安全な場所へ。ここに敵が来ないとも限りません］

「なに、あの見事な戦いをしている学生の師が傍におるなら安心であろうよ。……時にライドウ、お前もその剣を使えるのか？」

　リミア王が僕が持っている脇差を見る。

　転移が使えるかって意味だよな。

　……巴め、面倒くさい事になってるぞ？

　とりあえず、この脇差があれば転移が出来るって体ていで話を進めればいいんだな。多分そうだよな？

［はい、扱えます。私と、先ほどまでいた巴であれば使用が可能です］

「なら、余をあそこに連れて行ってくれまいか？　イルムガンドも、余や実の父からの呼びかけであればまだ人に戻れるやもしれぬ」

　そう言って王が指し示したのは、舞台近くの観客席。

　王子らしき人物が、血けっ相そうを変えて叫ぶ。

「陛下！　それはなりません。危険すぎます!!」

　至し極ごくもっともな心配。

　しかし、王は平然と答える。

「我がリミアの貴族がこうして学園に被害を与えているのだ。まず余がその収拾に尽じん力りょくする姿を見せねば、後が立ち行かぬよ。そうであろう、ホープレイズよ」

　王子の言葉を一いっ蹴しゅうし、リミア王はホープレイズ氏へ視線を送る。

　彼はびくりと反応し、小さく頷く。

　変わり果てた息子と対面なんてしたくないだろうに。でも、そんな事言える状況じゃないよな。

「無論、危険に身を晒すのみが尽力ではない。が、そうして見せるのも時に必要でな。ここにいる者でそれが出来るのは儂とホープレイズのみとなれば致し方あるまいよ。我ながら露骨な、わざとらしい真似ではあるが、な」

「……ライドウ殿、我々をあそこまで転移させる事は可能ですか？」

　王子は折れたようだ。

　別に僕は構わないけど、しばらくはこの人達のお守りになるのかね。

［可能です。では五名様全員を、観客席のあのあたりに転移すればよろしいでしょうか？］

　そう言って指でだいたいのエリアを示す。

　頷く王子様。騎士は無言だ。

　彼らは黙って従うのだろうか。……大変だな。

　まあ、向こうには識と澪がいるし、何かあっても大丈夫か。

　僕は脇差を持ち直す。

　いちおう格好だけはという事で。

　巴が作り出したものと寸すん分ぶん違たがわない霧を作り出す。

　目的地の観客席にも、霧が生まれる。

　よし、準備完了。

「造ぞう作さをかける。礼は必ずしよう、ライドウ」

　リミア王から声を掛けられた。

　刀から手を離すのもおかしいかと思い、頭だけ下げる。

　左手で鞘さや、右手は柄つかを持っていたから何とも不格好だ。

　騎士、ホープレイズ、王子、そして王。

　彼らは順番に、霧の中へ消えていった──。












　　　４






　観客席に目を向ける。

　そこには、ついさっき転移させたリミアの来賓一行の姿があった。静かに、舞台上で行われている戦闘を見つめている。

　学園長、グリトニア、ローレル連邦、リミア、アイオン、神殿……。

　様々な国の重鎮や、権力を持つ人達を救出出来た。

　クズノハ商会の名も出しているし、この騒動が終われば商会と僕の名は、各地でそれなりに広まるだろう。上手くいけば僕を潰そうとしていた商人達の後ろ盾を、逆に彼らの頭を押さえる圧力に変えられる可能性まである。

　この立ち回り、決して悪い選択ではなさそうに思えてきた。

　そんな事を考えていると、思わず笑みがこぼれた。

「さ、僕も行くか」

　霧を通って、リミア一行がいる所へ向かう。

　少し立ち止まり、何故か転移能力を有する事にされた脇差に視線を落とす。

　単に転移能力を隠そうとしただけだったのかもしれないけど、二人が一体どんな意図であのように芝居したのか、僕にはまだわからない。

　まあ、僕がどうこう言う話でもないか。

　些さ事じと言えばそれまでだし、彼女の好きにさせよう。さっぱり意図がわからない現状では、考えるだけ無駄である。

［遅くなりました、お待たせして申し訳ありません］

　霧の中を抜けて、リミア一行との対面。ひとまず、リミア王に考え事をしていて遅くなった旨を詫びる。

「気にする必要はない……それにしても、いや、見事な転移である。我が国も転移技術ではヒューマン最高峰という自負はあるが、かように優れた術は初めて見た。転移をしたという感覚すらないほどに自然だった。後ほど時間を取って詳しく話を聞きたいところだが、今はあの戦いを見届けねばならぬ。……どのような結末であれ、な」

　最後の一言を発する際、ホープレイズ氏に鋭い視線を送るリミア王。

「……っ」

　ホープレイズ氏は唇を噛んで王の言葉に震えている。外交的な事情を考えるまでもなく、イルムガンドの末路は何となくわかる。王はもう、彼がどう処理されようと受け入れる覚悟があるようだ。

　あの識をもってしても難しいかもしれないと言わせた変異だ。ヒューマンの知識で元に戻せる可能性があると見込むのは、余りにも楽観的かもしれない。

「もはや人格も感じられない、本当に魔物の如き暴れようですね」

　王子か。

　多分に憐あわれみを感じる口ぶり。

　王族と大貴族の子息。

　二人は顔見知りだった可能性もあるから無理もないか。

「……ライドウ」

　ホープレイズ氏が不意に声をかけてきた。その目には、隠せない、いや隠す事すら放棄しているほどの強い敵意が宿っている。

　そんな目で睨にらまれても、どうしていいかわからない。弱いもの虐いじめを諌いさめただけだし。

［何でございましょう？］

　努めて冷静に答える。

「お前の店は薬を数多く扱うと聞く」

［はい、主に薬を扱っております］

「アレを、息子を……元に戻す魔法薬はないのか？」

［申し訳ありませんが、私もあのような変異は初めて見ましたので、店の薬で治せる可能性は低いと思われます。ふと見ただけの印象でも、薬や触しょく媒ばいを多数用いた複雑な術式になっている模様。元に戻すとなれば、かなり難解なものになるかと］

　識の言葉を参考にしながら、当たり障さわりのない応答をしておく。

「っ！」

　言葉こそ発さなかったけど、ホープレイズ氏の表情は、様々な気持ちを一度に代弁するかのように複雑なものだった。怒り、悲しみ、無念、後悔……当然ながら明るい感情は一切うかがえない。

　目の前で息子が倒されようとしているのを、立場的には望まなければならないのだから当然か。

「見事な戦いぶりだ。学園が誇る全属性に対応出来る虎の子、パープルコートを壊滅させたイルムガンドとまともに戦っている」

「ですが、戦力は拮きっ抗こうしているように見えます。やはり学生には荷が重いのではないでしょうか」

　王と王子は比較的冷静に戦いを見ている。

「ライドウ、舞台の脇から指示を与えているように見える二人は、お前と関わりある者か？」

　王が澪と識の存在に気付く。さすがに目ざといな。

［はい。男の方は学園で私の講義を手伝っている者で名は識。女の方は私の護衛を主に務めてくれている者で名は澪。どちらも私が頼りにしている、商会の古くからの従業員です］

「戦ってはいないようだが？」

［生徒が自ら戦い、決着をつける姿勢を示しておりました故、戦闘には参加しないようにと指示しております。どうにもならぬようなら助勢するように伝えてありますが、今のところは指示するだけに留めております。それに──］

「息子はお前の生徒の踏み台ではない!!」

　突如横から投げ込まれた怒鳴り声によって、僕の発言が一旦止まる。

　ホープレイズ氏の怒りに少し驚くが、それを流して説明を続ける。

［──それに同じ学まなび舎やで過ごした彼らが相手なら、もしかしてイルムガンド様も正気に戻るかもと淡あわい期待もしていますので。何故か私はあの方に恨まれているようで、私達が表に立てばその望みは薄くなると懸け念ねんしました］

「くっ！　何を見え透すいた！」

　ホープレイズ氏が唇を噛む。そりゃそう思うよね。僕も言ってて思わず苦笑しそうだから。

「ほう、我が国の貴族にそこまで気遣いをしてくれていたか。その配慮、嬉しく思う。……のう、ホープレイズ」

　呼びかけと共に、王の厳しい目が当主殿に向けられた。

［いえ、所詮生徒任せの愚案に過ぎません。確たる論ろん拠きょもありませんし］

　怒りに震えながらも僕に向き直ったホープレイズ氏を制するように、僕は王に向かって頭を下げた。

「それにしても、一進一退。なかなか勝負が見えませんね」

　王子が呟く。

「ヨシュア、お前もわからぬか」

　ヨシュア王子って名前なのか。駄目だ、リミアの方はあんまり王子様、王女様の情報がないからどのくらいの立場のどういう人かさっぱりわからん。

「はい。ひとつ不思議な点があるのですが、どうして彼らは火属性の術しか使わぬのでしょう。それに、パーティの術師全員が火属性を扱えるのも不思議な感じがします」

　王子の疑問。

　ここで戦闘を見ている彼らに、あまりそちらの知識はないみたいだ。王族も貴族も専門はやっぱり政治なんだろうな。

「ふむ……ライドウ、説明出来るか？　もし出来るのであれば頼む」

　でもここで僕がいきなり答えて角が立たないかな。

　だって護衛をしている騎士が二人いるわけだし。戦闘方面に関する事ならまず彼らに尋ねて意見を求めるのが筋じゃないだろうか。

　いや、王様が直々に僕に聞いた時点で騎士に話を振る方がまずいか。

　下手に考えず、素直に答えておく方が無難だろうな。

「ライドウよ、構わぬ。説明せよ」

　迷ってすぐに返答しないでいたら、王様からすぐに追加の命令がきた。

　了解です。

［まずイルムガンド様は、あの通り強きょう靭じんな肉体に変異されております。一進一退の攻防になっているのは理不尽なほどの防御力と耐久力、繰り出される一撃の重さ、生徒達のそれへの警戒が大きいのです。それが戦闘を長期化させている二つある主因の一つです。加えて、あの変異の特徴はむしろ魔術的な要素が大きいように見受けられます。それがもう一つの要因でしょう］

「魔術か」

［はい。現在イルムガンド様は土水火風の内、火属性しか通用しない状態になっておられます］

　吸収とか耐性とか無効化とか、詳しい内訳はこの際流してしまおう。

「なんと、三つの属性を無効化しているのか」

［幸いにもジンロアンを始めとする、あそこにいる生徒達には皆、複数の属性を扱う訓練をさせておりましたので、唯一有効な属性である火を使って戦闘に臨んでおります。無属性も有効ではあると思いますが、魔力の消費が多すぎるため、彼らの選択は妥当かと］

「皆が、複数の属性を使う？　では貴方あなたは、彼らが本来生まれ持った属性以外の術も学ばせているのですか」

　丁寧に話されると、王子というよりも執事か何かに見えてくるな。ヨシュアさん。

　僕なんぞ下しも々じもの者その一なんだから他の連中みたいに振る舞うべきだと思うんだ。

［はい、ですからそれなりに攻める事が出来ているようです］

「では、どうして攻めきれないんですか？」

［属性の制限で、搦からめ手が十分に使えないからではないかと。元々火属性はそうした効果の術は少なく、純粋な威力による攻撃や自己強化に向いています。さらに今のイルムガンド様は周囲のヒューマン、ご自身のお仲間から魔力を取り込んでいます。魔力の最大値が向上している事も手伝って、能力の低下や攪かく乱らんに使う魔術が尽ことごとく通じていないようなのです。さらに傷もある程度再生していますし、大技でも決めないと長引く恐れも──］

　僕が解説していると、ホープレイズ氏が突然悲痛な声を出した。

　舞台を見る。

　見逃していたけど、大技が決まったようだ。

　肩口辺りから腕がちぎれて、膝をつく灰色の巨人。

　腕？

　まだ倒す事よりも、無力化する事を目的にして戦っているんだろうか。

　既に十分な助言は与えたのか、澪は戦闘に参加せず観戦しているように見える。

　識は一応回復の準備をして、戦況を見守っているようだった。

　ジン達七人の疲労は相当濃い様子。ここから見ているだけでも疲れが見て取れるほどだ。

　見た限りだと、無力化狙いなんて既に難しいと思うんだけど。

［少し戦況が動いたようです。言葉は届かず、されど彼を仕留めるだけの決心も未だついていないようですが］

　体力的にはイルムガンドに分ぶがありそうだな。

　それに……。

　僕の懸念していた事態が起こった。

　イルムガンドの腕の再生。

　うーん、これは心が折れちゃうかもな。

「なんと、失ったばかりの腕を！」

「再生……とは……」

「イルム……っ、お前はもう……！」

　うん？

　ジン達にまずい動揺が伝わっていく前に、率先して一人が前に出て剣を構えた。

　ミスラ。

　団体戦では出番がなかったから張り切っているのか？

　うん、このタイミングで前に出て気勢を上げるのは良い手だ。体力が磨すり減っていく状況で、気力が途切れるのは相当まずい。

　彼も疲れてはいるだろうけど、今のところは振り回される豪腕も右手に取り込まれた無ぶ様ざまな名剣も上手く流している。

（若様）

　識からの念話だ。どうしたんだろう、何か問題かな。

　有難い事に、今はリミアの誰もが舞台に目をやっている。なので、識と念話をする程度の余裕はある。

（なに？　問題でも発生した？）

（はい、二つほど）

（聞くよ）

（まずこの変異体ですが、どうやら無力化は生徒達には無理そうです。更に、相手が元学生である事で、どうしても彼らが本来の戦闘能力を発揮出来ずにいまして……）

（倒せないかも？）

（……はい。倒すだけでしたら急所を狙えばすぐにでも終わります。既に延えん髄ずいのあたりに目星をつけていて、それで正解なのですが、難しいかもしれません）

（そう。どうしても無理そうだったら識が交代して無力化させてやって。もう一つは？）

（はい、先ほどここにアレと同じ類のモノが一匹入り込みました。観客席に向かう危険もありますのでご注意を）

（お、そっか。ありがとう、気をつける）

　途中こちらで何か起こる事もなく、無事に識との念話を終えた。

　ふーん、こっちにも何か来ているのか。

　いつでもこの人達を守れる距離にいないとな。

　二階席最前列から、戦況を見下ろすリミア御一行。

　イルムガンドは……治せる確証もないのに無力化する意味があるのかどうか──。

　っ!?

　にわかに騎士二人の緊張が高まる。

　一瞬舞台の戦況がまた変わったかと思ってそちらを見るも、特に変化はない。

　舞台に最も近い、観客席の柵付近にいるリミア王とホープレイズ氏。

　そこから一歩下がって騎士とヨシュア王子と僕。

　その構図が、動いた。

「何か来ます！　ご注意を！」

　騎士の一人が叫ぶと、二人は武器を抜き放って僕の横を通り過ぎ後方に駆け出した。感知魔術を使って周辺を警戒していたんだろうか。

　駆けていく先には何も見えなかった。が、ここから結構離れた場所、観客席から通路に続く出入り口付近。そこに灰色の変異体が姿を見せる。

　うわ、イルムガンドとはだいぶ形が違うな。

　異常に発達した人の二本足。体の半分以上を占めている。

　その上にあるのは胴体、じゃない。

　いきなり頭だ。不自然にでかい。

　しかも口には鳥の嘴くちばしらしきものが付いている。オオハシみたいな立派な嘴に牙がびっしりと生えていた。

　まだ距離があるのに開けた口から牙の様子までわかるサイズだ。さらに人と比べてかなり大きな黒目が馬みたいに左右についている。

　はっきり言って気持ち悪い。キモいってやつだ。

　毛髪の代わりのつもりなのか、頭から何本も触手がうねっているのもキモさの倍率アップです。

　騎士が駆け出していったのは、王様の近くでの戦闘を避けるためだろう。

　なるほど、納得出来る。

　なら僕も、少し前に出て……。

「ぎぃぃああああ!!」

　はあ？

　まだ接敵までにはかなり距離があるはずなのに、なんだ？

　騎士の悲鳴に僕は目を疑う。

　変異体、既に接敵済みでした。

　恐ろしい瞬発力でダッシュしたのだろう。あの馬鹿げたサイズの足が生み出す脚力は伊達じゃないってわけか。

　騎士の体、脇腹を鎧ごと食い千切り、赤い飛沫しぶきと悲鳴を生んだ灰色の変異体を見て、僕は何故か弾丸を連想した。

　更に悲鳴が重なる。

　完全に虚きょを突かれてしまったせいか、それとも騎士の実力不足が災わざわいしたのかはわからない。

　前者だと思っておこう。仮にも王様の護衛だしね。

　ともかく、もう一人の騎士の悲鳴は、間もなく訪れた。

　うねっていた幾いく筋すじもの触手が、騎士へ鋭く突き出される。

　鎧の厚い部分は触手が貫通こそしていなかったようだけど大きく変形し、それだけで相当なダメージを与えているのがわかる。

　首とかふとももの付け根あたりなど、鎧の保護が充分に行き届いていない部位や、構造上どうしても薄くなっている部分は、もれなく触手に貫かれている。

　致命傷、かも。これは大惨事だ。

　界を使えば治癒出来ない事はないけど、今の状況だと変異体まで効果範囲に入ってしまう。

　それに魔力の隠いん蔽ぺいが緩むと、隠しているものまで視みられかねない。

　……ちっ。

　でも、ここにいる三人は守らなきゃ。最善ではないけれど、それで良しとしないと。

　ぐぐ、っと。

　足だけクラウチングスタートを模したような姿勢をとり、嘴状の口をこちらに向ける変異体。

　ただでさえ太く盛り上がったアスリートも真っ青な大だい腿たい部ぶが、更に大きく張り詰めていく。

　あ、これダッシュじゃないな。跳ちょう躍やくだ。

　僕の予測は正しかったみたいだ。

　そいつは弾丸のように一直線に跳び、僕らの方に迫ってくる。

　よし、こちらに到達する前に、さっさと始末してしまおう。

　そう思って一歩踏み出すと、僕の前に影が飛び出した。

　!?

　ヨシュア王子ですと!?

「父上、どうかお逃げ下さい！」

　装飾品としか思えないキラキラした細身の剣を腰から抜き放った王子が、王を庇かばうため、突っ込んでくる変異体に立ち向かっていた。

　あ、アホかと!?

　まずい。王子に怪我をさせるのは非常にまずい。

　すぐに識と澪へ念話を送る。

（すまん、識。観客席で死人が出た。こっちに来て治療して欲しい。澪はそのままでいい、生徒のお守もりはお前に任せた。生徒を死なせないように頼む）

　あの騎士二人は多分手遅れ。でも、識ならもしかしたら治療出来るかも。

　死人と伝えたけど、距離があるため息絶えているかどうかはちゃんと確認していない。それでも、受けた攻撃の様子からして、生存は絶望的だろう。

　他に敵はいないようだし、今襲いかかってきているあいつさえ押さえれば何とでもなるか。

　そう思い、急いで王子の後を追う。

　変異体は王子の眼前に迫っている。

　これは……間に合わないか。

　体はいきなりゼロから最高速にはならない。魔術を使うか。

　王子と変異体の間に、魔力を用いた〝見えない手〟を代わりに伸ばして彼を守る。

　界を隠蔽に使っているから、周囲の人達に〝手〟は見えてはいないはず。

　変異体の高速体当たりを〝手〟が受け止める。

　そのまま軽く〝手〟をスナップさせ、王子から引き離すように変異体を弾く。

　僕自身もようやくヨシュア王子に追いついた。

　変異体から庇うように抱きかかえてその場を離脱、奴の視界から王子を隠すように、近くの座席の間に飛び込む。

　くっそ、王様達から少し離れてしまった。

　結構弾き飛ばしたからすぐに再度の攻撃はないと思うけど、急いで倒さないとな。

［王子、突然の事でしたので無礼をお許し下さい。あれは私が対処］

　まずは王子に謝罪しようとそこまで一気に書ききった時、僕の手に不思議な感触が伝わった。

　あれ？

「……っ!!」

　抱きかかえている王子へ視線を落とす。

　彼の顔は引きつっていた。

　先ほどの衝撃でか、それともどこかに引っ掛けたのか。

　彼の衣服の一部、腹あたりが結構裂けていて……。

　僕の手は露あらわになった腹部のもう少し上にあり……。

　嘘、なんでこんなに柔らかいんだ？

　だって……え？

　頭が混乱する。

「……仔し細さいは後で。今は父上をお願いします！」

　羞しゅう恥ちに染まった彼、いや彼女（？）の静かな声を聞き、慌ててその体から手を放して離れる。

　かなりまずい事をしでかした気もするけど、今は変異体の排除が先だ。

　先の弾き飛ばしが効果的だったのか、変異体はまだフラフラしている。

　ブリッドで牽けん制せいしつつ、距離を詰める。

　使ったのは無属性のブリッド。

　無詠唱で無属性、かつ手打ちで放った雑な攻撃だったので致命傷にはならなかった。

　だけど足止めには十分な威力だったようで、相手の動きが止まる。

　おかげで容易に近付けた僕は、右手に魔力を纏まとわせ、変異体の横っ面つらを思いっきり殴った。

　座席やら柵やら色々な障害物に当たりながら吹き飛んでいく変異体。

　よし。

　リミア王もこれで安全圏だと思う。

　無属性の術は、同レベルなら属性持ちの術に比べて威力が下がる傾向がある。

　けれど、さっきの様子なら、無属性のブリッドでも狩れる相手と見た。

　二言ほど詠唱し、弓を番つがえる所作から白いブリッドを放つ。

　矢のようなそれは、ぐったりしている変異体の嘴に命中した。その衝撃でさらに飛ばされた変異体は、磔たっ刑けいのようにブリッドで観客席に打ち付けられた。相手がどんな攻撃手段を持っているかわからないから、距離はあったほうが良いと思って威力を犠牲にしたけど……。

　でも、その心配は不要だったらしい。

　変異体は体の内側から泡立つようにぼこぼこと膨ぼう張ちょうしたのち、爆発して四散した。

　あー、ちょっと焦ったけど何とか片付いた。

　すでに到着していた識が、騎士の一人に治療を始めたのを横目で見て、安あん堵どのため息を一つ。

　あの感じだと彼は助かりそうだな。手遅れなら治療していないだろうし。

　ここまできてようやく、僕は一つ仕事が終わった事を理解した。

　……王子との件、新しいトラブルにならないといいけど。

　……はぁ。

　出来るだけ顔を見ないように努め、傍かたわらでうずくまっていた王子を王のいる場所に連れて戻る。

　とりあえず一件落着──。

　とか思ってたら、舞台上から、これまでにない絶叫が聞こえた。












　　　５







　　　　　◇◆アベリア◇◆






「アベリア。私は上で負傷した騎士の治療に行きますが、無理はしなくて良いですよ。戻ってきたら私が彼を何とかしますから」

　後衛にいた私に、識さんが話しかけてくれた。イルムガンドだった存在に手間取っている私達への気遣いなのはわかる。

「……澪殿、しばし彼らを頼みます」

「ええ、若様がお呼びなのだから急ぎなさいな。ここは心配いりませんわ」

　識さんと澪さんの短い会話。

　私の後ろで行われたそのやり取りを聞いて、期待に応えられていない自分に無性に腹が立ってしまった。それどころか、識さん、澪さん、ライドウ先生にとってこの程度は脅威ですらないんだという事まで、二人の語り口から容易くわかってしまうのも辛い。

　……私とイルムガンドの関係、それは今はどうでも良い。

　たとえ、それがほんの少しだけ、私の動きの悪さに関係していたとしても。

　他の仲間も私同様、動きが鈍い。

　普段の講義だったら戦闘を強制的に中断され、お説教を受けるのが目に見えるほどひどい。

　理由は明白だ。今、相対しているのがただの魔物じゃなくて、私達と同じ学生だったから。

　どうしても、やりにくい。

　正気に戻ってくれれば、と思って呼びかけても、まともな反応は得られない。かといって殺してしまう事には躊躇ためらいがある。結果、命に別状はなさそうな場所に攻撃を集中するしかなかった。さっき腕を落としたのも、そんな不ふ甲が斐いない戦いの産物だ。

　でも、『彼』にとって大きな損傷ではなかった様子。

　怒りからであろう咆ほう哮こうじみた叫び声は上がったけど、すぐに腕をまるごと再生し、戦闘を再開してきた。

　もしあの時にミスラが前に出てくれなかったら、私達も動揺に呑まれてパープルコートみたいに引き裂かれていたと思う。彼には感謝しないと──。

　私は、前衛としてイルムガンドの攻撃を文字通り体を張って防いでくれている仲間の後方で、ただただ戦況を眺めていた。




　──悔しい。

　今のイルムガンドは私達よりもかなり強い。

　ヒューマンとして研けん鑽さんを積んだ結果じゃなくて、化け物への変異で得た強さだけど。

　かつての姿に戻れるかどうかは別にして、彼はまた私よりも強くなった。

　ライドウ先生の講義を受けるようになって、ようやくあいつよりも強くなったと思えてきていたというのに。

　届かないと思っていた彼を、私は超えられたはずなのに。

　感情のままに喚わめいて、あいつに殴りかかりたい自分がいる。

　でも、それは絶対にやってはいけない事。パーティが崩壊するきっかけになってしまうから。

　だいたい、そんなみっともない姿を、識さん、いや、皆に見せたくない。

　だから、今の状況では識さんが戻ってくれるのを待ちつつ耐えるのが、何より一番賢い手段だ。

　一人残ってくれている澪さんは、特に私達に手を貸すつもりはないようで、これまでに与えた助言で何とかしろと言わんばかりだ。識さんとはだいぶ違うみたい。

　イルムガンドの攻撃の性質、有効な属性、そして急所。

　既に彼女は、私達がイルムガンドと戦うための幾つもの欠かせない助言を与えてくれている。

　私達の考察が合っていれば認めてくれ、間違っていれば手がかりをくれるやり方で。

　学園が誇る最強の部隊であるパープルコート。

　そう、初めて目にしたこの街最高の戦力は、初見の相手とはいえイルムガンドに信じられないくらいあっさりと敗れ、食われた。

　彼らを全滅させた彼に私達が何とか戦えているのは、識さんの魔術による回復と澪さんの助言、そして先生からもらった装備、そして女神の祝福による部分が大きい。いや、それがすべてだろう。

　言い換えれば、幾いく重えにも底上げされてなお、この様ざまなんだ。女神の祝福を使った時、何故か識さんと澪さんに微妙な顔をされたけど。

　ともあれ、迷いを引きずったままで回復も助言も優れた装備もなしに戦っていたなら、とっくに私達は全滅している。

　この程度の能力差を覆すための連携や考察は、日々の講義で嫌という程鍛えてもらっているのに、何て無ぶ様ざま──。




「くっそぉぉ！　いい加減に──!!」

　ジンは優しい。

　彼はまだ急所を狙わずに、イルムガンドを無力化しようとしている。アレをまだ学園の先輩だと認識しているんだ。

　二刀流で攻めきってしまうのが彼の今のスタイル。

　やられる前にやる。

　それこそがジンが目指す戦い方だ。

　なのに、相手の攻撃さえ呑み込む彼の苛か烈れつな剣筋に勢いが欠けている。強い再生能力を持つ相手に、鈍にぶった剣先は意味を持たない。

　イルムガンドだったアレは、確実に私達を殺しに来ているのだから余計にだ。

「火属性は、苦手なんだけどね！」

　そう言って魔術を放つイズモも苦しそうだ。

　風属性による相手の移動妨害や視界遮断、それに高速機動を保ったままの術の連発。

　得意とする戦術はどちらも出来ていない。

　イルムガンドの周囲に近づいた風の術は、片っ端から散らされてしまっている。

　耐性というよりは無効化されている感じだ。

　死角から放っている術も、彼の火属性では攻撃力が足りず有効打になっていない。

　ならば今やっているように後衛に下がり、足を止めて攻撃に集中し、少しでも威力を上げた方が良い。しかも、本来得手ではない属性の術を使用しているため、急速に魔力を失いつつある。

　イズモは元々長期戦に向く程魔力の量は多くないから無理もない。

「まだまだ！　止める!!」

　最前線で攻撃を受け止めるミスラは気力十分だ。

　その気力とは裏腹に、私達の回復魔術が途切れれば彼の危険は一気に増す。

　識さんのいない今、受け止め続けるのは危険だ。でも、彼が保つラインを死守しなければ全員が崩れる。

「終わりがないな、こいつは！」

「決めたい攻撃に限って防いでくるし！　面倒くさい！」

　ダエナとユーノは速さと虚きょ実じつを織り交ぜた攻撃を続けている。

　でも彼らの体力はとうの昔に限界を迎えている。

　イルムガンドは化け物になって頭は悪くなったが、その分勘は良くなったのか、大事な一撃は尽ことごとく防いでいるのだ。

　瞬発力を活いかした速度重視の戦い方は、当然ながら長期戦には致命的に向いていない。

　ユーノはもう下がって、弓を持った方が良いくらいだ。

　気力の途切れた瞬間に一撃をもらえば、二人ともひとたまりもない。

「セフト、アルオステ……エダ、クライ」

　シフは、私の隣で火属性の高火力魔術を編あんでいる。

　イルムガンドに一番効果の高い攻撃を浴びせられるのは彼女だ。

　ミスラと二人、私達の生命線。言い換えるなら、彼女の魔力を活かせる内じゃないと私達に勝機はない。

　……。

　そう。冷静に戦況を見つめればわかってしまう。

　この場を、私達だけの力で、これ以上の助力を得ずに乗りきりたいのなら──。

〝無力化はもう有り得ない〟んだ。殺すつもりで急所に一撃を叩き込むしかない。

　本来ならジンがその作戦を組んで、皆をまとめてくれる。

　でも、今の彼には無理な相談だ。

　あれだけ悪態をついていた癖くせに、彼は今先輩を助けたいなんて思っているに違いない。

　ジンの最大の長所にして短所。彼は、優しすぎるのだ。

　残りの学園生活で少しは変わるんだろうか。いや、変われないだろうな。

　思わず苦笑いが漏れる。




　私の中にはもう、作戦がある。

　黙って戦況を見つめながら何度も考えて、その度に同じ結論を出したから。

　殺すなら、まだ間に合うの。

　やれるはずよ。

　……悩んでいて手遅れになった時を思えば、迷うまでもない。

　治療してもらえるから負けても良い、なんて私は嫌だ。

　それも、こんな、自我を捨て、化け物へと成り果てたイルムガンドには、絶対に。

　こっちは関わり合いたくもないのに、一々私や皆に絡んできて。

　それで最後はこの様ざまで──。




　甲高い音が響いた。

　ジンの剣が、イルムガンドの右手に半なかば取り込まれた彼自慢の剣と正面からぶつかった音だ。

　まともな力比べでは押し込まれる。

　結果がわかっているんだろう、そうなる前にジンは衝撃に身を任せて自分から後方へ跳んで、少しでもダメージを軽減しようとした。

　イルムガンドはジンを追わない。代わりに口を大きく開く。

　何か魔術を使おうとしているみたい。奇妙な魔力の練り方。

　初めて見るパターン。のはずだけど……。

　瞬間、嫌な既視感が、私の脳裏に浮かぶ。

　あ。違う、初めてじゃない！　これは……っ！

「みんな、障壁を！　咆ロ哮アがくる!!」

　そう怒鳴り、私は防壁を展開する。

　前衛まではさすがに私じゃ効果範囲が足りず、後衛を守るだけで精いっぱいだった。

　かつて亜竜に追い詰められた時の記憶が不意に蘇よみがえってきて、私は反射的に咆哮への抵抗手段に考えていた防壁を使えた。

　あれは私にとって最悪のトラウマだったから。く、本当に嫌な事ばかり思い出させるわね。

　案の定、体の底に響くようなひときわ大きい叫び声が私達を襲う。

　どうやら効果も亜竜が用いたのと同じ威圧、だったのか金縛りにかかったようにジンとミスラ、ダエナとユーノの動きが止まった。

　その光景を見た時、私の中でもほんの少しだけ残っていた躊躇いが……溶けて消えた。

　その咆哮は硬直を伴う技だったのか、イルムガンドもまだ動きを止めたまま。

　……私はジンとは違う。

　仲間を失うくらいなら、あいつを殺す。消極的な決着で、終わりになんかしない。

「シフ。その術、私の矢に付与出来る？　苦手な付与を頼んで悪いんだけど」

「え？　無理です、苦手以前にもう術が完成しているんですよ？　……もしかして識さんが以前やって見せてくれたアレですか？　まさか、あんな乱暴な付与、成功しても十秒と持たずに暴発します。アレは識さんだから……」

　私の唐突で無茶な要求に困惑するシフ。

　しかし、彼女の答えは、私にとって十分すぎるものだった。

「十秒ね。問題ないわ、イズモ！　動けるわね!?」

「っつう、何とかね。さっきは防壁ありがと。切り札って奴？　何故か飴とか色々出てくるお婆ちゃんのポケットを思い出したよ！」

　イズモが軽口をたたく。まだ彼はやれそうだ。

「無駄口はいいから。私に速力増加、いける？」

「え、ああ。いけるよ。でも今は皆のフォローが先じゃ──」

　私は首を横に振る。

「もうそんな余裕がないのはわかってるでしょう？　……私が今からあいつを仕し留とめる」

『っ!?』

　二人の表情が強こわ張ばる。私はそれを見ていないフリをした。

「ほら、もう動きだす！　棒立ちであいつに殴られたら、下手すればミスラだって即死よ！」

「で、でも」

　イズモはイルムガンドを助けたい派らしい。

「……貴女がすべて背負う、そういうつもりなんですか？　なら私が今度こそあいつに直撃させるから──」

　シフは、倒しても構わないと思ってる。

　だから、私が一人でアレを殺した事実を背負う事を心配して、自分の手を汚そうとしている。




　でも、それじゃダメなんだ。




「無理よ。今のあいつの魔法防御は硬すぎる。物理だけでも魔術だけでも相当の威力がないと破れない。高確率で仲間を巻き込む状況で、さっきみたいな一撃以上の事がやれるの？」

　十分に射線が確保出来ていたからこそ、さっきの腕を落とした攻撃をシフは撃てた。

　あれだけの威力の術を、急所への命中力を維持したままシフが再び放てるとは思えない。しかも今度は咆哮の影響で前衛が全員動けないのだ。サポートどころか障害物になっている。

　命中精度はそこまで高くないのが彼女の欠点の一つ。それ以上のプラス要素が多すぎるから普段はあまり気にもならないんだけど、今は別だ。

「そ、それは」

　言い淀よどむシフ。

「だから、私がやる。物理、魔術の両方を叩き込むには私の矢と術の強制付与が一番。大丈夫よ、勝算はそれなりにあるの。だから……識さんの前で格好をつけさせて？」

　この場にそぐわない冗談。しかし、シフを真剣に見つめて協力を願う。

　不意に私の体が軽くなった。

「ああああ!!　もう自や棄けだ!!　魔力の限界まで相手の注意を引くから、アベリア、後は任せるね！　ああもう！　先生達がいるから後の事考えなくていいといっても、こんな格好悪いやり方……!!」

　イズモが泣きそうな顔でそう叫び、私に速力増加の術をかけた後、イルムガンドに攻撃魔術を放ち始めた。まさに乱れ打ち。魔力切れと同時にぶっ倒れるのは確実だ。

「……わかりました。ジンが動けない時は貴女アベリアがリーダー。そういう決まりでしたね」

「ありがと、シフ」

　完成されたシフの、凝縮した強大な火属性の力が、私の右手にある矢の先端に宿る。

　何が『無理です』よ。

　この状況で、貴シ女フが確実にやってのける事くらい、わかってた。

　同じ所を目指していた私だから、彼女が今、私の何歩先にいるかわかっている。彼女に出来ないわけがない。

　十秒は、確実に保もつ。

　私は一気に駆け出した。

　イズモの最後の力を振り絞った弾幕援護の脇から一気に加速し、予定していた地点で強く大地を蹴る。通常よりも遥かに高い跳躍の最高到達点で、浮遊の術を展開。

　ふわりと下から体ごと押し上げられる感覚が生じて、私はさらに高く舞う。

　眼下には私を見上げるイルムガンド。

　予想通りだ。

　あいつは、攻撃を受ける事を当たり前だと思っている。回避する意思がまるで見えない。

　それだけ防御に自信があるんでしょうね。

　──でもね、今、お前の周りには守ってくれる障害物もない。

　私とお前の間に、遮るものは何もない。

　空からの射撃。

　私は比較的普通にやっていたけど、何故かライドウ先生は驚いてたな。

　器用なもんだ、と真顔でフキダシを作ってたな。

　百発百中のあの人に言われても馬鹿にされているとしか思えなかったけど、状況によっては飛んで射つのは有効な手段だ。戦況を見てやらないと、こっちも相手の攻撃に晒されるリスクはあるから良い事ばかりでもないけど。

　さっきのシフの一撃で、ご自慢の防御力がどれほどかはわかった。

　たとえその両腕で防いだとしても、凶暴な魔術を付与した今の私の矢は、貴方くらい簡単に射抜ける。

　だから──!?

「っ!!　まさか腕それを!?　まずっ──！」

　矢を放つ構えに入ろうとした私の視界に、信じられない光景が飛び込む。

　先ほど落とされ、舞台に放置されていた腕を左手に掴んだあいつは、私に向けてそれを振りかぶっている。

　嘘でしょ、投げる気!?

　そんなの予想出来るわけが──。

「名もなき土の子ども達！　私に助力を！　……っ、いけた!!」

　シフの声！

　すでに完成した攻撃魔術を付与してもらった彼女に、これ以上の援護は期待してなかった。

　でも、彼女にはまだ精霊魔術があったのだ。

　あいつにはあまり効果はない土属性のはずだけど、彼女には考えがあったみたい。

　イルムガンドの足を、シフの足元から伸びた幾つもの土の腕が掴む。面倒きわまりない事に、火属性と無属性以外の術は、あいつの近くでは発現さえままならない。

　そこでシフは、自分の近くで術を発動させ、それを相手まで伸ばすやり方を使った。

　動きを封じるバインド系の術は、不意をつく為に基本的に相手の付近で発動させるから、かなり変則的だ。

　シフの放った土の腕は、やはり数秒で蹴散らされて術は解かれてしまった。

　でも、そのおかげで飛んでくる腕の軌道が少しだけ逸れる。

　十分だ、ありがたい。

　飛来した腕は脇腹に鈍い感じの強い衝撃を加えたものの、私は落ち着いて矢を番つがえる。




　──良かった。落下の時の万が一を考え、備えておいた痛覚麻ま痺ひを早めに解放して。

　脇腹、まずい感じだもの。

　見ると泣きそうだから、負傷の度合いは確認しない。

　魔術が暴発寸前の、荒ぶる矢の先端を見ながら、私を見上げる〝変異体〟の額ひたいに狙いを付ける。

　迷うな。

　もう、時間はない。

　着弾より前に術が暴走したら終わりだ。

　脇腹の負傷と痛覚麻痺が影響しているのか、意識が徐々に遠のく。時の流れもゆっくりに感じる。

　魔力の付与じゃなくて、魔術の付与。

　こんなのは私達が習ってきた付与魔術の枠におさまらない、異端中の異端だ。

　デメリットが多すぎる。でも、識さんは当たり前にやっていた。

　そして今はそのメリット、桁外れの威力が活きるから。

　私は、あれを倒したい。

　乗り越えてしまいたい。

　何も臆する事なく〝次の段階〟に行きたいの。

　必ず、中あてないといけない。

　だから……肖あやからせて下さい。

　識さんと、そしてもう一人、私はある人を頭に浮かべた。

　……あなたに肖ったところで、きっとその力など、今の私には得られないだろうけど。

　思い浮かべる。

　今の私には、これ以上ない程に頼もしい二人の姿を──。

「……中てる!!」

　そうでしたよね、ライドウ先生。

　最後の力を振り絞って気迫と共に放った赤矢は、ご利り益やくが少しはあったのか見事に〝変異体〟が防御のために交差させた両腕に刺さり──。

　一瞬、勢いを緩めたものの、狙い通り貫いた。

　矢は両腕で守っていた額をも貫き、急所と目星をつけた首の一部、その奥へと深く沈んでいった。

















　中たっ、た。

　……終わったんだ。

　確信する。

　微かに聞こえる声。

　音のした方へ視線だけ送る。観客席からこちらを見て、男の人が悲痛な表情で叫んでいる。

　あの人はきっと、リミア王国ホープレイズ家の現当主。

　つまりイルムガンドの父親、そして、私の────。




　面倒事は御免とばかりに、誘われるまま、帝国の辺境の村から学こ園こに来たというのに。

　どうしてこんな結末になってしまったのか。運命の悪戯いたずらという言葉が頭に浮かぶ。

　──でも、ああ、もう良いや。

　だって全部、これで──。

　上手く──思考出来ない。

　何故か、寂しさが少し混じった虚うつろな爽快感が胸に広がっていく。




　そして、結果を見届けて緊張が途切れたであろう瞬間。

　浮遊の術と痛覚麻痺が解け、襲いかかってきた脇腹の激痛に私は一瞬悲鳴を上げ、それでも何とか歯を食いしばりながら、落下する感覚と脱力感に身を委ねる。




　一瞬遅れての爆発による轟ごう音おんと光。




　それらと一緒に耳に響いた、最後まで〝彼〟としての感情を感じさせない醜みにくい叫び声を、どこか遠くに感じながら──。

　私は完全に意識を手放した。












　　　６






「やあ、巴」

「ルトか。良いのか、冒険者ギルドの長がこのような場所に出てきて」

「問題ないよ。それとルトじゃない、ファルスだよ。ここではね」

「ふん、まあ協力してくれた礼じゃ。そこは従ってやろうさ」

　リミア王国の一行を除く来賓を、学園長の案内でシェルターへ避難させた巴。

　彼女はその後、彼らを護衛するという建たて前まえで、シェルター入口の守りについていた。

　その実、留まった理由は、来賓達の動きを探りながら商会のメンバーに念話で指示を出すのに都合が良かったからである。また、真が各勢力の来賓に対してどう動く気なのかまでは決めていないため、あまり自らが彼らと接触しないよう、シェルター内にいる時間を極力なくす理由もある。

「それで、状況は？　僕に言える範囲で構わないけど」

「化け物どもに殆ど良いようにやられておるな。恐らく一日や二日では収拾しまいよ。此度の件は実にこの街に深い傷跡を残すであろうな」

「ん、いやいや。そっちじゃない。まこ、若様にさ、聞きたい事……聞けたのかなって思ってね」

　現在の騒動の様子を教えられる範囲で伝えようとした巴に対して、ルトはそれを否定すると自身の質問の真意を切り出した。対して巴はその一言に、やや狼狽うろたえた表情で反応する。

「!?」

「可愛いよねえ、酒の力を借りてまで何を聞き出したかったのかは知らないけど。どう、酔っ払ったお前に、彼は話してくれた？」

「うるさいわ。結局、あのような秘薬に頼らずとも若の胸の内は多少知れた。今は……それで良いんじゃ」

「なんだ、酔った意味はなしかい？　勿体ない。あれ、一度使うと徐々に耐性が出来ちゃうからひと月もすればもう使えないのに。せっかくだから効果がある内にまた飲もうよ」

「別にあそこまで酔わずとも、酒は楽しめる。得難い経験だったとは思うがな。まったく、何を言い出すかと思えば下らん事を」

「だって気になるんだよ。彼が、どんな道を進む気なのか」

「……お前とあまり馴れ合う気はない。が、このところ、多少世話になっているのも事実。少しは教えてやる。若は、これでご自分が選べる道の多さにお気付きになるだろう」

「……ふぅん。なるほどね。君達にはどうにも秘密が多いようだけど、それはいよいよ世界への干渉を始めるって事で良いのかい？」

　ルトが目を細めて巴に問う。

　それは、嬉しそうでもあり興味深そうでもあり──。

　そして、警戒しているようでもあった。

「さてな」

「おいおい、もうちょっと教えてくれても良いんじゃない？　たとえば、リミアの勇者と合流してヒューマンの希望になるとか、グリトニアの勇者と二人して狂気を加速させるとか、ローレルの賢けん人じん信仰の下で庇ひ護ごを受けて静かに暮らすとか。アイオンからツィーゲを独立させてみる、とかさ」

「……ぽんぽんとまあ、よくもそれだけ考えるものじゃな」

　ルトの示す可能性に、巴は呆れたように呟く。

「なら……神殿に赴おもむき頭こうべを垂れて女神の信徒にでもなる？　それもこの世界に馴な染じむ気なら手段の一つだよね。彼はヒューマンに馴染もうともしていたようだし」

「黙もく秘ひじゃ」

　この話は終わりだ、と言わんばかりに巴が語気を強める。

「……彼にとっては歪ゆがんで感じられるヒューマン社会を、魔王に加勢して滅ぼすなんてのも道の一つ、だよね？」

「……」

　巴が無言でルトを睨む。

「怖いねえ、若様は自覚なく、戦争の行ゆく末すえさえ左右する立場で将来への道を選んでいるわけだ。ああ、僕としてはむしろ、彼は自分が持つ力を少々低く見積もり過ぎじゃないかとも思うんだよ。何か窮屈に感じるならとうに動いていてもおかしくないのに、ってね」

「……若にもこれまで過ごされた経験や価値観がある。あの方はあれで頑固な面もあるからの。ご自身で見ずして納得はされまい。こちらにも色々あるんじゃよ」

「価値観？　彼の？　それ是非知りたいな」

「……」

「まただんまりかい？　困るんだけどな、それは。じゃあさ、一つだけ教えてくれない？　全部でなくて良い。交換条件として僕も一つ有意義な情報を教えてあげるから。このままじゃ生殺しだよ」

「ふん。知りたい内容によるのう」

「脈アリ？　嬉しいね。僕が今一番興味があるのは、前に少し話したけど彼が化けそうかって事。どうかな？」

　ルトの言葉は以前、夏を迎えた頃に夜の闇の中で交わした内容についてであった。

　巴がぴくりと眉を上げ、考え込むように俯く。

「それか。少しならよかろう」

　巴は顔を上げてルトの言葉を受け入れた。

「本当かい!?　彼があれから多少の変化を得たのはわかるけど、近くで見ていたお前の意見が欲しかったんだよね」

　ルトは無邪気に喜んで笑顔を浮かべた。

「最初に言っておくが、お主が想定しているような内面の劇的な変化は未だない。若はまだ、ご自分がこの世界でどう在あるかを定めてはおらんからな。だが、能力という意味では完全に開花した。たとえ今、お前と若が戦う事になっても、儂らはそれを安心して見ていられる。それほどにはな」

「!?　へぇ。でも僕の相手くらい、出会った頃の彼でも出来たと思うけど？　それほど大きく成長したようには聞こえないな」

「安心して見ていられる、と言うたであろう？　正面から戦ったとして、まあお前は一応我らの頂点、かすり傷程度ならつけられるかもしれぬな。はっきり言って戦いにならんぞ？」

　ルトは完全に言葉を失った様子で巴を見る。

　絶句、という言葉が良く合っていた。普段彼が浮かべている、芝居がかったような余裕を含んだ微笑みが、完全に消え去っている。

「お主がどれほどの高みから今の世の中を見下ろしているのか、何を考えているのか儂は知らぬ。しかし、こと若に関して言うなら手を出さぬ事じゃな。お主が考える〝化ける〟段階まで進めば、たとえ上位竜が束になろうとそこらのトカゲとなんら変わらぬさ」

　次句を続けられないでいるルトに、巴は追い打ちのような言葉をかけた。

「それで、お主の有意義な情報とは何じゃ？」

　勝ち誇ったような表情で、逆にルトに問う巴。

「……ヒューマンの切り札が動きつつあるよ。まあ、彼がそこまで強くなっているのなら心配はいらないかもしれないけどね」

「切り札、竜殺しじゃったか？　確かヒューマン最強じゃったな」

「竜殺し、ソフィアの事かい？　まさか。あの娘こはギルドに登録している中で最高レベルなだけ。そしてランサーを倒したってだけに過ぎない。最強かと言われれば違うね。竜殺しと最強はイコールじゃない」

「なら誰じゃ？」

「勇者に次いで女神に愛されている者、さ。今代のはかなり出来が良いらしい」

「今代……継承される存在か？」

「そっか、君は知らなかったかもしれない。女神にさえ扱えない属性を使いこなす特殊な血統のヒューマンだよ。今は、女神も忙しいながら本腰を入れ始めているって感じてもらえればいいさ。忙しいと言っても、彼女の場合、すべて自分で蒔まいた種なんだけどね」

「ふむ。まあ有り難く情報は頂いておく。用が済んだならもう戻れ。ずっと一緒にいて関係を勘ぐられても面倒じゃ。……色々と情報を与え過ぎた気もするでな。転移の件、上手く収めてもらうぞ？」

　去れ、とばかりに左手でしっしっとルトを追い払う仕草を見せる巴。

「わかったよ。せっかく真君に感謝してもらえる機会なんだ、ちゃんと働くとも。ヒューマンの扱いは君達よりも慣れているし。後でどうなったか報告しに行くよ。若様に、ね」

「ふん、言っておくが刀はやらんぞ。もちろん儂の転移をどうこうしようなど、論外じゃ」

「もちろん。任せてくれて良いさ、じゃ、彼によろしく。それから……どの国も気づいた様子はないけど、念話の傍受はほどほどにね。まったく、君らは念話一つとっても驚異的だよ。安心して真君と話せやしない。現状のはるか先をいく念話と転移の術、それだけでも各国に伝え、使えるようにしてくれたら、魔族はあと何年、対ヒューマン戦争を長引かされる事やら」

　呆れたように肩をすくめ、ルトはシェルターの扉に手をかける。

　巴に話したように、シェルター内では大人しくギルド長ファルスとして振る舞うようだった。

　巴は、静かにその姿を見送る。

「長引かされる……ルトめ、魔族の内情にも通じておるか。別にヒューマンと魔族の戦争になど興味もないが、奴に引っ掻き回されるのであれば些いささか同情もするのう。さて、我らはいつから反撃に出ようかのう。当面は避難の手助けをしておくとして……数日はその守りを名目に出来そうじゃが」

　再び一人になったところで、商会への指示を再開する巴。

　ルトと話している間にも、次々に入る念話での報告を整理していたのだ。

　部下からの報告、各国の連絡の傍受──。

　加えて、巴自身が収集しているものを合わせた大量の情報。

　それらを照らし合わせた上で、巴は動くタイミングをはかっている。

　既に商品がなく、ただの建物に過ぎない店舗は破は棄きさせている。いくらでも替えがきくため、無理に無事に拘る必要はないと彼女は考えていた。

　巴から指示を受けた商会の従業員は今、街の各所に散って行動している。リスト化された変異体の暴れていない場所や既に避難所となっている場所に、慌てふためく街の住民を誘導するためだ。

　絶えず更新される情報を基に、避難所は随時追加されていく。先ほど、亜人の住まうスラムに了解を取り付け、避難箇所に追加したところだ。

　混乱は未だ広がるも、クズノハ商会も巴も、まるで混乱した様子もなく活動を続けていった。





　　　　　◇◆◇◆◇






「そうか、既にそこまで強くなっているんだね、真君」

　シェルター内の壁に寄りかかり、ルトはひとりごつ。

　彼は巴の言葉に多少のショックを受けながらも、しかしそれ以上に楽しさを感じていた。

　自分を確実に倒せる、そう言われたのに悲観した様子はない。

「もしかすると、君は本当に女神を討ってしまうほどの存在になるかもしれないね。君は自分が不運だと言うけれど、なかなかどうして。今の女神の動くに動けない状況を考えると、真君は、実は物凄く幸運なのかもしれないね……僕は、とても楽しいよ。やはり君は最高だ。どんな形でも良い。君のその力、拝おがめる日を楽しみにしてるよ……。願わくばいつか、愛しき理想の君まことくんと肩を並べて同じ景色を見たいものだね。ふふ」

　小さく呟く彼の表情は悦えつに入いり、どこか近寄りがたい雰囲気を纏っていた。
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　アベリア、か。

　あの子がイルムガンドを殺したのか。

　識から無理をしないように伝えてもらっていたはずだし、実際の戦いぶりを見ても、生徒達には明らかに迷いがあった。ある程度攻撃を捌さばけるだけの力や対応を身につけた、実力的に微妙なラインだったからこそ生じた迷いなんだろうとは思ったけど。

　……アベリアホープレイズ。

　──ホープレイズ。

　やっぱり、リミアのホープレイズ家と何か関係があったのか？

　同じ家名だから以前それとなく聞いてみたけど、アベリアは何も答えなかった。まあ、言いたくないのに無理して聞き出す必要もない。

　言ってみれば僕は塾の先生みたいなもの。生徒の個人的事情に僕の方から立ち入る気はなかった。

　何かあったのだとしても、結果的にはアベリアのおかげであいつらはイルムガンドに勝ったんだ、それで良い。

　しかし、生徒との距離感って難しいな。

　今回のジン達の戦闘を、講師の目でただの戦闘として評価するならば、残念ながら及きゅう第だい点てんはあげられない。

　始めから殺す気でやっていれば、疲ひ弊へいする事もなく戦いを終わらせられたのは確実だ。澪と識がサポートについていたんだから、難なく出来たはず。

　でも、それが出来なかったのは、イルムガンドを助けようなんて考えを、多分ジンあたりが持ってしまったから。実力や経験を考こう慮りょすると、今の彼らがそこまでを望み、叶えようとするのは無む謀ぼう。傲ごう慢まんともいえる願いだ。厳しい言い方だけど。

　想像もつかないような奇跡でも起きない限り、殺す以外の勝利方法なんてない。

　とはいえ、今回の戦いは彼らにとっておそらく命を賭とした初めての戦闘。実戦で生き残ったならそれは喜ばしい事だ。問題点を指摘して水を差すのはよそう。

　イルムガンドだった灰色の肉塊と、疲れ果てて座り込んでいる生徒達を交互に見て、僕はそんな事を考えていた。

「若様、騎士の内一人は何とか治療が間に合いました。ただ、もう一人は既に事切れており、治療が及びませんでした」

　一人助かってくれたか。救ってくれた識に感謝だな。

［わかった。お疲れ様。生徒のところに戻ってやってくれ］

「御意」

　識が僕への報告を終え、リミア王に一礼して生徒のところへ向かう。

［騎士様を一人お救い出来ませんでした。申し訳ございません。また、イルムガンド様もあのような結果になってしまい、謝罪のしようもございません］

「ライドウ、お前が気に病む必要はない。一人助かっただけでも嬉しく思う。王子と騎士の命を救ってくれた事、改めて礼を言う。化け物の撃退も見事であった」

　王子。

　ああ……。

　手の感触が不意に蘇る。

　あれは絶対、後で面倒になる気がするんだ。

　だいたいだよ、王子に女性的要素なんて見当たらなかったんだ。服を裂かれた時に偶然サラシ的な何かまで千ち切ぎれ飛び、露あらわになったところに丁度僕の手が……なんて、どんなアクシデントだ。果ての荒野のベースで、襲撃者を男と見間違えた巴を笑えないな。

［勿体ないお言葉です］

「学生らも見事であった。我が近衛このえでも太た刀ち打うち出来ないような相手を、七人がかりとはいえ打ち倒すとはな。全員を我が国で召めし抱かかえたいほどよ。無論、実際に近衛が挑み手も足も出なかった、同じ類の怪物を苦も無く一蹴するお前もな」

［お言葉ですが、私が相手をした変異体は生徒が戦った彼よりもかなり劣る存在だったようです。ですから私などでなく、彼らを評価してあげて下さいませ。生徒達には辛い戦闘であったと思いますが、良く戦ってくれました。各おの々おの、将来に思うところはありますでしょうが、陛下からのお言葉、間違いなく彼らの励みになるものと確信しております］

「うむ。だが、劣る、か。余にはわからぬ差であったが、それは確かか。ならばイルムガンドはより念入りに仕込まれた、という可能性もあるかもしれぬな……」

　リミア王は何やら考え込んでいる様子。

　ここはロッツガルドだけど、あの加害者兼被害者のイルムガンドはリミアの貴族の息子。

　そして、今学園祭を催しているこの街には世界中から人が集まってきている。

　もし犯人を絞ろうとしているなら、心当たりが多すぎて苦労すると思う。

　しかし、ジン達には朗報だね。

　四大国のトップと呼んでも過言じゃないリミア王国、しかも国王から内定通知みたいなお言葉をもらえるとは。

　現在の国力もそうだけど、リミアはグリトニア帝国に比べて気候的にも地形的にも恵まれている。僕が仮に四つの大国のどこに住みたいかと聞かれたとしたらリミアを選ぶ。統治する貴族がマシな地域を選んで住めば、さぞ暮らしやすいと思う。

　あいつら、喜ぶだろうな。

　ロッツガルド学園の奨学生からリミア王国の騎士団か術師団に入るって、超一流の出世コースらしいし。もしかしたら、レンブラント姉妹以外は全員リミアに行ったりして。

「……」

　ホープレイズ氏は膝ひざを突き、無言で肉塊の前で固まっている。

　息子の成れの果てだもんな。無理もない。

「ライドウ殿、後で少し話があります。この騒動が落ち着いた後で構いませんから、時間を作ってください」

　ホープレイズ氏の様子を眺めていると、王子から声をかけられた。

［わかりました、ヨシュア様］

　……さっきの件で何かあるのかな？　あの衝撃体験を他た言ごんする気は毛もう頭とうないけど。

　さて、と。

　もうここも制圧出来たし、まずは巴と連絡を取って、この人達を他の来賓の方々のいる安全な場所に送ろう。

　今のところ、皆から緊急連絡はない。ひとまず状況は落ち着いていると考えていいだろうけど、一度詳細を確認しておきたいな。

　レンブラント夫妻の護衛につけたミスティオリザードから面倒そうな連絡が来るくらいは覚悟していたんだけど、一回もなし。

　さすがはレンブラントさんだ。リザードマンの存在をギルドに上手く説明しているんだろう。

　もっとヒューマンっぽい、たとえばゴルゴンとかアルケー、無難に森鬼とかを召よんでも良かったんだけどさ。

　レンブラントさんに見せる以上、シフとユーノは多分その存在をいずれ知る。そして姉妹が知るという事はジン達に漏れるのも時間の問題。僕の仲間にはリザードマン以外の種類がいるって一々生徒達に説明するのは面倒だし、僕が召喚出来るのはアオトカゲ一族だと思っていてもらった方が楽だ。

　そんな個人的な事情があったりもする。

　それは置いといて、まずはリミア王国の方々を避難させなければ。

［ここにいても再び襲撃があるかもしれません。どうか、他の来賓の方々と同じく安全な場所への避難を。既に御お国くにが関わるこの場での件は終息致しました］

「だが、そうして安全な場所に引き篭こもってこの街の住民に申し訳が立つと思うか？」

　王様は相変わらず事態の収拾に率そっ先せんして動きたいご様子だ。

［この街の長でもある学園長もそこにおられます。もちろん、既にこの街を守るべく動かれているでしょう。安全な場所から的確な指示を出せる方がいらっしゃるので、この騒動も早期に収まりましょう。我々は住民の避難を誘導するため、すぐにも動こうと思います。このような状況に不慣れではございますが、力を尽くそうと思います］

「避難の誘導？　お前程の力があれば、討伐に動くべきではないのか？」

　まあ次はそうくるよね。予あらかじめ考えていた答えで応じる。

［もちろん、必要があればそう致します。ただ、先ほど術師部隊が出てきたように、学園が討伐に集中して動くならば、私達は手薄になるであろう避難誘導や救助を引き受けるつもりです］

「……似ておるな、降臨された頃の──に」

　僕の考えを静かに聞いた後、小さい声で王が何かを呟く。

　ちゃんと聞き取れなかった。しかも、重要そうな部分が。

　僕に向けたものじゃなくて独り言だったかな？　でも一応確認はしておくか。

［申し訳ありません、今一度お聞かせ──］

「いや、気にしなくてよい。……そうか。では我々がいつまでもここに残ると駄々をこねては迷惑をかけるか。うむ……ヨシュアよ」

　う、教えてもらえなかった。

　でも、とりあえず避難には同意してくれたし良しとしよう。

「はっ」

　王の呼びかけに王子が即座に応える。

「間に合うかはわからぬが、国境に待機させている我が国の部隊をロッツガルドへ向かわせよ。救援物資も必要になろう、避難後で構わぬから手配を頼む。学園長の許可については余が得よう。お前は念話を中継手に通して、王国への報告も急げ」

「わかりました。最も近い部隊は王国南端のホープレイズ領の部隊ですね。念話も安全な場所に移り次第、すぐに繋ぎます」

　そう言ってヨシュア王子が一瞥する。しかし、二人のやり取りが耳に入っていないのか、当のホープレイズ家の当主殿は反応しない。

　大丈夫かね。

　息子さんが亡くなった直後だし、無理もないけど。

「ではライドウ。手間を掛けるが転移を頼む。それから、そこで呆ほうけておる者に肩を貸してやってくれるか」

［かしこまりました］

　念話で巴に場所を確認して、彼女にいる場所に繋げた霧を作り出す。

　一寸先すらも見えないほどに濃い霧が、すぐに王の前に現れた。

　識と澪に視線を送る。

　戦闘後のジンやアベリア達と何やら話している。

　あの疲ひ弊へいぶりだと、明日以降手伝わせるのは無理そうだ。

　イルムガンド同様、街で暴れている変異体はすべて元がヒューマンだという可能性を考えると、彼らを戦わせないのが無難だな。

　どこか適当な避難先に送って大人しくさせておいた方が良い。

　レンブラントさんとの約束もあるし、無理をさせるのは良くないよね。所詮あの子達は学生で未熟って事だよ。

　生徒達から離れたところで、倒れている紫の衣装を纏った部隊の残骸を見る。

　……あのレベルの部隊が変異体と戦う主力か。

　もっと強い部隊がいるのかもしれないけど、まともに戦える人の数によってはこの一件、長引きそうだ。

　自分なりにこの先の展開を考えながら、よろめく騎士の後ろ姿を見送る。

　次いでリミア王とヨシュア王子が霧の中に消えるのを確認。

　さて。

　柵を掴み、じっと肉塊を見ているホープレイズ氏の腕を取る。

［ホープレイズ様、失礼します。お送りしますのでお立ち下さいませ］

「触るな!!」

「っ！」

　腕を掴んで立ち上がらせようとした途端、怒鳴り声とともにその手が払われる。かなりの大声だったので、何事かと舞台からの視線がこちらに向けられる。

　問題ないと伝えるためにそちらに手の平を向け、ホープレイズ氏が自ら立ち上がるのを待った。

　無理からぬ事かもしれないけど、彼は僕を憎にく々にくしげに睨み、肩も借りずふらふらと霧の中に消えていった。

　はぁ。

　どうして僕がそこまで憎まれるのか。

　わからない。

　息子の憎しみを継承しているとか？

　不意にヨシュア王子の言葉を思い出す。

　最早人格の欠片かけらも感じない暴れよう、みたいな言葉だったか。魔物みたい、とも言ってたな。

　爆発の轟音に混じった、そんなイルムガンドの最後の絶叫。

『俺はただ、謝りたかっただけなのに』




　……これは多分、一生誰にも言う事はないだろうな。

　何度か聞いている内にあの変異体の発言がわかるようになったとは思わないけど、実際、絶叫の意味がわかってしまったから仕方ない。

　今際いまわの際きわに叫ぶほど謝罪したい相手がいたのなら、僕なんぞにかまってないでさっさとその相手に念話なり手紙を送るなり会うなりして想いを告げれば良かったのに。

　僅かに彼へ同情したけど、ホープレイズ氏を見送った後すぐ舞台に降りた僕のもとに澪が駆け寄ってくるのを見て、気持ちを切り替える。

　誰に、何を、がなければ謝罪だって伝えようもないんだ。気にしても仕方ない。

「若様、大事ありませんでしたか!?」

　澪の問いかけにひとつ頷いて応える。

　リミア王達は、巴が〝良きよう〟にとりはからってくれているだろう。

　ルトだっている。偉い人には偉い人のやるべき事があるんだから、向こうにいた方があの人達も仕事が出来るはず。

［大丈夫だ。けどこっちは、なかなか厄やっ介かいな感じになっているな］

　ある意味予想通りでもあるけど。

　生徒達の間には戦闘に勝利した喜びだけでない、複雑な雰囲気が漂っている。どちらかというと、重い空気。

　特にアベリアの憔しょう悴すいが酷い。脇腹あたりに怪我をしたみたいだ。

　識に治療してもらっても、防具や衣服までは修復出来ないから負傷箇所がわかりやすい。

　あの参り具合の理由は、大半が戦闘自体が原因じゃないっていうのは何となくわかる。

　アベリアの大好きな識がついていてあげるようだから、彼に任せておく事にする。識がもし事情を聞き出したとしたら、僕に話してくれるだろう。

「ギリギリでしたもの。相手の咆哮で前衛が動けなくなった時、手を貸すしかないかと思いましたが、アベリアが何とか。完成した魔術を矢に付与だなんて……シフもですけど、結構無茶をするものですわ。識の真似なんでしょうけど、あの娘では五分五分で自爆でした」

［魔術の付与、か。それであの爆発。何とも凄かったな］

　識の真似、ねえ。

　完成した魔術を武器に付与すると、一時的にだけど攻撃力が爆発的に上がる。

　ただ、その状態を維持出来る時間はかなり短い。

　識は数分くらいしか維持出来ないと言っていた。アベリアやジンならもっと短いだろうな。

　はっきり言って燃費が悪い。属性の付与とは似ているようで全く違う技術だ。よほど魔術を付与した武器での攻撃に拘こだわるのでなければ、そこまで意味もないしね。

　まあ、今のジン達の力量からすれば、かなり頼りになる一撃が繰り出せるから使いたくなる気持ちもわかる。

　識曰いわく、使いどころは付与魔術だと思わせて威力を誤認した相手の虚を突く場合らしい。まあ、識にとっては切り札じゃないのは確かだ。

　シフとアベリアで実現させたようだけど、よく成功させたもんだ。

　命中前に維持限界が来ると元も子もないってだけで、かなりのデメリットだ。

　なるほど、無茶だ。

　座り込んでいる前衛組に近寄る。

「……先生」

　僕の接近に気が付き、ジンが顔を上げる。

［ジン、よくやったな］

「俺、あいつは別にどうでも良かったはずなんです。むしろムカついていたはずなのに。でも、殺すのかって思ったら……どうしても……」

　要は、やれると思ったけど駄目だったって事が言いたいのだろう。でも、そのジレンマは自分自身の力で受け入れられるようにならないと。

　魔物なら容赦なく倒しているのにおかしな話だ、なんて思うのは僕が魔物とも意思疎通が出来るから、なんだろうな。

［相手は元ヒューマンだ。それはおかしな感覚じゃない。無理せず後は休んでいろ］

　上っ面だけだと自じ虐ぎゃく的てきになりそうな言葉でジンを慰める。

「っ!?　足手まといですか、俺達じゃあ！」

　正直に言えばそう思わなかったわけじゃない。

　けれど、そう言って傷つける必要もないから別の理由を伝える。

［違う。お前達はまだ学生だ。そもそも学生が前線で戦う必要はない。戦うのは別の奴の仕事だ］

　頼れるかどうかは別にして、学園都市にも武力はある。

　徐々に情報は集まっていくだろうから、学園長はじめ学園の有力者達も対策を練って変異体に対処するだろう。

「でも、俺達だって十分戦えますよ!!」

　なおも食い下がるジン。ちょっとキツい言い方をするか。

［たった一度戦っただけでこれだけ疲れ果てていて、よく言えたものだ］

　戦いの記憶を思い出して少し興奮したのだろうか、ジンは僕の言葉に不服そうな顔をしている。

　……まだ、自分の実力を客観視するのは難しいかな。

　観客席に現れた二体目が僕らを狙わずに舞台へ乱入していたら、対応出来ずに死人が出ていた可能性だってあるな、こりゃ。

　その二体目について一言も触れてこないあたり、存在にさえ気がついていないかもしれない。

　自分で認識出来ないまでに、肉体的にも精神的にも追い込まれているな。

　だとすれば、彼らに今必要なのは戦闘経験よりも休息だと断言出来る。

　複数の変異体を相手にするだけの余裕はないだろうし。

　イルムガンドよりは弱いと言っても、三体も出てくれば相手の能力次第では死ぬかもしれない。

［ジン、お前は本当に目の前にいたイルムガンドを殺してでも止めようと考えていたのか？］

「うっ……それは──」

　ジンが言い淀む。

［戻してやりたかった］

「っ!?」

［それがお前の本音だろう？］

「先生は、違うんですか？　俺は……甘いですか？」

　ジンが弱々しく放った言葉は、彼が最後まで殺す選択をしなかった事実を肯こう定ていしようとしているように聞こえた。

［私はお前達が犠牲になるくらいならイルムガンドを討つ気でいた。単純に私にとっては彼よりお前達の方が大事だからな。おそらく、アベリアもそう思って行動したのだろう。もし己の甘さを嘆くなら、残りの学園生活で何らかの改善をすれば良い。もっとも私としては、お前のそれは長所であるとも思うがな］

　今回は悪く働いちゃったけど、こういったところも、ジンの大きな魅力の一つだと思うのも確か。

　……こいつに冷れい酷こく無む比ひとかは似合わないよなあ。

「皆を危機に晒すハメになった甘さが、長所なんて……とても」

　おや、珍しく弱気だな。

　今は難しく考えないで全力で休めば良いんだ。

［それは後々考えれば良い。今はとにかく休息をとれ。講師としての指示だ。街はもちろん、周辺都市にも相当な数の変異体が出現しているという情報もある。この件は長引くかもしれない］

「そんな……何がどうなって」

　ジンの表情に驚きょう愕がくが広がる。

［とにかく、今日は他の学生達が避難している所に合流して休む事だ。戦いたくても体がついてこないなら何の意味もない。それから］

　フキダシを一旦そこで止め、目当ての人物に視線を送る。

［シフ、それにユーノ］

　そうして、僕とジンのやり取りを傍そばで聞いていたレンブラント姉妹に呼びかける。

「ライドウ先生」

「先生」

［ご両親は無事だ。頼りになる護衛をお付けしたから心配するな。大人しく避難してくれるな？］

「……わかりました」

　シフもジンと同じ気持ちなのだろうか。悔しそうな表情で答える。

「……避難します。今日は」

　ユーノも困った娘こだ。

　戦う気はありますって言いたいのか。姉の方も素直に納得した風じゃないし。ジンにも言ったけど、学生なんだからそんなに気負う必要なんてないのに。

　他の面々も、疲労困こん憊ぱいなのは明白なのに、目だけは妙にギラついている。

　戦闘の興奮状態がまだ続いているのか。

　どちらにしても、休ませるのが先決みたいだ。

　リミア王からの有難いお言葉は後日にしよう。

　さっきの王子様の件もあるし、リミア関係者とは慎重に接触したい。勇み足で暴走されるとたまらないしな。

　……さて、そろそろ移動しようかな。

［識、澪。生徒達を避難所に案内してやってくれ。もし必要なら一晩そこの警護をしてきても良い］

「ええっ!?　あの、若様は？」

［巴に状況を聞いてくる。この子達を頼んだぞ］

　そう言って観客席に戻り、巴がいる避難所と繋がる霧の門を作る。

　巴はこの事態をどの程度まで静観する気でいるのか。

　下手に来賓チームに捕まると面倒だから、こそっと行ってさっさと聞いて店の様子でも見に行こう。












　　　８






　あぁ……。

　僕は力なく崩れ落ちた。




　──後から建て直せば問題ありません。

　──だから、屋や号ごうの看板だけは取り外して、建物は放棄しました。




　状況を聞きに行ったら、巴からさらりとそう言われた。

　気付いたら僕はここに来ていた。

　思わず四つん這ばいになって、瓦が礫れきと化したその場所を見る。

　クズノハ商会。

　僕が初めて持った、自分の店。

　結構人任せ、運任せにしてあぐらをかいてきた……でも何となく上手くいっていた。

　こうやって破壊され尽くしたのを見ると、悲しくなってくる。




　──特に大事な物も残っていないし、壊れても土地の権利までなくなるわけじゃない。

　巴の発言だってごもっともだ。

　大切な商品在庫は、全て亜空の倉庫に収納済みなんだから。それにもし、周りが全部破壊されてウチの店舗だけが無事だったなら、いらぬ誤解を受けるかもしれない。

　店自体は居い抜ぬきだったし、リフォームだってすぐに終わった。

　一から作ってもエルドワに頼めば、多分三日とかからない──。




　それでも。

　理由には全部納得出来たけど、重いため息が口から漏れる。

　泣きたい気分は変わらない。

　両隣もしっかり破壊されているし、お向かいさんも瓦礫から煙が出てる。

　ええ、ええ。

　破壊されていて然しかるべきだとも。

　この付近にも運悪く変異体が出たんだろうって想像出来る。

　あいつらの行動原理は不明だけど、転移陣狙いなら街の建物などへの被害はそこまで酷くないかもと思っていた部分がある。店の付近に転移陣はないし。

　だから、店の無事を少しだけ、期待していた。

　はぁぁぁぁぁぁぁぁ。

　新たな船出は更さら地ちから始めなさいって事かなあ。

　……前向きに受け止めないと心が折れる。

　心機一転の方向で参りませう。うん。

「店を完かん膚ぷなきまでに瓦礫にしてくれた奴、まだこの辺にいたら僕が仕留めるんだけど……」

　火の玉がぶつかったように見える跡。高熱の物体が突進した風にも見える。

　猪いのししとかサイに似た、火属性持ちの変異体の仕業か？

　何となく犯人像を想像するも、既に見た二体ですら灰色以外の共通点がない。

　思いもつかない姿である可能性も高いなあ。

　それでも僅かな望みを持って見渡す。だけどもう住民も避難し終えた後みたいで、残念な事にこのあたりは既に静かだった。

　今は学生の避難所にでも行くか。臨時講師がいても不思議ではない場所だし無難だろう──。

「ん？」

　何か聞こえたような。

　耳を澄すませる。

　ああ、やっぱり聞こえるな。

　複数の悲鳴。それも、比較的近い。

　この方向は……。

　店の裏手を真っ直ぐ。

　待てよ？

　……娼しょう館かん通りか？

　住民の避難は、クズノハ商会の現在の最重要ミッションの一つ。

　というか、このへんを荒らした奴が娼館通りへ移動した可能性も結構ある。

　報復のチャンス到来かも。

　エルドワに仕立ててもらった防具を速度重視にスイッチする。

　瓦礫が散乱し、ちょっとしたアスレチックみたいになっている広い通りを一本裏に入り、悲鳴が聞こえた方向へ真っ直ぐ走り出す。

　──しかし、魔族はどうして変異体なんかを使って学園都市を攻めているんだろう。

　奴らが本能のままに暴れるなら使い道はかなり限定されそうだしなあ。でも、転移陣が狙われているという事は、ある程度コントロールは出来るのか。

　そもそも、この変異体騒動は、どこまでが魔族が狙って起こしたものなのだろうか？

　イルムガンドの変異なんか、あの状況で引き起こした意図がわからない。実際、ほぼ何もせずに倒されちゃったし。

　──もしも、魔族がこの細工で変異が発動するタイミングをまだそこまでコントロール出来ていないとしたら……。

　今回の騒動とは全く違う意図から、薬やアクセサリーをばらまいた可能性も有り得る？

　だとしたら、この騒動を引き起こしたのは誰で、なんの意図があるんだ？

　そうやってあれこれと考え事をしている内に、悲鳴の出で処どころに到着した。

　やっぱり娼館通りだ。

　ここはまだ、比較的建物の損壊がひどくない。だけど、その一角から派手な悲鳴と破壊の音が響いている。

　あそこだな。

　迷う事なく歩を進めると、店の窓から僕に向かって何かの塊が飛んできた。

　岩か。

　暖だん炉ろか何かの構成物だったであろう、岩の塊。

　結構な速度で飛んできたそれは装備しているジャケットにすら触れる事もなく、僕に届く一メートルくらい手前で魔力に阻はばまれ、あらぬ方向に軌道を変えて落ちた。

　それから、幾つかの塊がなおも飛んできたけど、すべて僕には届かなかった。

　目的地の前に到着。悲鳴がする娼館の中に足を踏み入れる。

　まさか、生涯初の性風俗店への入店がこんな形になるとは……。

　おじゃまします、と。

「ハズレっぽい。僕の店をやった奴ではないな。……タコ？」

　想定していた姿の変異体でなく、思わず舌打ちと呟きが漏れる。

　そこにいた変異体は、タコだった。

　とはいえ、細部は多少違う。

　足は八本だったけど、その内二本が異様に発達していて長く、先端は人の手みたいになっていた。

　で、残りの六本が体を支えている。でも印象は、正に白いタコ。いや、灰色のタコか。白強めの。

　娼婦のお姉さん方を襲う軟体生物とはまたマニアックな……。

　それに対たい峙じしているのは、戦闘用とも思えない小さな刃物を手にした一人の女性。勇いさましいな。

　何人かのお姉さん達が、その女性のやや後方で身を寄せ合っていた。泣いている人、腰を抜かしているのかへたりこんでいる人、様々だ。

　殆どの人が色っぽいドレスを更に着崩したような格好なので、目のやり場に困る。中にはトップレスだったのか、カーテンの切れ端を巻いているお姉さんもいた。勘弁してください。

　僕が加わった事で状況は変わり、タコは標的を変更したのか、体を僕に向けて足をうねうねさせている。さっきの投石はこのお姉さん達を相手にしながらの芸当だったのだろうか。店外にいた時から僕を認識して攻撃をしてきたところから察するに、こいつも特殊な能力を持っているのかな。

　僕に気付いてくれたおかげで、きっと助かるお姉さん達は増えるだろうし、都合が良い。

　でも、結構濃い血の匂いがするし、既に犠牲者が出ているのは間違いないけどね。ここが一軒目とも限らないし。

　武器とも呼べない果物ナイフみたいな刃物一つで頑張るあの人がいなかったらもっと死んでいただろうから、まだ生存者がいる現状については素直に喜んでおこう。

「た、助けて!!」

　僕に気付いた一人の娼婦の言葉を切っ掛けに、口々に甲高い声で助けを求められる。

　さすがに闘技場で倒した鳥型変異体みたいに、室内でびちゃびちゃ飛び散られるのは御免だから、あまり力を出すわけにはいかないな。変異体の肉片が飛び散るとなるときつそう。

［私がこれを退治しますので、今の内に外に出て待っていてください。後で避難所に案内します］

「っ！　……坊や、こいつは相当に手強いよ。助けに来てくれたのは有難いんだけど……ここは私が何とかするから、その間に後ろの娘達を出来るだけ逃がしてやっておくれよ」

　一応避難所に案内するから待っててね、と伝えたつもりだったんだけど、戦っている女性にその意図は受け入れてもらえなかった。それどころか「坊や」とか言われた。

　さらに自己犠牲としか取れない台詞せりふを聞かされて、他の人を逃がすように頼まれてしまった。

　反応を見ると、とりあえず他のお姉さん達は逃げる行動に出てくれたんだけど、腰が抜けているような人はなかなか思うように動けていない。我先に逃げてもおかしくない状況で、満足に動けない人に手を貸したり、肩を貸したりして一緒に逃げようとする皆さん。仲間意識が強いんだなあ。

　少し考えてみる。

　あの中に混じってお姉さん方を先導して外に出るのと、あの変異体を倒すのと。

　どっちが僕にとって〝簡単〟か。

　言うまでもなく、後者だ。

　むしろ僕がこれを倒して、あの女性に避難誘導をしてもらいたい。是非。

　そんな事を考えていると、こちらの意図に感づいたのか、タコが動こうとする。

　軽く牽制して動きを制した。

　やられた事をやり返しただけ、適当に落ちていた石を奴の動きに合わせて投げただけだ。

　タコの反応を見る限り、こちらの牽制に警戒する程度の知性はあるみたいだ。

「坊や、やめな！　これは本当に危険な化け物なんだよ！　ここだけでもう何人も殺されてるんだ。こう見えても私は元冒険者だ、ここにいる中では一番戦闘ってものを知ってる。だから──」

　へえ、元冒険者。

　現役の冒険者も少ないこの街で、元冒険者の娼婦（多分）がいるなんて。

［なら私は学園の現役臨時講師です。貴女が一緒にいてあげた方が皆さんだって安心出来るでしょう。私なら大丈夫。すぐにそちらに合流しますから、どうか外へ］

「講師……学園の？　……そうかい。だったら元冒険者の私よりもずっと使えるかもしれないねえ。本当に任せて、いいのかい？」

　ウチの店に来る娼婦の何人かとは面識があるけど、この人とはないんだよなあ。

　知っていてくれれば余計な説明はいらないのに。

　多少の面倒を感じていると、タコが懲こりずに何かを僕に投とう擲てきしてきた。石の投げ合いとか、子どもの喧けん嘩かみたいだな。全く微笑ましくないサイズだという事を除けばね。

　もちろん、それは僕に当たる前に、魔力に阻まれて弾かれる。

「っ!?」

　話していた女性が驚愕の表情を見せる。

　投げられたのは……げ、人の頭じゃん。石じゃなかったか。美人でも血まみれの頭だけになったら、見み惚とれるもくそもないね。

［ご心配なく。外で、ひらけた場所で待っていて下さい。出来れば他の建物にいる皆さんも誘導して下さると助かります。後で皆が避難している所まで案内しますから］

「こんなに近くにいる奴の実力も測れないなんて、私もヤキが回ったかねえ。……そいつは再生能力がかなり高い、注意しておくれ。何度か手傷を与えたけど、全部治っちまってる」

［情報、感謝します］

「……恩にきるよ。死ぬんじゃないよ、センセイ」

　納得してくれたのか、娼婦の皆さんが見守っている場所に彼女も合流し、テキパキと指示を出して動き始めた。

　そして室内には僕とタコだけ。

　あー緊張した。

　あんな扇せん情じょう的てきな格好をしたたくさんの女性から注目される状況なんて慣れてないからか、妙な圧迫感があった。

　パーティーなんかとはまた違った緊張感と言おうか。

　さっきまで話していた女性にしてみても、ワインレッドのショートドレスでただでさえ露出が多いのに、さらに一部を破って動きやすくしていたもんだから目のやり場に困った。太ももとかむき出しである。

「悪いけど、このあたりのお姉さん方はウチの栄養ドリンクをよく買ってくれるお得意さんなんだ。お前にこれ以上殺させるのはちょっとね」

　こいつが発しているシュコーシュコーという異音が、ヒューマンの言葉として聞こえるような事はない。

　イルムガンドがレアだったのかもしれない。

　今の内に片付けてしまおう。

　そう考え、右手に魔力を集める。

　再生能力がどうのこうのと言っていたから、ブリッドに連射性を加えるべく詠唱する。

　右の掌てのひらに生まれる白い光球。大きさは野球ボールほど。

　そして、タコに掌を向ける。

　それを合図に、ボウガンの矢くらいのサイズの短いブリッドが光球から次々に生まれ、射出され、タコに突き刺さっていく。

　手のように発達した足で防ごうとウネウネしているけど、気にせず次々撃ち込む。

　ザ、力押し。

　次第にタコは後ずさり、終しまいにはブリッドで壁に縫い付けられた。

　さらに連射は続く。泣いても止めない、だ。

　やがて、タコに変化が訪れる。

　タコの頭が本来のサイズよりもかなり大きく、そして不規則に膨れ始めた。

　再生の雰囲気じゃないな。

　終わり、か。

　土属性の術を詠唱。床から、奴の体を隠すような壁を天井まで発生させる。飛び散った肉にく片へんが僕にかかっても困るからね。

　多分急所を上手くつけば、イルムガンドが肉塊で残ったみたいに四散しないのかもだけど、一々そこを探すのも面倒だ。無属性の術で再生の限界までダメージ与えて爆発させる方が手っ取り早い。

　壁が完成してから少し経った時──。

　ぶばっと。

　大きい、嫌な音がした。

　作った壁を解除し、タコだった白い半固形のジェル状物質を見て撃退を確認。

　ん、生きてる気配はない。原型もない。で、清掃もしたくない、と。

　くっさ。何とも言えない悪臭が室内に広がる。

　よし、片付いた。

　一息ついて、僕は外に出た。

［お待たせしました］

　出てきた僕を、大量の視線が迎える。

　おおう。結構いるな。女性九割、男性一割ってとこか。

　しかも、まだまだ増えていくみたいだ。

　中には助かった事を奇跡と喜んで抱き合う姿も見える。

　これだけの人数となると、巴が教えてくれた避難先の内、亜人のいるスラム地域を案内するのが適当か。

　幸いあそこの亜人のトップとは、商会の利用を通じて面識がある。今は森鬼のアクアが滞在して周囲を警戒してくれていると聞いている。

　広さはあるし、変異体も発生していない。

　この人数でも収容出来るし、拒否もされないだろう。

　大方集まったら、この人達を守りながらスラムを目指そう。

　ここからは距離もあるし、時間も潰せそうだ。

　巴曰く、まずは数日ほど様子を見る段階らしい。

　それまではこつこつと無事な住民を避難させつつ、遭遇〝してしまった〟変異体については駆除していくとの事。従業員は散り散りになって各所の避難所で活躍させているらしいから、僕らが全員揃うのはもしかしたら事が終わった後かもしれないな。

「あんた！　無事だったんだね。……倒したのかい？」

　相変わらず目に毒な格好をしたさっきのお姉さんが、僕に駆け寄ってきて無事を喜んでくれた。

［ええ。この付近にまだいないとも限りませんが、あの怪物は倒しました。避難される方はもう少し増えそうですね］

「学園講師、やっぱり大したもんなんだねえ。あれは一人でどうのって相手だとは思えなかったんだけどこんな短時間で……。ああ、何しろ突然の事だったからね。あの通り、客も何人かいる始末さ。知ってるだろうが、娼館なんて場所は昼も夜もないからねえ。で、センセイの知ってる避難所までは遠いのかい？」

　昼間っから営業していたんだ。知らなかった。てっきり夜だけの営業だと思っていたよ。

［ここからだとスラムが一番近いです。広さも考えるとそこで決まりでしょうね。皆さんを連れながらでも二十分ほどかと思います］

「スラム!?　あの亜人が集まってるスラムかい!?　大丈夫なのかい、そんな場所に避難しても」

　スラムなんて名前の通り、ヒューマンには治安の良くない場所として認識されているから彼女が驚くのも無理はない。僕に言わせれば、ヒューマンよりも素そ朴ぼくで良い人達なんだけどなあ。

　先入観とかで勝手に嫌けん悪おしているから、余計にそのテリトリーに入るのが怖くなるんだと思うよ。

［幸い、付き合いのある人がまとめ役をしていますので、既に受け入れをお願いしています。私は商会をやっておりますので、その関係で］

「ああ！　あんた、もしかしてクズノハ商会の。ええっと、ライドウさんとか言ったっけ？」

　安心してもらおうとスラムに知人がいますよ、と言ってみると、何故か別の部分に反応された。具体的にどの人が来ているのかまでは知らないけど、娼婦が店にちょくちょく買いに来ているのは知っている。存外、有名人なのかも。

［はい。代表のライドウです］

「ふぅん。あんたがねえ。疲れによく効く飲み物を売っている所だよねえ。私自身、店に行った事はないけど、何度かあれにはお世話になってるよ」

［それは、ご贔ひい屓き頂きましてありがとうございます］

　なんと、うちの商品を飲んでくれた事もある人だったとは。

　頭を下げてお礼を言う。

　今やそれなりに売れている栄養ドリンク。その何割かは夜の商売をしている人の購入だ。いや、昼も営業しているらしいから夜の商売ってのは違うのか。

　ただでさえ過酷な肉体労働だって言うのに、時間も不規則なんて本当に辛い仕事だ。

　そう思ったら、気持ち、頭が深く下がった。

　でも僕が頭を下げたのがおかしかったのか、彼女はきょとんとしてその後苦笑いする。

「……くくっ。センセイは変わってるねえ。まあ変わった商会の代表だから当然か。こんな状況、亜人のスラムだろうとどこだろうと受け入れてくれるならそれだけで有難いからね。少し待っててくれるかい？　着いてから面倒にならないよう、私が皆を先に説得しとくよ」

　変わり者扱いされた。何でだ？

　ま、よくわからないけど、皆を説得してくれるという申し出は有難い。

　あそこは元々亜人の住まいだからと、巴もそこを考慮してトラブルに対応可能な人員を配置しているとは言っていたけどね。避難している人が自身で衝突しないよう心がけてくれるなら心配も減る。

［助かります。学園が既に動いていますから事態は早々に解決すると思います。少しの間、我慢して下さい］

「もちろん。手間をかけて済まないね。遅くなったけど、私はエステル。よろしく」

［改めまして、ライドウです］

　遅まきながら互いに自己紹介を済ませた。

　エステルさんが人だかりに戻ってから十数分して、僕らはスラムに避難するべく移動を始めた。





　　　　　◇◆◇◆◇






「識、その子達を連れて先に行きなさいな」

「は？　澪殿はどうされるので？」

「私は少し用事を思い出しました。学生が集まっている避難所までなら、識だけでも十分でしょう？」

「それはもちろんですが……わかりました。では、お早めに合流を」

「すぐに追いつきますわ」

　ジン達学生が闘技場を後にしようとした時、澪が識に先に行くように告げた。

　識は理由を聞こうかと少し考えたが、結局、彼女の意向を受け入れて了解を示す。

　学生と観客を案内する避難所までの距離はさほどなく、しかもその護衛に自分がついている。それだけで既に防御力は過剰状態にあったからだった。

「さて……」

　澪は踵を返し、闘技場の舞台へと歩を進めた。

　そこにいた、いや、あったのは、物言わぬ肉の塊になった変異体。

「……私も再生とかは結構得意な方なのですけれど、だからなのでしょうか、匂いというか息遣いというか。感じるんですの、『兆きざし』を」

　誰に向けたかわからない言葉の後、澪が大きなため息を一つ。すると、それに呼応したかのように、彼女の眼前にあった肉の塊が蠢うごめいた。

「核になる部分は確実に壊れたと言うのに、哀れな。再生が得意とはいえ、貴方と同じ括くくりにされるのは御免ですが、その生命力だけは褒ほめておきますわ」

　その言葉を聞いた途端、肉塊はいっそう激しく蠢き、人の形となった。しかしながらそれは、人ではなく人の形をした肉に過ぎず、先の変異体のような力強い生命力は感じられない。

　それでもなお自身を人だと思っているのか、顔のような部分の下部が盛り上がり、口のような裂け目が出来た。次いで顔の上部が二箇所、細かに振動したかと思うと、横一線に切れ目が出来て、上下に開く。

　そこには、眼球があった。

『……断片だが、覚えている。お前、クズノハの、オンナか。俺はまだ、生きているのか』

　裂け目から言葉が発せられる。それは、先ほどとは異なり、確かにイルムガンドであった頃の声音こわねであった。

「あら、話せるんですか。人格が残っているとは思いませんでした」

『俺は、イルムガンドホープレイズ──』

「だったもの、でしょうに」

　人の形をした肉の言葉を澪が途中で遮る。

『……俺はあの連中に踊らされたのか。情けない。あのような醜しゅう態たい、家名にまで傷をつけて……！』

「……」

『薬漬けになって化け物にされて、それでも負けて。くくく、無様だ』

「ええ、本当に」

『先ほどまで感じていた破壊衝動も、高ぶってどうしようもなかった感情も、今は嘘のように静かだ』

「……お前をそうさせていた核が壊れたのですから、当然です。お前はもう某なにがしとかいう貴族の記憶、その残ざん滓しを継いだただの肉塊に過ぎません」

　澪は変異体であったものが正気を取り戻した原因に見当がついていたが、詳細を口にする事もなく、様子を見るかのように少し目を細める。

　その後も、変異体であったものは自分をイルムガンドホープレイズと認識したまま、何度か呟きを漏らし、相対する澪は相あい槌づちを打ったり無視したりしていた。

『だが、このような体の化け物となっては、最早俺としての人生など終えるべきだろうな。死ななければ、ホープレイズの家が負う責任も重くなる。それは、我が家の領地に暮らす民の負担を増やす事にもなろう』

「……ふ」

　貴族の次男であった彼は既に死んでいる。

　まるでまだ死んでいないかのように、己の責任や立場を考えるイルムガンドであった肉塊の様子に、澪は滑こっ稽けいさを覚え、口許が緩んだ。

『良いさ。いつまで生きるかもわからん体だ。なら、せめて。想いを通して死ぬさ』

　澪の嘲ちょう笑しょうを、イルムガンドは気にした風もない。

　彼は重そうに足を引きずり、澪の方に歩き出す。

　その顔は、徐々に彼がヒューマンであった頃の造形に似てきていたが、到底その容姿を再現する程ではない。

　顔のパーツは、それぞれがあるべき場所を微妙に離れ、見る人に嫌悪を抱かせる。

　アベリアの攻撃の為か酷い火傷を負って表面は爛ただれており、今の彼は亜人と呼ぶにも憚はばかられるほど、アンバランスさと醜さが漂っている。

「あら、その体、別に死を覚悟する程不安定でもありませんよ。けれど、その身でイルムガンド某として生きるつもりですの？」

　澪からの情報に、人型は彼女を横目で見る。

『ほう、そうか。生きられるのか。それは良い事を聞いた。想いを通すと言ったが、安心しろ。もう、ゴテツにもルリアにも、手は出さん。何故かな、あれほど拘ったと言うのに。俺は今、彼女への思し慕ぼの念より己の理想の実現を望んでいる』

「うん？　ゴテツ、ルリア？」

　澪の疑問を無視して、肉塊は続ける。

『俺は、戦う。全身を鎧で覆えば、この醜い体を隠せる。たとえもう陽の当たる場所で理想を追う事は叶わずとも、せめてあの方の、響ひびき様の盾になるくらいは、まだ俺にも出来るのだから。そう思えばこの醜くも強きょう靭じんな体も嬉しく思えるさ』

「響？　今、響と言いましたか？」

　知った名前を連続で出されて、澪はまた聞き返した。

『……ああ。リミアに降臨された勇者様だ。あの方が居られるなら、魔族など必ず打倒出来る。そして必ず、ヒューマンがそれぞれに己の役割を果たし、また己の夢を追えるような平和な世界を実現して下さる』

「なんだ、勇者の事ですの。なら私の知る響とは別人ですわね。あの娘、同名とは哀れな。そう、リミアにいる勇者は響という名前なんですか」

『そうだ。響という名の知り合いがいるのか。ローレルならそのような名も珍しくはないからな、有り得ない話ではない。……ではな、もう会う事もないだろう』

　イルムガンドの記憶を持った肉塊は澪の横を通り過ぎ、彼女を振り返る事もなく、舞台を去ろうとする。

「……そう。ただの駆除のつもりでいましたけど、本人の記憶がまだ残っているのなら、これは嬉しい誤算ですわね。──制裁になりますもの」

　背後からの澪の声に肉塊は振り返ろうとした──。

　が、出来なかった。

　体を支える足に力が入らず、地面に倒れてしまったからだ。

　地に伏しながら頭のような部分を彼女の方に向ける。それと同時に、イルムガンドの記憶を持つ肉塊は、自分が何をされたかを知った。

『足、が。お前、何をする』

　何をされたのか。

　手段はわからないが、結果は見ればわかる。

　両足の切断。

　肉塊の、膝から下が切り離されていた。

　痛みは感じないのか、驚きはあれど悲鳴はなく、表情にも苦痛が浮かんでいない。

「何を？　言ったでしょう、制裁ですわ」

　澪は特に先ほどまでと何ら変わった様子もなく、肉塊との距離をゆっくりと詰めていく。

『く……っ!?　俺はもう、お前達にもその主のライドウにも、危害を加える気はないのだぞ？』

　身を捩よじるように蠢き、澪の行動に疑問を呈する肉塊。

　だが、澪は冷たく言い放つ。

「だから？」

『だから、だと？』

「ええ。貴方、随分と若様に迷惑をかけ、暴言を吐きましたわね。貴方が何をしたいと思っているのかはわかりました。けど、償つぐないが済んでません」

『つぐ、ない？』

「そう、償い。簡単ですわ。貴方は若様に敵意を向け、対立し、妨害を企て、そして若様の生徒を相手に暴れました。そして敗れて今はヒューマンですらない。滑稽な肉の塊」

『……』

「ほら、若様への振る舞いをまったく償っていないではありませんか。貴方はただ敗北して死んだだけ。けれど今、奇跡でも起こったのか、貴方は見たところ、記憶や人格を複製した状態で肉体が再生した。貴方を構成していた魂もその核も、明らかに砕かれて消え去ったのに、まだ人のように振る舞える程度には。もっとも、一番肝心な魂が失われているのは笑えるところですけれど、道どう化けには相応しいとも言えますわね」

『……だが、俺は、もう』

　ライドウに抱いていた憎悪も、ジン達に向けた敵意も、既に彼の中にはない。

　どうしてあのような、自分が最も嫌う貴族をなぞったような、愚かな行為に出たのか──。

　正気ではなかったとは言え、恥じるばかりだと肉塊は思った。

「敗北も、今の状態も。どちらも愚ぐ行こうに対する罰ではありませんわ。貴方の弱さが招いた、単なる結果。ああ、こう考えればいいのかしら。貴方は〝償うために〟奇跡を得たのだと」

『何を、言っている。それに今の俺には償いとして差し出せるものなど、何も……。だが謝罪を望むならライドウにもあの生徒達にも手をついて謝ろ──』

「命で結構ですわ」

『!?』

「無念の死ですもの。全くもって償いとしては足りませんけど、奇跡に免じてそれで許してあげます。貴方に叶えたい願いがあってよかったですわ。……せめて果たせぬ願いを抱いて消え去りなさいな」

　肉塊が大きく震える。

　澪が、そう言い放ち、笑ったからだ。

　無邪気で、思わず見惚れそうで、艶つやがある。

　それでいて──。

　肉塊の持つイルムガンドの記憶にとって、生涯感じた事のない凄せい絶ぜつな恐怖を喚かん起きする笑顔だった。

『っ！』

　体に鈍く響く大きな衝撃を受けて、肉塊は自分の腹を見る。

　大きな穴が空いていた。

　澪の人差し指と中指が、肉塊に向けられている。

『馬鹿な。俺の体、魔術への抵抗力は……』

「凄く強くなってますわね。一撃で跡形もなくす気でいたんですけれど。闇属性にも耐性があったとは少し驚きました。それも奇跡で獲得したのかしらね、償いの時を十分に味わえるように」

『ライドウは、そこまで俺を憎んでいるのか！　俺が奴を憎んだからか、だからあいつもっ!?』

　またも響く衝撃。

　今度は胸に、丸くくり抜かれたような綺麗な穴が空いた。

「若様が貴方を？　うふふ、愚かも度が過ぎれば可愛げがあるものですのね。若様は貴方の事など、たまたま蹴り飛ばした小石程度にしか思っていませんわ。その生死にも、当然さしたる関心など持っておられません」

『っ!?　な、ならばどうして、お前は……』

　ライドウの命令でないのなら、どうして従者である澪がこんな真似をするのか。

　肉塊にはそれがわからなかった。

「私が貴方を許せないからに決まっているでしょう？　若様のご命令なら助けもしますけれど、そんなお言葉はありませんでしたもの。識に無力化を命じていた気もしますが、それは貴方が死ぬ前の話ですし」

『だが、そう命じたのだろう、奴は！　ならば──』

　肉塊はもう理解していた。

　勝敗を。いや、これは最初から勝負ですらないと。

　何をどうしても、絶対に自力で切り抜ける事は出来ないと。一向に再生が始まらない、体に空いた二つの穴の存在が、これ以上ないほどに彼ひ我がとの力の差を表している。

「でも……若様は貴方が死んでも特に何も言いませんでしたもの。それは、死んだとしても仕方ない、イルムガンドホープレイズの命は若様にとってその程度のものだったという事でしょう？　なら、奇跡の再生を私がなかった事にするだけですもの。問題などありませんわ」

『俺は、死ねない。こんな所で、たとえ拾った命であっても理由もわからずに──!?』

　腹、胸、そして。

　人型の頭に向けられた澪の二本指。

　その後も何度か、鈍い衝撃が舞台に響く。

　既に無人と化したその場所は、誰の目にもつく事はない。その低い音を聞く者もいない。

　澪はそれもよくわかっていた。

　イルムガンドだったモノの処理を終え、闘技場を出て識の後を追おうとした澪が、不意に立ち止まる。肉塊との会話を思い出したからだった。

「リミア、響……。かわいそうに。あの程度の力で勇者と同名だなんて、あの娘も災難ですわねえ。次に会ったら料理人への転職を勧めてあげましょうか」

　彼女の記憶に残っている名前、響。

　確かリミアから来たと言っていた黒髪の娘を、澪は思い出していた。

　しかしそれもわずかの事。

　主である真からの命令に戻るべく、彼女は識と合流したのだった。
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　あれからもう三日。

　学園都市は未だ混乱の中にある。

　魔族の仕業と思われる変異体騒動は、結局初日から今日まで彼らの意思が今一つわからないまま進行していた。

　初日は避難先の一つである亜人のスラムで一夜を過ごした。

　その日の夜、スラムを少し抜け出して、亜空で皆と合流した時の情報交換では特に新しい報告もなく、あったといえば商会の流通手段である転移について、ルトが何か手を打ってくれるようだ、と巴から聞いたくらいだろうか。

　二日目は状況が悪い方に動いた。

　大きくは二つ。

　一つは街の通信ネットワークが機能しなくなった事。

　周辺都市からの情報も入らなくなり、外部への情報の発信も、返信がないため届いているかわからない状況となった。都市内での念話一つとってみても、かなり距離を詰めないと届かない。

　発信する人か受け取る人が優れていても一～二キロ、両者ともに優れていても三キロ程度離れてしまったら通信出来ないという状況。現在進行中で悪化しているらしい。この街の広さを思えば、かなり不便を強しいられる妨害だ。

　隣の都市との情報交換すらままならない。まさに陸の孤島である。

　通信妨害の原因は、街の各所に相当数仕込まれた魔術装置だった。これは識が調査してくれた。

　一つ見せてもらったけど結構小さい。五百ミリのペットボトルと同じくらいの大きさで筒状。

　これが街の中にも外にも大量に設置されていて、念話の妨害効果を生み出しているらしい。

　今回の騒動のだいぶ前から、建物の柱の中やら床の下やら土の中やら色々な場所にあったようで、起動する前は反応がなく探知出来なかったと識やライムから報告があり、事前に発見出来なかった事を謝罪された。

　とは言うものの、起動してない装置まで見つけられたら結構凄いと思う。

　話を聞いた時、長い時間をかけてせっせと装置を仕込んでいたのであろう魔族に、妙に感心した。

　地道な作業をこつこつこなしたんだろう、真面目な人達だ。

　何となく、大作のドミノを想像した。ドミノよろしく全部壊してみたくもあるけど、今は自重。

　魔族の念話は使えるように考えられているのか、僕らが使っている魔族式の念話は妨害されない。

　ヒューマンの間で広く使われている、一般的な念話を阻害するだけみたいだ。

　巴から、装置を壊したくなっても少しの間堪えて下さいと結構真顔で言われた。僕らだけが連絡を取り合える今の状況が僕らにはメリットが多いのはわかるし、さすがにそんな事はしない。破壊魔じゃあるまいし、失礼な。

　もう一つは変異体の増加。

　避難している人の中にも、変異体に変わる人が出てきた。つまり、避難先で危険が発生する。良くない状況だ。

　結構な人数が、魔族から供きょうされた薬に手をつけていた事の証しょう左さだろう。

　もしかしたら手当たり次第に薬をばら撒いていたんだろうか。それとも、ある程度は選定したけど、数が単純に多かった？

　どちらにせよ、ただの混乱目的というよりも、学園都市にダメージを与える意図を感じる数がばら撒かれたと見て問題ない。

　避難所なんてストレスの溜まる環境のせいもあるんだろうけど、実際そうした影響で精神が不安定になった所持者の何人かが、イルムガンドと同じような変異を遂げた。

　念話による情報把握が出来ない環境も、不安やストレスを高める一因になっているかもしれない。

　とりあえず、昼に一度従者の皆と話をして、イルムガンドがつけていた首飾りと似た波長を持つアクセサリーを持っている人を割り出し、隔離する事になった。変異体になる可能性がかなり高いからだ。

　被害が広まらないように、アクセサリーを取り上げる作業を従業員にも通達して、僕らが常駐している避難所での被害を少なく抑える事にした。

　初日の夜には、レンブラントさんについているミスティオリザードから、夫妻の無事と商人ギルドの大まかな状況を知る事も出来た。

　二日目には魔物との戦闘経験のある用心棒や傭兵などを集めて部隊を編成、変異体の脅威を取り除こうと動き出したらしい。

　守勢ではなく攻勢に出たのには、レンブラント夫妻の影響も大きかったと報告を受けた。

　攻撃的に思えたギルド代表は、商会代表や従業員を含めたギルド関係者を集め、編成した部隊に守らせる策を提案したらしい。

　店舗や品物、それに商人自身も含めてそれなりの被害が出ている事が影響しているのか、彼の本来の気質がそうなのかは不明。

　また市街地では、無事な店舗を標的にして、残念ながら略奪なども起こっているとの事。

　夜の報告会では変異体の都市内残数が八十程度、そしてクズノハ商会の者が留まっていなかった避難先で、新たに変異体が現れ、結果、壊滅してしまったところもあるらしい。不幸にも戦闘出来る人がいなかったんだろう。

　学園は各避難所に何の対応もせず、変異体を排除する事に集中しているから、新たに発生してしまった場合、自衛出来ないと内から崩壊する。

　ここまで計算して魔族はこの騒ぎを起こしたんだろうか。もしかしたら、本気で街を壊滅させる気でいるのかもしれない。

　学園側の勢力としてはパープルコートや一部講師が部隊を編成し、学園長他の指示で動いているようで、何体かの変異体の排除に成功しているらしい。

　結果として数は増えてしまっているけれど、徐々に盛り返して来ている、その兆きざしにも思える。

　対処法を確立すれば、倒す効率も上がるんだから。

　各国からの援助、そして軍隊の派遣は、到着するのが早い所で明日周辺都市に入り、明後日ロッツガルドに入る予定。ただし、念話による途中の確認は出来ていないので、あくまでも各国が初日の連絡通りに動いていればの話だ。

　途中、お偉いさんから巴に呼び出しがかかり、転移による援助物資と兵の輸送が提案された。

　なるほど、確かにあんな便利な転移を見せられたら無理もない。

　対応したのは巴でルトも傍にいた。

　長距離の転移についての魔術的な制約について、もっともらしい話をして困難だと言いくるめたらしい。僕なら頷いていたと思う。

　それに、何でもあの脇差には使用制限があって、一度解放して使ってしまうとその日以降しばらくは使えなくなり、無理に使用すれば破損の恐れがあるらしいとも言ったそうだ。

　なるほど。人じゃなく道具のせいにすれば色々やれるんだな、と思った。

　アドリブでこんな事を思いつけるんだから、長生きしている竜というのは凄い。

　で、巴の話では今日からいよいよ動き始めるらしい。

　この騒ぎが終われば、商人ギルドやらリミアのヨシュア王子やら次の面倒が待っている。

　それでも、停滞していたここ数日みたいな、待つだけの日々よりはマシだろう。

　避難している人達と違って念話は通じるし、脅威も感じていない、更には亜空に適度に移動している僕でも、閉塞した状況にはストレスを感じるから。




「──感じるから。と。僕の三日分の日記としては長い気もするけど、こんなもんかな。誰に見せるもんでもないしね」

　だいぶ端折はしょったけど、僕の覚え書きにでもなってくれればそれで良い物だ。

















　これでも日記はこっちの世界に来てから毎日書くようにしてる。意外と続くもんだと我ながら感心するほどだ。

　ペンを置き、一つ大きく伸びをした後、スラム内にある、亜人が用意してくれた一室から出た。

「あ、ライドウさん。今日は静かなものですよ。特に騒ぎも起こっていません」

　部屋を出た僕に声をかけてきたのは、人と同程度の身長の、直立した猫だった。

　意外にも体毛は結構薄く、亜人の範はん疇ちゅうらしいんだけど顔はほぼ猫。実にラブリー。猫は正義。

　語尾は「にゃ」じゃないが、そこは妥協だ。

　このスラムをまとめている人で、以前商会でここに住んでる亜人に薬を都合した関係で彼ともそれなりに親しくしている。

　連絡は森鬼のアクアとエリスを介する事が多く、僕とはたまに直接話す程度の間柄だ。

　店にはちょくちょく出入りしているようだから常連さんの一人でもある。

　スラムにいるからお金を持っていないかと言えばそうでもないらしく、貧乏だけど生活は何とか可能な程度には稼いでいるようだ。

「おはよう。ヒューマンとも摩ま擦さつがなくなってきているみたいで良かったよ」

「心配していた程の争いはなかったですね。依然、外が危険な事もあるんでしょうが」

　スラムのまとめ役は、複雑そうな笑みを浮かべる。やはり、亜人とヒューマンの関係が万事うまくいっているわけではないみたいだな。

「気苦労をかけるね。外の様子については、事態の好転を願うしかないね」

「いえ、お気になさらず。しかしあの化け物、気配の察知が難しいのもいるから警戒にも気が抜けません。避難してきているヒューマンの件もあるし、こんなピリピリした毎日は早く終わって欲しいものですよ」

「ほんとにね。……これを機にロッツガルドのヒューマンも、君達との関係を見直してくれれば良いんだけど」

「無理でしょう。彼らは女神様に愛された種族で、私達亜人はその奉仕者である。これがヒューマンの常識で、神の教えです。一度身に付いた立場に対する考えというのはそう簡単には変わりません。しばらくは施ほどこしなど渡そうとしてくるヒューマンもいるかもしれませんが、いずれ大方のヒューマンは元通りになると思います」

　猫──名をボウルという──は、寂しそうな笑みを浮かべる。確かまだ若いはずだけど、大人びた考え方をしている。達観してるんだなあ。

「喉元過ぎれば熱さを忘れる、か」

「え？」

「いや、何でもないよ」

　ならいいのですが、と前置いて、ボウルは口を開く。

「最近は我々も自分の力を仕事に繋げられないか考えるようになっています。今回関係を持ったヒューマンの一割とでも、今後も互いに利のある繋がりを持っていければ、この騒動もただの嫌な記憶で終わらずに済みます。我々にとっては、ですが」

　苦笑いを見せる様子もつい見つめてしまう。癒やされる。

「だよね。今日は僕とアクア、エリスは外に出る。一応何人かは残していくから連絡があれば残った人にお願い」

「……外へ、ですか。わかりました。お気をつけて」

　猫の髭ひげと耳がぴょこんと動いて僕の言葉への驚きを示す。

　うむ、猫、良い。

「うん、そっちもね」

　ボウルとの会話で少し癒された。そして、猫の魅力を再認識出来た。

　妙な満足感を覚えながら、半分崩れた建物から出る。

（アクア、エリス。学園に行くよ）

　念話を使い、会話ではなく指示を送る。

　お庭番を彷ほう彿ふつとさせる早さで、二つの影が僕の前に現れた。

「おはようございます、若様。今日は攻めに転じるのでしたね」

　礼儀正しくアクアが挨拶をする。

「おはようございます。周辺に変異体の気配はないです。安全」

　仕事をしてました、と言わんばかりのエリスの言葉が何となく疑わしい。こういうときに嘘は言わない子、と信じているけど。

「そう。仕事ご苦労さま。学園長に会ったあと、変異体討とう伐ばつ部隊に合流するよ」

「識様と澪様もでしたね」

「豪華メンバー」

「基本的には僕の周囲を警戒しながら隠れていてくれていいから。何かあれば念話で教えて」

『はい』

　他の国の勢力が介入してくる前にある程度の存在感を見せる、のが討伐部隊合流の第一義らしいから。

　といっても、僕の場合は安全が第一。避けられる戦闘は避ける。

　作戦はやっぱり、命を大事に、だね。

　万に一つもないとは思うけど、自分が死にでもしたら、亜空に暮らすみんなの命を道連れにするかもしれない。であれば、防御を最優先するのが僕の選択。

　亜空が僕とどこまで関係するのかがしっかりわかれば対応も変えるかもしれないけど、今はね。

　僕の指示を受けて、再度姿を消した森鬼コンビ。

　さて、行きますか。

「クズノハの旦那！」

「っ」

　誰だ。

　出口に歩き出した僕を呼び止める声。『クズノハの旦那』とは、ここに避難している人が僕を呼ぶときに結構使う名称だ。

　振り返るとそこにいたのは、娼館で出会った女性。

［ああ、おはようございます。エステルさん。お元気そうですね］

　坊やで始まりセンセイになって、今は旦那と呼ばれてる。これだけ呼ばれ方をころころ変えられたのはエステルさんが初めてかもしれないな。クズノハの旦那もこの人が言い出した気がする。相手との距離感や間柄の小さな変化で、呼び名をぽんぽんと変えるタイプなのだろう。

「おはよ。なんか堅苦しい挨拶だねえ。私なんぞに気を遣う必要なんてないのにさ。こっちまで気を遣うさね」

［すみません。性分なもので］

　と言うか、基本的にヒューマンに対してはこんな感じなんだよな、僕は。とにかく事務的な対応に徹してしまっている。

　ヒューマン社会に加わろうと一応思ってはいるのに、そこに深く関わる気はもうあまりない。

　なんだろうな、この感じ。

「……ふぅん。あ、呼び止めたのはさ、昨日回収した装飾品、今日も見かけるようなら集めといた方が良いのかい？」

［そうですね。あれが今回の騒動の原因の一つかもしれません。詳しくは学園が調査しない事にはわかりませんが］

「わかった。やっとくよ。で、今日は外かい？」

［ええ。スラム内も落ち着いてきましたので、学生と現在の街の様子を確認しに学園へ］

「あっさりそう言えるのが大したもんよ。あんたに言う事でもないだろうけど、命は一つ、慢心や驕おごりは寿命を縮めるだけだからね。気を付けるんだよ」

［ご心配ありがとうございます。それでは、ここはお任せします］

「それとね。今回の騒動が無事に終息したら、ウチのボスに旦那の事を話しといてやるから。多分、礼がもらえる。それから今後の儲けにもなると思うよ」

［小さな商会でお恥ずかしいですが、よろしくお伝え下さい］

　娼館のボスって、マフィアとかヤクザとしか思えないけど。そんな裏社会の人間と繋がって大丈夫か？

　まあ、今度はちゃんと巴か識を連れていけば、何かあっても安心か。

　頭を下げてエステルさんとの会話を終える。

　スラムの出入り口を守る、簡素ながらも武装した亜人に外に出る旨を伝えて通りに出る。

　たかだか数日だと言うのに、随分と荒れたもんだ。

　耳を済ませば、どこかで戦いの音や悲鳴、泣き声が聞こえてくる。

　非日常だと思うけど、三日目ともなると慣れてきたな。

　住民に広がっている不安は、状況がわからない事、そしていつ襲われるかわからない事に由来している。いつパニックが起きてもおかしくない。

　僕は普通に念話を使って状況は把握しているし、変異体や学園の部隊の位置はアクアとエリスが知らせてくれるから避けていける。だから、この状況にも不安は特に感じていない。

　ここからは積極的に動くから、商人ギルドのレンブラントさんやジン達生徒にも久々に会えるかもしれない。

　むしろ、僕は今不安よりも明るい気持ちを感じている。

　識からリミア王のお褒めの言葉は聞いているだろうから、彼らの喜びようを、是非、直接聞いてみたくもある。

　情報がアクアやエリスから入るたび、迂う回かいして変異体やヒューマンと遭遇しないようにしながら、僕は学園へ歩を進めた。





　　　　　◇◆◇◆◇






「臨時講師ライドウ！　貴様、この非常時にどうして学園におらんのだ！」

［申し訳ございません。学園長が変異体を排除すべく動かれていると従者より聞きましたので、無事な従業員を集め、住民の避難に努めておりました］

「馬鹿な！　住民など！　変異体を討ってしまえばそれで終いではないか！　その避難に、臨時とはいえ講師であるお前が連中の避難にいちいち手を貸す必要がどこにあるか！　貴様は私の指示に従う立場であろう！」

　学園に到着し、学園長含め来賓が避難しているシェルターを訪れた途端、烈れっ火かの如く罵ば声せいが飛んできた。

［はい。勝手を致しました。念話も満足に使えない状況になりましたので、遅ればせながらご報告をと考え、直接学園まで参りました次第です］

　学園の中庭地下にあるシェルター。他のどのシェルターよりも強固な作りになっているらしい。

　たくさんの人を収容出来る広さはなく、代わりに外の状況を把握出来るよう、色々な機材が設置されていた。緊急用の司令室だね。

　居住用の部屋が幾つか併設されており、皆、基本的にはそちらで生活しているようだ。

　部屋には学園講師や、ここの運営に必要と思われるスタッフが数名。

　広さよりも質を重視した造りとでもいえばいいのか。

　さすがに優れた念話術の使い手を置いているのか、絶え間なく指示や連絡が飛び交っている。街中に散っている複数の部隊と同時に交信しているっぽい。

　そこで、僕は今、怒鳴られている。

　学園長の勢いたるや、血管が切れるんじゃないかってくらいに激しく、今も僕を罵ののしる様さまは、商人ギルド代表よりも辛しん辣らつであり、収まる気配もない。

　だけど僕は、あの時のように狼狽える事もなく、彼の怒りを聞き流せている。

　これからどうすべきかがわかっているのも大きいし、焦る必要が何もないのもわかっているから。

　怒鳴るならせめてここではない部屋に移動してから怒った方が、他の人の邪魔にならないんじゃないか、なんて思う余裕すらあった。

「周辺都市の二つは完全に沈黙しておる。状況もまるでわからん。よいか、これは学園都市始まって以来の最悪の非常事態だ！　なのに、貴様、貴様は……!!」

　いや、そう言われてもな。

　たかが臨時講師一人にどこまでの期待をしているんだ、この老人は。

　学園の戦力として数えられるのは、僕の立場からして当然だと思うけど、それだけでここまで言われるか？

　まさか生徒がそれなりに戦えたから、その講師は変異体をひとりで全滅させられるほど強いとまでは思ってないだろうに。出来るけど。

　これほど手元にいない事を怒られるとなると、紫部隊パープルコートは戦果以上に被害や疲弊が酷いんだろうか。

　そこまで詳しくは聞いてないから、後で他の人にでも聞いておくか。

　学園まで来られずに死んだ講師だっているだろうし、とうに逃げ出した講師もいると思う。

　後者はクビにされても文句は言えないけど、前者に対してもこの人は足あし蹴げにするくらいはしそうだな。

　横に置いているのが巴で良かった。澪だったら宥なだめるのに一苦労するところだったよ。

　生徒にも会いたかったから、澪と識には後で迎えに行くと伝えて学生寮の一つに待機してもらっている。何度か変異体の発生があったみたいだけど、問題なく隠密に処理したとのこと。サンプルも無事回収出来、亜空に送れたらしい。

　五体くらい集まったらしいから、数はもう十分だな。

「学園長。彼は我々を避難させてくれた上、危険の中、再び学園まで戻ってきてくれたのです。どうか叱しっ責せきはそこまでに」

「っ！　……リリ皇女、それに彩律殿まで」

　学園長の怒声が止まる。

　見れば、知った人が二人並んで立っていた。

「学園長。私からもお願い申し上げます。今は彼の行動を問うよりも、この事態の解決に協力してもらうのが肝かん要ようかと」

　彩律さんも僕を庇ってくれた。

　この二人に咎とがめられると、学園長のトーンも幾分か収まった。

「それは当然わかっております。ですが、学園を束ねる私としましては、彼の軽率な行動は見逃せないものでしたので……」

　よく言うよ。学園長だって避難する時は自分の事しか考えてなかっただろうに。今はいないみたいだけど、あの秘書さんの肩まで借りてさ。

　助け舟を出してくれたリリ皇女や彩律さんの方がよっぽど落ち着いていたよ。

　戦況が思わしくないからか、学園長は随分と荒れている。素がこうだとすれば、とてもエリート学園を束ねるお人柄には見えない。

　あれか？　能力は平凡だけど政争は得意ってやつ？

　力や権力だけが突出して似合わない地位にいる、と言うならむしろ親近感を感じ……ないな。

　多分同族嫌悪の方だろう、少なくとも力になりたいとは思えないから。それに僕は権力争いの渦中になんていたくないしね。

「どうか私達に免じて、とはいきませんか？」

「お願い申し上げます」

　頭こうべを垂れる二人に、学園長は頭を掻かきながら渋々了承の意を示した。

「……お二人にそこまで言われてしまっては……。わかりました。では、臨時講師ライドウ」

［はい］

「お前にはロッツガルドの北東区画の変異体討伐を担当してもらう。自身の商会の従業員を使っても構わん。良いな、見事、汚名返上して見せよ」

　わお、参加じゃなくて担当かよ。さらっときつい事を言ってくれるね。

［必ずご期待に──］

　とはいえ想定の範囲内。

　了解して頭を下げようとした時。

「あの戦い以来、眠りこけて使い物にならん生徒どもも、起きるようなら使っても良い」

［わかりました］

　余計な一言を言う人だ。

　少しイラッとした。

　ジン達は別に調子が悪いわけじゃない。アベリアにしてもあの日の内に負傷については識が完治させている。一日休めば十分動けただろう。

　学園長が直接言ってくるとは予想してなかったけど、ジン達自身の暴走や一部の生徒、講師の暴走で彼らが戦う羽目にならないように、澪と識が現場の雰囲気を察して眠らせていただけだ。

　ちなみに僕も許可した。

　去っていく学園長を、僕は頭を下げて見送る。

　北東ね。

　いきなりきました商人ギルド。それなりに優先順位の高い区域なんだろうと思う。

　そこを僕らに任せるって事は……よほど切羽詰っているんだな。

　学園の部隊は、最優先で解放したい学園関係施設で既に手一杯か。本当に良くない戦況みたいで。

　巴もだいぶ待たせちゃったな。そう思い、彼女を見やる。

　僕の視線に気づいた巴は、黙ったまま軽く頭を下げる。

　ただそれだけ。

　あれ、こいつの性格なら軽口の一つでも叩くと思ったのに……ああ、まだ二人がいるからか。

［皇女様、それに彩律様。ありがとうございました］

「礼には及びません。貴方には文字通り命を救われたのですから。帝国の勇者様もこちらへ向かっておられるはずなのですが、未だ到着の兆しはなく、この街の住民の皆様にも申し訳なく思っています。少し前まで、念話は無事に通じたはずですが、状況はわからぬままで……」

　リリ皇女が複雑な表情を浮かべて応える。

「貴方には助けて頂いた恩がありますから、お気になさらず。こちらも初日の念話が通じてさえいれば、飛竜隊による援軍と物資が明日には到着するはずなのですが」

　……なるほど。

　巴が今日動くと言ったのは、彩律さんとこの飛竜が明日来るから、か？

［ロッツガルドでお二人が傷付く事がないよう、私も全力を尽くします。ご安心ください］

「嬉しい言葉ですね、ライドウ。是非帝国に戻る前に一度、貴方と話をしたいと思っております。落ち着きましたら使いを出してよろしいかしら？」

　リリ皇女が笑顔で提案してくる。

　……勇者のいる国の皇女様か。

　リミア王はだいぶ勇者の影響を受けているような様子だった。

　この人もそうなんだろうか。

　商人の、つまり平民の僕にそれなりに親しげに接してくれるあたり、日本人の影響を受けていると思えなくもないような……。

　とんでもない権力の持ち主には間違いないから、下手に会って失敗はしたくない。

［もちろんです。こちらに控えております巴と共に是非伺わせて頂きます、皇女様］

「……。ええ、楽しみにしていますね」

　良かった。

　既に知り合いである巴と一緒なら、気まずい沈黙の心配もいらない。

「ライドウ殿、変異体とやらは学園の精せい鋭えいをもってしても苦戦する恐ろしい相手。どうかお気をつけて」

［巴もおりますので大丈夫です。彼女はとても強いですから。ご心配頂きありがとうございます、彩律様］

「彼女もお連れになるのですか？」

　彩律さんが驚いた表情で問う。

［学園長は従業員も使ってと言って下さったので。頼れる部下ですよ、巴は］

「確かに。この数日、安心して過ごせました。あまりお引き止めしてもいけませんね。ではライドウ殿、ご武ぶ運うんを」

［ありがとうございます。……いくぞ、巴］

「はっ」

　地下から出ると、明るさに一瞬目がくらむ。

　シェルター内にも光量はそれなりにあったけど、やっぱり外の明るさとは全く違うから仕方ない。

　目を慣らしながら、避難所になっている学生寮の一つに急ぎ足で向かう。

「まずは良い出だしですな。では、澪と識を迎えに行って、さっさと片かたしてしまいましょう」

［そうだな］

「あの学園長相手にも落ち着いた立ち回り、思わぬ助け舟もありましたが上々です。帝国の皇女との席に儂を伴う旨を伝えたのも良かったかと」

［何か妙に落ち着いて対処出来たよ。北東の掃除が始まってからで良いから、お前が来賓の方々に転移についてどんな説明をしたかもう一度教えてくれ］

「御意」

　ボロを出すなら僕からだと思うから、少しでも予習復習しておかないと。

［お前とルトが描いた画え、楽しみにしてるよ］

　きっとエグい部分もあるだろうけど、僕のプラスにならない事はしないと信じているから。

　力を行使するならそれも受け入れて、少しずつ慣れていこう。

「お任せを。当面、若は商人ギルドでの振る舞いをお考えくだされば。先ほどのような対応、期待しておりますぞ」

［善処するよ］

　北東になったからこればかりは仕方ない。

　代表と再会してしまう、じゃなく。

　レンブラントさんにも会える、とプラスに考えよう。

　スラムを出る時に思った、生徒の様子を見るのとレンブラント夫妻に会えるのと、どちらも叶うんだから幸先は良い。




　後々に、各国からの援軍が到着し始める四日目じゃなく、三日目が反撃の開始、つまり分ぶん水すい嶺れいだったと──。

　クズノハ商会の活躍を交えて街の人に記憶してもらうとしよう。
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　学生寮の雰囲気は他の避難所と大差なかった。

　広めのロビーに、生徒が大量にいる。

　一部は外に出たり、寮内の作業をしているようだけど、全体に疲労感が漂っていた。

　寝ているジン達を含め、負傷者の治療や看護に使われている場所に識と澪はいた。

　こちらに来ようとする彼らを制し、巴と一緒に僕の方から近づいていく。

［お疲れ、識、澪。学生達、だいぶ疲れているみたいだね］

「若様。昨日数人が変異体になったせいで自室に戻る事も出来ず、今日は皆かなりのストレスを感じているようです」

「退屈でしたわ。誰も彼もが『ここは大丈夫なのか』と壊れたおもちゃみたいに同じ事ばかりを喚いて」

［澪、少し言葉を選べ。こんな事件、初めてなんだから、彼らの不安は当然だよ］

「す、すみません……」

　辛辣な言葉を吐いた澪に少し注意。

　ここには文句を言う元気のある連中もあまりいないようだけど、無用な反感は避けたいから。

「ま、それも今日までじゃよ。二人とも、準備は良いな？　動くぞ」

　巴の言葉に二人は頷く。

［ならジン達を起こせるか？　少し話をしておきたい］

「先ほど目を覚まさせました。体の鈍りはともかく、若様と話をするのに寝ぼけた状態では困りますから」

　識、仕事が早いなあ。

　考えてみれば、僕が来てから起こすよりそっちの方が効率いいよね。

［じゃあ、今彼らはどこにいるの？］

「あちらに。健康状態のチェックを受けているところです。もう戻るかと」

［なるほど。なら皆はここにいてくれ。すぐ出れるようにしておいて。僕はちょっと彼らと話をしてくるよ］

　そう言って従者の皆の首しゅ肯こうを確認すると、保険医よろしく白衣をまとった人と話をしている懐かしい顔がいる場所へ移動した。

［久しぶりだな、ジン、皆］

『先生！』

　おお、見事にハモった。

　息ピッタリだな。

［二日も寝ていたようだな。体調はどうだ？］

「もう、大丈夫です。まさか二日も寝てたとは思いませんでしたけど、体調は万全です」

　ジンは身体の各部を確認するように動かしつつ、大丈夫だと答えてくれた。

「状況は、どうなったんですか？　まだいつも通りじゃないみたいですけど」

　イズモは周囲の様子からやや不安を感じているようだった。

「家族と連絡が取れないんですが、先生は何かご存知ですか？」

　口々に質問を浴びせてくる生徒達。

　あまり答えて状況を教えるよりも、やるべき事をはっきりさせる方が先かな。

　というか、ダエナには奥さんと子どもがいたんだった。

　聞かれて思い出した。完全に失念してたよ。

　無事なのか？

［落ち着け。目が覚めたとはいえ本調子なわけがない。言っておくが今日いきなり動くなど、自殺行為だぞ。外には変異体がまだかなりいると思われる。未だ状況は打開されないままだ］

『……』

［学園の部隊による変異体の討伐が進行中、つまり学生の外出は未だに制限されているのが現状だ。せっかく無事でいるのだ。大人しくここにいろ］

　うーん。

　ダエナとレンブラント姉妹がかなりまずい。動く気満々の顔をしている。

［ダメだぞ、そこの三人］

『っ!?』

　個人名を出さずに釘を刺したのだが、三名は自分だと感じたらしく、表情をこわばらせる。

［シフ、ユーノ。ご両親は無事だ。安心して、ここでもう少し休息を取れ。ダエナ、そちらの家族については調べておく。くれぐれも勝手に動くな。落ち着け］

　僕の筆談を確認してもなお、三人は不服そうな顔をしている。

［識から聞いていると思うが、お前達はあのリミア王からお褒めの言葉を頂いているのだ。無理に生き急ぐ必要などない。今はとにかく冷静に行動するように］

「でも、街がまだあいつらにやられているんでしょう!?」

　ジン……困ったな。こいつも完全にやる気か。

［行きたいか？］

　僕が問う。

「……はい。俺達でも少しは力になれます。イルムガンドとだって、戦えました」

［なら、その間にここが攻撃されたり、変異体が新たに出現したら、学生寮の者達は皆殺しになるな。変異体は昨日、新たに生徒の内からも発生したそうだぞ］

『っ!!』

　自分達が寝ている間に発生した事件を聞かされ、ジン達に緊張が走る。

［私達は学園長の命令でこれから北東区画に出なければならない。つまり、ここを離れるんだ。……ジン、それでも行きたいか？］

「……」

［私としては、お前達にはここで他の学生を守って欲しいと考えている。外へは識と澪も連れて行くので、どうしても手薄になってしまうからな。どうする？］

　本当は万が一のため、アクアとエリスは残しておくけれど、それは伏せて伝える。

「……残る」

［ん？］

　再度、問う。

「残りますよ！　皆と協力すれば何とか、いえ絶対に何とかします」

［頼もしいじゃないか。任せたぞ、上手に出来たらリミア王にも活躍を伝えてやろう。では、また後でな］

（アクア、エリス。悪いがこの寮を守ってくれ。もしジン達が外出したらついてやってくれ）

　隠密行動をしているアクアとエリスに念話で指示を送る。

（わかりました）

（了解です）

　変異体の感知は識にお願いしよう。

　上手く生徒達の士気を上げて、巴、澪、識の所に戻る。

［お待たせ。行こうか。識、悪いけど周辺の感知を頼むね］

（それと悪いんだけど、後でダエナの奥さんと子どもがどうなっているか調べてくれる？　すっかり忘れてた）

　内容が内容だけに、後半は念話で。

「わかりました」

（ダエナの家族については確認済みです。アルケーに密かに守らせている闘技場に、エヴァとルリアともども匿かくまっています）

　……すご。

　僕は最近、無力な人達への考え方が変わりつつある。

　人は力の有無を問わず、等しく平等であり、人権を持つ。

　それが、今までの僕の考えだったんだけど。

　もちろん暴力に対して無力だからと彼らを責める気はない。

　ただ、暴力に蹂じゅう躙りんされるのもまた仕方ないと思えてきている。

　強くなるための時間を他の事に費やした結果なのだからと。そうして失われる命にあまり気を配らなくなってきてると思う。

　馬鹿げている、とも思う。

　僕だって弓を射る以外、何の才覚もない子どもだったのに何を思っているんだと。

　だけどそんな考えが止まらない。

　時々、自分の考えに戸惑いも覚える。

　だから、強者の側にいながら、弱者である生徒の家族までフォローしてくれた識に心から感謝し、驚いた。

　有難い。

［じゃ行こうか。まずは商人ギルドだ］

　二日ぶりながら夫妻は共に健在、ミスティオリザード二人はよく護衛を務めてくれている。

　変異体の駆逐をお土産にして、ほんの数日前に、苦い経験をした場所に向かった。
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　殲せん滅めつ戦。

　ギルドまでの道のりはまさにそれだった。

　無力化も特に指示しなかったから、巴に話を聞きながら澪と識が襲いかかってくる変異体をそれこそ踏み潰すみたいに蹴散らしていった。

「奴らの顎あぎとを食いちぎれ、って感じ」

　思わずそんな事を口にした。

「復ふく讐しゅうの女神の裁きのもとに、ですか？」

　何故か識が反応した。何故彼がこれを知っているのか。しかも解釈を間違えてるし。

「女神？」

　澪まで反応した。

　こっちは女神というフレーズに反応したみたいだ。

「識、カラシニコフはあの女神の事じゃない。彼らが復讐に用いる銃──ＡＫ74の設計者の名前だ」

「ほう、そうでしたか。てっきり私は女神の名前なのかと思っておりました」

　記憶から再現された本の中には漫画も結構ある。しかし、識があれを読んでいたとは予想外だった。

「澪、女神といってもあの女神じゃないからな、気にしないように。何がどう忙しいのか知らないけど、ルトが言うにはあいつも今忙しいらしいから」

　巴を見る。

「理由までは存じませんが、こちらに構ってはいられないようですな」

　これだって結構な事件だと思うんだけどね。

　あいつの考えはロナ以上にわからないから。

　そんな事を変異体の討伐がてら話していると、ギルドまではもう少しの所まであっと言う間にやって来た。

　道中、ここまでに十五の変異体を片付けた。

　識の感知だと、商人ギルドから出た部隊が数体を相手に戦っているみたいで、ギルドは特に襲撃を受けていないらしい。討伐の名目がある以上、特に変異体を避けるような事はせず、来るもの拒まずで蹴散らしているからこの区域の変異体は残り僅か、のはず。

「識、残りの変異体は？」

「交戦中の個体を除いてですと、あと六体ですな」

「思ったよりいたね。ギルドに到着する方が先になりそうか」

「若様、もしお望みでしたら私が行って片付けておきましょうか？」

「ありがとう澪。でも大丈夫。気持ちだけもらっとくよ」

　うずうずしている風の澪を落ち着かせて、ギルドを目指す。

　ふと、疑問が一つ浮かんだ。

　あの女神、名前は何ていうんだろ？

　月つく読よみ様とも知り合いのようだし、僕でも知っているような名前の女神なんだろうか。

　嫌だな、もし良いイメージの女神がアレだったら。

「若。リザードマンが出迎えてくれています。レンブラントも一緒ですな」

「巴、今は良いけど呼び捨ては駄目だからな。それと澪、ギルドの代表に会っても何もしちゃ駄目だ。良いね」

「お任せあれ」

「……もちろんですわ。化け物に襲われていても何もしません」

「澪、襲われていたら助けるように」

「……はい」

　なら目を逸そらすなと。

　怖いなあ、もう。

　手を振るレンブラントさんの横にギルド代表、ザラさんの姿。

　あ、軽い目眩めまいと吐き気がする。心拍数が上がるのもわかる。

　間違いなく女神の次に苦手な人だな。かといって、行かないわけにはいかない。

　今日は僕らクズノハ商会にとって大事な日でもあるし……。

　意を決して彼らと合流した。

［お久しぶりです。代表、レンブラントさん。皆さん、ご無事で何よりです。念話の妨害があり遅れましたが、学園長の命により、こちら北東区画の変異体を討伐するべく参りました］

「無事で何よりだよ、ライドウ殿」

　最初に応じてくれたのはレンブラントさん。

　僕の名を呼んでぐっと距離を詰めると、いきなり抱きしめてきた。

「……娘達は大丈夫かね？　戦闘に駆り出されてもいないかね!?」

　小声だが悲ひ壮そうなニュアンスの強い声が、僕の耳に届く。

　息がくすぐったい！

［ご安心を。ご息女は戦場に出たりはしていません。それに夫妻にお付けしたように、頼りになる者を忍ばせてありますので大丈夫です］

　抱ほう擁ようを解かれて、少し彼との間に距離が出来る。

　他の人には内緒で話かけてきたんだろうから、僕も彼にだけ見えるように胸元近くに小さく言葉を残す。

　確かにこんな状況で二日も娘さん達と満足に連絡が取れない状況なら、レンブラントさんは内心気が気でなかっただろう。

　シフもユーノも愛されているなあ。

　僕はいくらレンブラントさんでも男に抱きつかれてあまり嬉しくないけど。

「……しばらくだな、ライドウ。こうやって出てくるあたり、店は無事だったんだな。確か、大通りの中なか程ほどだったか」

　ザラ代表は疲労を色濃く残した顔で僕に話を振る。

　う、声まで苦手意識があるな。情けない。

［いえ、既に破壊されてしまいました。従業員や商品に被害はありませんが、しばらく避難所にて安全を確保していたので、今の店舗の有様はわかりません］

「……そうか。避難所でさえ変異体が潜り込んでいて壊滅するなどの被害が出ている。お前のところは無事だったようで何よりだ」

　ぶ、無事で何よりだ？　予想外な言葉が出てきた。

　学園長と同じく、怒鳴りちらすかと思っていたんだけど……。

　いくら疲れているにしても、磨り減り過ぎじゃないか？

　代表は、限りなく図太い性根の人だと認識している。

『たかが』街が襲撃されたくらいでこんなに変わるか？　それとも、そう見える演技なんだろうか。

　もしや、レンブラントさんが何かやった？　……いや、この状況でその必要は、多分ないと思う。

　一緒に仕切る人物を疲弊させるなんて、自分の首を絞めるようなものだ。でも彼の事だ、後でどこかから賠ばい償しょうを多く取るための布ふ石せきかもしれないな。

　商会としての保険みたいなものはギルドがやっているから、商人ギルドの支部より上の団体か、それかロッツガルド、この街から何かせしめたり出来るとか？

「ははは、この前とあまりに印象が違うか？　こいつは街への襲撃など経験しておらんから疲れておるのだよ。その上、このクーガー殿とガンム殿の力に守られておる現状、ライドウ殿に強気な態度は取れんよ。なあ？」

　代表の変わり様を訝いぶかしんでいたのがバレたのか、レンブラントさんが声を掛けてきた。

　話を振られた代表は、しどろもどろになりながらも反論する。

「う、うるさい！　……だが、こんな強力な魔物を従えるお前達なら、今暴れている連中などとうに全滅させられたのではないか？　どうして今頃にならなければ動けなかったのだ？」

　あ、予想していたのがきた。

　この前とは比べるべくもないけれど、彼の目に探るような鋭い光が宿る。

「ああ、言い忘れていたが、トップのこいつにだけは彼らが君からの預かり物だと明かしてある。その方がスムーズに話が進むと思ったのでね。勝手な真似をして済まない」

　レンブラントさんがすぐに補足してくれた。

　代表だけにしか伝えていないのなら、別に構わない。

［学園の部隊は討伐一色でした。私も当時は闘技場におりまして、色々ありました後、避難所の一つに身を寄せていたのですが、その避難所ですら危険な状況で、学園による早期の対応は期待出来ません。勝手な判断ではありますが、私は商会の従業員と何とか連絡を取り、住民の避難所への誘導と避難所の安全確保を優先していました。何とか落ち着いてきたので今日学園に向かったところ、学園長の命を受け、こちらの討伐への参加を命じられました次第です］

「……そう、か」

　レンブラントさんの表情が曇くもる。今、僕の話した内容だと、シフやユーノもまだ安全じゃないってとられたのかもしれない。

　レンブラントさんの反応が気になりつつも、僕は続ける。

［道中、略奪の痕跡なども見ました。商人ギルドでは被害をどこまで把握しておられますか？］

「こいつの案に乗って、被害状況の把握と怪物の討伐、それに無事な住民の確保を並行して行っている。被害の詳細はわからんが、店と商品はどこも諦めた方が良いと認識している。とにかく、兵力が圧倒的に足りない。金はあるんだ。だが、雇う冒険者や傭兵達の方が頭打ちだ。戦死者が出た分だけこちらの力が削そがれていく。外との連絡も満足に出来ない以上、はっきり言って手の打ちようがない」

　レンブラントさんに顎を向けて答える代表。

　かなり追い詰められているみたいだ。

　髭も剃そっていないその顔は、以前に会った時よりも数段老けて見えた。

　こういった荒事に疎うといザラ代表に、今冷静な状況判断をし続けるのは厳しいだろうな。

　ならレンブラントさんがここにいるのは結果的に配役としては良かったんだろう。

「まったく世話が焼ける男だよ。ライドウ殿がいるから問題ない、こんなものは窮地ですらないと教えてやっているのに耳を貸さなくてね。昨夜など──」

「パット！　お前は黙れっ」

　？

　パット？

　ああ。

　レンブラントさんの事か。確か何かのサインの時に見た覚えがある。

　パトリックレンブラント。

　パトリックだから、パット。

　ファーストネームで呼ばないから、つい誰の事かと思ってしまった。

　続けて醜しゅう態たいを明かそうとするレンブラントさんを、ザラ代表が黙らせる。

「とまあ、商人ギルドはそれなりに疲れが溜まっていたところだね、ライドウ殿。こいつはまだまともな方で、中にいる商人などは錯さく乱らんしている者も少なくない。あまり見られたものではないな。会う必要もなかろう」

　淡々と語るレンブラントさんの言葉に、同情の色はなかった。ただただ辛辣なお言葉だ。

　こういうレンブラントさんは……あまり僕は見てきてないな。

［どうにか間に合ったようで嬉しく思います］

「君から預かった彼らだが、一時は討伐に協力してもらおうと思ったんだ。しかし、どうお願いしても頑かたくなに護衛以外は引き受けてくれなくてね。一度思い切って私自身が外に出てみたんだが、あっさり連れ戻されてしまった。不毛な事になると透けて見えたから早々に諦めたよ」

　あ、そっか。

　クーガーとガンムには、夫妻を守れとしか言わなかったもんな。余計な事は極力しないように気をつけてくれていたんだろう。

　融通は利きかないかもしれないけど、頼れる戦士だね。

［では、ご忠告に従いまして私は中には入らず、このまま北東区画の討伐を続けようと思います。もし連絡がつくようなら、傭兵の方々には戻ってもらっても結構ですよ］

「……やはり、この程度は脅威の内にも入らないかね」

　レンブラントさんの表情が初めて感情による驚きを感じる変化をした。

［既にここに来るまでに十五体程片付けてきました。あとこの区画には──］

『ッッ!?』

　レンブラントさん達の驚愕は無視する。

　筆談を止め、識を見た。

「……まだ九体おります。今のところ、新たな変異体は発生しておりません」

　察して答えてくれた識に感謝しながらレンブラントさんを見直す。

　今の感じだと、やっぱりザラ代表よりもレンブラントさんの方が頼れそうだ。

［という状況です。既に変異体を発生させる切っ掛けになるかもしれない品物も学園が特定しております。従者を一人残していきますのでそちらの回収だけご協力をお願いします。そうだな……巴］

「……っ!?　わ、儂ですか!?」

［彼女が詳細を知っています。避難所内で新たな被害が生まれぬよう、レンブラントさんもお手伝い頂けますか？　それから、ザラ代表も］

「もちろんだ、協力しよう。いいな、ザラ」

「……ああ。内から奴らが出ないようになるなら、喜んで協力する」

　素直だ。

　ザラ代表は、このくらい疲れていれば僕でも話せそうだな。

　スラムの亜人ボウルが言ったように、危機がすぎればその事を忘れてしまうかもしれないから、今だけのレアな姿だとは思う。

［では、我々は失礼します。討伐が終わりましたら再び参ります］

「ライドウ、部隊とは連絡が途切れがちだ。済まないが、お前が見かけて帰還指示が届いてないようなら直接伝えて欲しい」

［わかりました］

　本当に凄い変わりよう。

　済まないが、だって。

　一度だけ振り返って、何事か不満を口にしながらレンブラントさんに案内されていく巴を見る。

　……ごめん。

　識かお前か少しだけ迷ったんだけど、転移云々が話に出てくる可能性があるなら巴の方が良いかなって思って。……澪だとちょっと怖いし。

　心の中で密かに巴に謝罪。

　早めに片付けて迎えにいくとして……そうだ、昼過ぎには一度学園にも連絡を入れておこうかな。

　あ……ちょっと良い事思いついた。

「澪、識」

　二人に手招きをする。

　少し前を歩いていた二人が、僕のところに戻ってきてくれた。

「残りの変異体は、交戦中含め九つだったね？」

「はい、間違いありません」

　識が即座に頷いた。

「なら、交戦中の所は三人で片付けて、残りは二人の競争にしようか」

『!?』

「同点だったら……今日の夕食を澪、明日の夕食を識の好きなラインナップで揃えて良い。で、もしどっちかが勝っていたら、勝者のお願い事を僕が一つ聞くってのでどうかな？」

「……っ、本当にそのような？」

「も、もう後から取り消しはなしですよ!?　若様!?」

　あれ、思ったよりも二人の食いつきが良いな。

　でも叶えられる事に限るぞ。

　それは言っておかないとまずいか。

「もちろん。あ、お願いについては僕で出来る事、その場で解決する事にしてね。たとえば……僕の元いた世界について聞きたいとかだったら、一日くらい時間を作るからその間でよろしく。料理を一緒にやるとかでも、ね」

　識と澪が望みそうな事を例に出し、一応釘をさしておく。

「卑ひ劣れつな事は望みません。ご安心を」

「識の言う通りですわ。若様、お覚悟を」

　なんだろうな。

　短い言葉なのに、澪の言葉の前と後ろが既に矛盾しているような。

　巴と違って二人は結構お守りで大変だったろうから、息抜きを兼ねての提案だったけど……早まったかな？

　識が交戦中の場所へ案内してくれるのについて行きながら、何となく不安な気持ちに駆られた。





　　　　　◇◆◇◆◇






「随分と大人しかったじゃないか、ザラ」

「……お前は丸くなったと思っていたが、撤回しよう。何が街で一番強い、だ。アレは、どう見てもそんな程度じゃないだろうが!!」

「嘘は言ってないがね。事実、彼らは街で一番強いのだから。ここでも、ツィーゲでもな」

　真の前では私、と称していたレンブラントがザラ代表には俺と称し、さらに口調もやや粗野でフランクなものに変えていた。彼らの関係が個人的にも深い事が窺える。

　巴がレンブラント夫人にギルドの中へ案内されていくのを見ながら、ロッツガルド商人ギルド代表であるザラは、昔馴染みを睨んだ。

　だがその視線を、レンブラントは事も無げに受け流す。

　気の弱い者なら腹の底から恐怖しそうな形ぎょう相そうだったが、涼しい顔でいる。

　しかしレンブラントからすれば、旧友のおふざけでしかないのか胆たん力りょくが並外れているのか、ロッツガルドとツィーゲ、まったく違う性質の二つの街を並べる皮肉を混ぜてザラに切り返した。

「……クズノハ商会の情報はどこも不透明だ。そこそこの情報は集まるが核心が全く見えてこない。各国から注目される理由も今一つわからんし、戦闘が出来るという構成員の平均レベルもまるで不明。総合的に考えた結果、大したものが見えてこないのはそれほど見せるモノがないからだと思っていれば、コレだ！」

「コレ、とは？　おいおい、汗がすごいぞ、ザラ」

「学園からたった四人で、どうしてこの非常時に談笑しながら無傷でここまでたどり着けるんだ？　部隊を組んだ傭兵達が毎回死者や酷い怪我人を出しているんだぞ!?　なのにあいつらは緊張なんぞした風もない！　まるで昼下がりの呑のん気きな買い物気分だったじゃないか!?」

「くくく……」

　堰せきを切ったようなザラの言葉に、レンブラントが心底楽しそうに笑う。

　ザラはレンブラントの様子を気にした風もなく、続ける。

「街一番程度の強さでなぜあんな馬鹿げた事が出来る！　一歩外へ出れば命がいつなくなってもおかしくない、強力な化け物がそこら中にいるんだぞ!?　倒せたのは三日でたった四体、五十を超える傭兵達が総出で戦った結果だぞ!?　それを……十五体だ？　屋台に寄りながら来ました、みたいにさも簡単に話しやがって!!　何とか従業員と連絡をとりました？　何とかで連絡出来るなら今頃俺達も外から物資を仕入れている！」

「ああ、そうだな」

「俺に怒鳴られてびびってたガキが、どうしてにっこり笑って歩いて来られる……。奴らは、一体なんなんだ……」

「それでその汗か。やれやれ、お前こそ、衰えているんじゃないのか？　盗賊ギルドから賭と場ばの権利をぶんどって叩き潰した頃のお前はどこにいった？」

　ザラの狼ろう狽ばいと怒りを楽しんでいるかのように、レンブラントが問う。

「商売と一緒にするな。結局……話も通じない連中に俺達商人が出来る事など、たかが知れている。クズノハ商会が今やっている事は、商会の活動としてありえん。そうだろうが。俺から見れば、ライドウも、あの化け物共もそんなに変わらないようにすら見える。あんな得体の知れない連中が、どうして学園都市なんぞにいるんだ。あいつらは本当に何者だ？　パット」

「お前も知っている通り、薬売りの商人だ。ツィーゲのギルドで商人登録して、ここで店を持った、まだまだひよっこの駆け出し商人、ライドウ殿さ」

「パット、いい加減にしろよ」

　ザラの目つきが激しい怒りの籠こもったものに変わる。

「……ただ、今奥にいるライドウ殿の側近、巴殿はレベル１５００を超える女じょ傑けつで、さっき出会った黒髪の女性、澪殿も同様。彼女達と共にライドウ殿に仕える識殿もまた、私は知らぬが高レベルなのだろうな。ライドウ殿自身も、まあそのような強さだと思っておけば良いのさ。そういう人達がやっている薬売りだとな」

「せ、１５００？　お前、何を……？」

「ああ、しまった。口が滑ったな。冒険者ギルドでも極秘らしくてな？　ツィーゲでは公然の秘密だが、他の街ではさして話題にもなっていないし、レベルも不明となっているらしい。ファルス殿、と言ったかな、冒険者ギルドの長とも親交があるようだな。お前も、気軽に誰かに漏らすなよ？　どうなるか……知らんぞ俺は」

「か、勝手に教えておいてお前……！」

　ザラが全身を大きく震わせた。

　真と対峙した時、彼は疲れていながらも精一杯気丈に接してみせた。

　それは、ギルドの長としての矜きょう持じでもある。

　だが内心は、真への驚きや畏い怖ふ、恐怖で混乱していた。

　彼とて、仮にも商人ギルド支部を任せられるまでの人物。ある程度は冷静に状況を受け止め、整理出来ている。

　今、街が化け物に襲われている事。そしてその化け物は、腕自慢の傭兵や元冒険者の用心棒、彼らが集団であたってようやく戦いになる脅威である事。

　生存が確認され、保護される人は日に日に減り、戦力である彼らも戦闘によって数を減らす。

　昔馴染みのレンブラント夫妻が連れて来た強力な魔物二匹は、今はギルドの出入り口に一匹、奥の夫人の護衛に一匹いるが、その強さから避難所内で相当な信頼を寄せられている。

　魔物だというのに、勤勉に護衛を務める姿に感謝して拝む者までいる始末だ。

　だが彼らは決して討伐には加わってくれないし、夫妻が外に出るのも許さない。

　防衛のみに限定された戦力だった。

　その分、傭兵を戦闘や捜索に割さいていられるわけだが、強力な魔物に守られている状況ですら避難者達の中に相当のストレスが蓄積されているのだ。

　念話が制限されている事で状況が把握出来ず、閉へい塞そく感を加速させているのも大きい。

　間違いなく、ロッツガルドが出来てから最悪の事態になっている。

　だからこそ、わかってしまうのだ。

　真とクズノハ商会の行為、善人の〝ように〟身を投げ出して街のため、事態の解決のために動いているようにも取れるそれが、少し考えるだけで異常極まりない行動だと。

　学園の最高戦力である部隊が容易く殺された、まともに戦えていないとの情報もザラには入っている。

　事実、雇い入れた者達からも化け物は強力で、報酬が見合わないとも言われている。そちらは死者の数を見ても街の状況を見ても明らかで、ザラも後で交渉に応じる気でいた。十分に報いるつもりだった。

　ソレを十五体。

　嘘だと笑い飛ばしたくなるような数だ。

　なのに、出来ないでいる。

　心半ばながら、既に事実として信じている己の存在を、ザラは強く感じていた。

　学園から商人ギルドまで歩いてきた。

　真に言わせれば大した話ではないが、ザラにクズノハ商会の全ぜん貌ぼうをわからなくさせるには十分だった。

　取るに足らない存在だったはずの小さな商会が、彼の中でまるで消化出来ない不気味な存在になっている。

「ふ、ロクな情報もない状態でライドウ殿の表面だけを見るからそうなる。少し見方を変えれば、あれほど付き合いやすく楽な御ご仁じんもおらんと言うのにな。お前ならその程度は見抜くと期待していたが、残念だぞ？」

「あ、あんな商売のイロハもわかっていない奴が甘ったれた事ばかり言っていれば誰だって怒るに決まっている!!　お前がツィーゲで基本をちゃんと仕込んでおかんのも問題だろうが！　だいたい、あんな馬鹿げた力を持っていてどうして──」

「それを積極的に使わないのか、か？」

　不意に真顔になったレンブラントの一言で、ザラは押し黙った。図星を指されたからである。

「……あ、ああ」

　しばしの沈黙の後、ようやく力なく答える。

「知らんよ。それは彼に直接聞け。ま、以前とは少し雰囲気が変わって見えた。こっちはお前の影響かもしれんな」

「何で、商売なんぞやりたがったんだ、あいつは」

「だから、聞きたい事があれば直接彼に聞けと言っている。それから、商売の基本がどうのこうのと言ったが、お前、それを本気で言っているのか？」

　レンブラントは愉ゆ悦えつを含んだ目でザラを見る。

　昔馴染みながら、あまり見覚えのない顔だとザラは思った。

「当たり前だろう。ほんの少し観察しただけでも、同業者に通す義理、何か始める前の根回し、街の相場を見て価格を決める能力、仕入れの特殊性があるならそれを事前にこちらに相談して協議するなど、やるべき事なんぞ腐るほどある。なのに、あいつは多分その半分も理解してないぞ。ライドウは本当に、良い物をより安く、それくらいしか考えていない。あいつの目は基本的に客しか見てない。そんな商人がどうやってまともにこの世界でやっていくんだ」

「良い物をより安く。商売の基本じゃないか。彼はそれを実践しているだけだ。実に好ましい」

「だから！　それは実務で通用するものじゃないだろうが！」

「するのさ」

　レンブラントはあっさりとそれを肯定する。

「……お前、向こうツィーゲでこんなドンパチばっかりやって頭をやられたのか？」

「俺達だって、そう言って商人を目指したじゃないか」

「ああ、だが実際に商売をやっていけばそんな甘さは通用しない！　すぐに思い知るんだ！」

「どうして？」

　レンブラントは子どものようにザラに尋ねた。

「……既得権を持った連中の中に食い込むには、甘ったれた理想より〝上手く〟やる事が必要だからだ。金で人を生かし、金で人を殺す……それが出来なきゃでかくはなれねえ。商売は理想じゃない、どこまでも現実そのものだ」

「そうだな。ただし、俺達の場合は、が付くな」

「……何が言いたい？」

　ザラの目が訝しげに曇る。

「巴殿や澪殿を前に、その強さを知ってまともに交渉出来る商人などどれほどいるかな？　たとえば、今のお前に彼ら四人と同席してどこまで彼らの要求をこちらの良いように変えられる？　得意のやり方で」

「そんなもの……どうにでも、する」

　そう言ってザラが視線を逸らす。

「機嫌を損ねればお前の大切なモノが街ごと消し飛ぶかもしれないのにか？　裏切りと取られる行動が露ろ見けんすれば、どんな報復をされるかもわからんのにか？」

　レンブラントは静かに、諭さとすようにザラへ問いかける。

「っ!!」

「もちろん、彼が望めば俺は幾らでも商いを教えるし、力になるがね。だが、その必要があると今は思っていないのだよ。彼は冒険者が荒野で死ぬ事は何とも思っていないが、急な病気や呪じゅ病びょうで人が苦しむのは助けたいと思う商人で、良い薬を安く扱おうという理念を持っている。むしろ十分有益な人物だと思う。頭を押さえようとする付き合い方は間違いなく向かんがね。それから、無駄に高圧的な態度もな」

　言葉の後半が自分を指している内容だと自覚はあるのか、ザラの表情が苦々しいものに変わる。

「商売を暴力で捻ねじ曲げるとでも言うのか。そんな歪いびつな行為、続くものか。神殿や国が、そんな真似を許すはずがない」

「そうかな？　彼らを好きにさせる事が、彼らを縛る事よりも有益だと認識されれば、その限りでもないだろう。上位竜がねぐらから出てきて時々村を潰す、精霊が暴走して海や街道の一部を塞ふさぐ。たまに起きる事故のようなものだ。だが彼らを国や神殿がその都度制圧しに行くか？　精々が祈る程度で、皆、その脅威が通り過ぎるのを待つだけだ。何故か？　そちらの方が結果的に犠牲が少なくなると皆わかっているからだよ」

「そんな天災みたいなものとクズノハ商会のやり方を同じに扱うなど馬鹿げている」

「たかがレベル９２０を筆頭にした討伐隊が、天災のごとき上位竜の一角を下して竜殺しと讃たたえられる。かたやレベル１５００超えが二人とそれと同等であると思われる戦力がもう二人。さした違いはないと思わんか？　それに……知っているか？　ただ強いと言うだけでも、あまりにも桁が違うと街すら発展させたりもするんだぞ？　あれは実に愉快だった。ウチがその影響を受けやすい特殊な街だという事情を考慮しても、な。クズノハ商会が出来てから、ツィーゲは劇的に発展し始めた。数年後には世界有数の都市になる。間違いなくな」

　レンブラントの言葉にザラは息を呑む。

　金を使い、様々な手口で大きくのし上がってきた馴染みの男が口にした内容が、ひたすらに恐ろしく感じられたからだ。

　竜殺しと呼ばれるソフィアのレベルが９２０、レンブラントの言葉が本当だとすれば、クズノハ商会は最高峰の冒険者を有している事に彼は気付いた。

　それでも、ザラはまだ崩れつつある己の常識に縋すがる。

「……ありえん。ありえんよ、パット。それでもたった一つの商会がそこまで暴ぼう虐ぎゃくに、身勝手を尽くすなら、やがて必ず女神様の裁きが下る。そうだろう？」

「果たして、その裁きすら届くかどうか、だ、ザラ。俺は……届かない方に賭けた。だからレンブラント商会は、誰が何を言おうとクズノハ商会の支援を止めんよ。たかが商売事で神が動くとも思えないが、もしそうだとしても私はベットを変える気はないね」

「そんな傲ごう慢まんが……」

「理想を、形を変えずに実践すると言うなら、傲慢なくらいで丁度良い。最近そう思うようになったな。利権にありつこうとする輩やからなどすべて蹴散らして進むくらいで良いとな。俺には遂に出来なかったが、ライドウ殿ならやる。もっとも、彼のは無知ゆえの傲慢だとも俺は思っている。だからこそ下手に口出しはせず、彼がやりたいようにするのを見ているんだがね」

「……最早、それは商売ですらなくなるかもしれんぞ。いや現実的な話ですらない」

「良いじゃないか。我々の知っている商売の枠を越えて組織を作り、世界から病気や呪病をなくすと言うなら、そんな前ぜん人じん未み到とうの偉業に加わるのも悪くない。彼が望むなら付き合おうさ。ザラ、言っておくが、彼は自分の側にいる者に損をさせる男じゃない。お前の知る俺らしく言うのなら、何を裏切っても掴み取るべき金かね蔓づるだ」

「……ヒューマン、いや女神すらをもか」

「ああ。どうした？　金こそ至上、儲けこそ正義なら何を裏切るのも〝商売〟だろう？」

「パット。だがそれは」

「……ふくくっ。わかっている、わかっているよ。本当に〝そう〟思うのならこの二十年、戦争で儲けていないのがおかしい。あれは俺達くらいの資本と人脈があれば阿呆らしい程儲かるからな。なのにお前はそれとは無縁だった学園都市にいる。俺は命のやり取りはあれど荒野に目を向けた辺境都市にいる。リミアでもグリトニアでもなくな。まあ、今のツィーゲは戦争に勝るとも劣らない収益が上がっているが。それが、俺達が堕おちられる限界だ。偉そうな事を言っても、戦争と肩を組んで金儲けはしたくない」

　レンブラントがザラに笑う。

　その様子は、僅かな狂気も垣かい間ま見えるような熱の入った言葉を、彼自らが笑い飛ばそうとしているようにも見えた。

「あの戦争は、甘さは自分にとって何の助けにもならない事を教えてくれた。それには、感謝しているさ」

　短い嘆息の後、ザラは苦々しい表情で呟いた。

「あの、か。ボケたなあ、お前。〝この〟戦争はまだ終わっていないぞ？　それにそんな顔をして感謝などと言っても、憎しみしか伝わってこんよ。ま、俺も同感だが。兄夫婦はあれで死んだしな」

「俺は、天てん涯がい孤こ独どくになったよ」

　短い沈黙。二人は、かつての戦火を思い起こさせる街並みを窓から眺めながら、過去を振り返っていた。

「……だったな。あれから、俺達は頼れるのは自分と金だけだと、必死に商売をやってきたものだ。そうしてようやく……俺はツィーゲ、お前はロッツガルドで深く根を下ろす事が出来た」

　ザラへと向き直り、レンブラントが口を開く。

「ああ。だから、俺はあんな、ライドウみたいなのを見ていると苛いら々いらするんだ。それに、奴には何か……まだ上手く言えないが違和感を覚えるんだよ。強さがどうのじゃない、俺達とは全く別の人種みたいな違和感をな」

「違和感。なるほど。お前にはお前の考え方もあるか。なら構わんさ。だが、乗るなら早めの方がいいぞ。これは同じ痛みを受け、そして同じ道を進んだ友人への、純粋な好意からの助言だ」

「お前……。俺はまだ奴を、そこまで認められんよ……」

「一度ツィーゲに来てみると良い。あの様子を見れば、お前も考えが変わるさ。そうだな、娘を案内につけてやろう。大サービスだぞ」

　劇的に変わりつつある辺境の街、自身の巣を思い出してレンブラントはまた堪えきれぬ笑いを漏らした。

「シフちゃんか。本当に、綺麗になった」

　口許を緩めてそう呟いたザラに、レンブラントが嬉き々きとした表情を見せる。

「ほう、俺は一言もシフとは言ってないがなあ。そうか、そうか。大サービスと聞いて、昔惚れてたリサにそっくりなシフの方だと思ったのか。うんうん、未練がましいなザラは」

「なっ!?　お、俺は別に」

「いやいや、親友のお前に変な疑いはかけんよ……なんて言うと思ったか、このエロオヤジが！　だいたい、リサを追う目からしていやらしいんだよ、貴様は！」

「ぐお、パット、お前この非常時に何を！」

　レンブラントが冗談か本気かわからぬ様子でザラを羽は交がい締じめにした。

　それを遠目に見ていた者達は二人の雰囲気が僅かに明るくなったのを見て、単なるじゃれ合いと思っただろう。

　果たしてレンブラントが意図してやったのかは、彼以外にはわからない事である。




　三十分程後。

　続々戻ってくる傭兵達の殿しんがりに、ギルドを訪れた時と変わらぬ様子で戻ってきた真の姿を見かけたザラが、小さく「クズノハ商会か……」と漏らした。

　小さくか細いその声を聞いたレンブラントが大口を開けて笑ったのを、ぽかんとした表情で真が眺めていた。
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（はい、無事一通り見回りを終えました。まだどこかに隠れている個体が存在するかもしれませんが、主だった施設の状況は商人ギルドの方が調査を引き継いで下さるそうです。こちらはこの後も活動を継続出来るのですが、そちらから新たな指示はございますか？）

（し、少々お待ち下さい……。お待たせ致しました。では、引き続き北西区画に向かい、討伐と、念話障害の原因についても調査を開始して下さい。日が落ちた頃に一度こちらに帰投し状況と調査の報告をするように、との事です）

（確かに申し伝えます。それでは）

（はい、以後、定時の報告は不要です。ご健闘を）

　念話が終わる。

　北東区画にいた変異体の殲滅を終え、商人ギルドで巴と再合流した直後、学園のシェルターにある司令室へ定時報告を入れた。

　僕が話すわけにはいかないので、識にお願いして状況を報告、次の行動について指示をもらう事にした。

　内容は僕もばっちり傍受しているから、識から説明をしてもらうまでもなく、このあとの流れはわかっている。

「次は北西か。まっすぐ西に移動するだけ、あるのは収入や身分の低い人達の住宅街、そして、この街には少ない職人の仕事場だったよね」

「はい。我々への割り当てから考えるに、どうやら、学園の施設や富裕層の集まっている場所は自力で解放したいと思っているのでしょう。少しでも上流階級の者達の支持を得たいのでしょうな。現状、学園長の失しっ脚きゃくは確実。下手に動かず、若様を取り込むだけで事態は好転する事にすら思い至らないようです。学園長の椅子を狙っている連中など、それだけで十分牽制できるというのに。魔力の数値だけを見て作ったであろう秘蔵の部隊があっさりと半壊しているのにかなり動揺しております。お得意と思われる派は閥ばつ争いすら並行出来ないのですから、底も知れますな」

　識が冷静な分析を披露してくれる。なるほど、学園長があれだけ焦っていたのはそういう理由からか。

「僕らにはあまり大きな働きをさせたくない、か」

「恐らく、北西を終わらせたら、次はパープルコートとの共同作戦などやらされるのではないかと」

「僕だって臨時ながら学園の講師なんだから、我が物顔で使えばいいのに。たまにクズノハ商会の名前は出すけど、学園を悪く言ったりする気はないし。実際、変異の原因特定なんかは学園長の手柄になるよね、このままいけば」

「ええ、我々が特定した事にしてしまうと不都合が大きいので。得体の知れない商会と目されている故、黒幕と思われる可能性もありますから。しかし、学園長の振る舞い、己の力で打開出来るならともかく、明らかに間違ったやり方ですな。ただ一言、来賓なり適当な影響力のある人物のいる前で自分の力になってくれと、若様に要請して見せるだけで良いというのに。……巴殿から聞きましたが、怒鳴られたそうで」

　識の発言に苦笑で応える。

　商会の名を折おり々おりに出してはいるけど、行く先々ではちゃんと学園の講師だと最初に言っているし、学園長の指示で来たとも言っているんだ。

　僕らが動いたところで、学園の名が堕ちる事はないと思う。

　僕はクズノハ商会に好印象を持ってもらいたいだけで、その副産物で他のどこにどんな評判がついても文句を言う気はない。学園が存在感をある程度示す事は、僕らも納得している。

「若。カギと思われる装飾品の回収、終わりましたぞ」

「巴、ご苦労様。そっちは特に問題なかった？」

　僕に話しかけられるのを待っていたかのように、巴が上機嫌で答える。

「……ええ、何も。息を吹き返すかもしれぬ諸々の商会が余計な動きをしないように少々対策をしましたが、万事良きように処理出来ております」

「対策？」

「商人ギルドの代表、ザラとかいう者に食料と水、それに毛布をくれてやりました。これで施しをしてやれ、と」

「それが何かの牽制になるのか？　というか、その食料って亜空から？」

「どこぞの商会の名が出るよりは、商人ギルドの名前で施しをされた方が面倒は少ないですからな。彼らにも有益ですし、ウチの商会の名も少しは出すように代表には〝お願い〟をしました。食料も水も毛布も、全てこの数日の間に少々離れた街で適当に買い集めていた物です。余っているとは言え、亜空の食料をくれてやる義理もありませんからな。ただ、果物に限り、少しだけ混ぜておきました。ウチからも出している事をこれ以上なく証明してくれる品物として」

「買い物までさせちゃったのか」

「なに、散らばっていた森鬼を働かせただけです。今回、下手に儂ら以外の特定の商会に売名行為をされては困りますからな。儂らがほどほど、かつ商会としては一番に目立つためにはこれぐらい」

　造作もない、といった具合に答える巴。ホント、頼りになるな。

「後でかかったお金教えてね。……でも、あの代表が良くそんな条件を呑んだね」

「余計な詮索をしない、配給に際してはクズノハ商会の名を出す。それだけで、大量の食料と水、不足していた寝具をすぐにタダで賄まかなえるのですからな。商人でなくともどう動くかは明白です。ギルドの代表とはいえ、あの者も一人のヒューマンである事には違いないのですから」

　ふふ、と巴は得意げに笑みを作った。

　そんなに簡単な事だろうか。

　ザラ代表は一つ提案する度に、その代わりにと条件をつけてきそうな印象だ。

　いくら弱っていても……いや、レンブラントさんも間あいだに入ってくれたのか。

　だとすれば、昔馴染みの言葉もあって巴の条件を受け入れてくれたのかもしれない、とは思えるな。

「……若。それほどに難しい話ではありませんでしたぞ」

「……お前、エスパーか」

「表情が色々と代弁しておりましたよ。ふふ、奴の後ろには、今、保護しなくてはいけない者がいて、しかし十分な食料もなく、この事態はいつまで続くかも明確にわからない。状況は好転しているとはいえ、儂らが手を引くと言ったらどうなるのか、念話を使えない状況では判断一つ満足に出来ない。さあそこで、飢えつつある人に振る舞えるたくさんの食料、着の身着のままで寝具を持たない住民に渡してやれる毛布。それらを目の前に並べ、渡すも渡さないもこちらの胸むね三さん寸ずんとくれば、〝交渉〟など容易いものです」

「そっか。そんなものなのか。って、待て。お前目の前に食料って、ザラ代表の前で転移をやってみせたのか!?」

　まずいだろう、それは。

　来賓客の前で使用には制限がどうとか、負担がどうとかって色々言ってたのに、それは……。

　ザラ代表の地位を考えれば、彼らと繋がっていてもまったくおかしくないのに。

「元々、奴には儂らが転移による仕入れを行っている事を話したのでしょう？」

「だけど、脇差云々の設定を作る前の話だぞ!?」

「問題ありません。何故なら、あの物資はクズノハ商会に要請して商人ギルドから施すもの。儂らは頼み込まれて仕方なく住民のために協力しただけなのですからなあ。どこぞから転移を使用した責任がどうのと喚わめかれても、商人ギルドが引き受けてくれましょう。奴の目の前に淡々と食料を積んでいったのは護衛以外のリザードマン達でしてな。少なくともまだ他にもミスティオリザードがいると知られてしまいましたが、代表殿は儂のお願いを快こころよく聞いてくれました。所詮は口約束ですが、後で奴に首を横に振るなど……もし出来るなら大した胆力かと」

「で、でもだな」

　そんな無茶をして大丈夫かという不安がなくならない。

「それにですな、若。秘密などと言うモノは、抱える者が隠そうとするから実に大変な事になるのです」

「あ、ああ？」

　秘密を持った人がそれを隠すのは当たり前だろう？

「むしろ、相手に隠させる方がずっと楽なのですよ」

「？」

　意味がわからないんだけど。

「ルトも恐らくは似たような真似を外交ごっこでやるのかもしれませんが。肝要なのは、知らない体ていにしなければならない、と相手に思わせる事です」

「？　ええっと？」

「極端に言えば、誰にも知られていない事と、ある立場以上の者だけは知っていて、しかし誰もが知らないように振る舞わねばならない事は同義なのです」

　知っている事と知らない事が一緒と言われても、今ひとつピンとこない。

「僕らが隠すより、公然の秘密みたいにした方が良いって事？」

「少し違いますが、大枠ではそういう事です。ルトが儂らの転移を上手い所に落とし込んだあたりでまた続きを」

　正解、じゃないのか。

　続きを聞く時までには、頑張って何割かは理解しておこう。

「……わかったよ。なら今は討伐の続きをやろうか。確かこれから向かう北西区画にはライムとモンドがいるんだよな」

「はい。儂らの分は残っていないかもしれませぬ。久々に刀を抜きたくもあったのですが、それは次の機会を待つ方が良さそうですなあ。澪と識が羨ましい……ところで若、何やら澪が妙に浮かれている気がするのですが、何かありましたか？」

　そう言って眺めた先には、僕達から離れて軽やかな足取りで歩く澪の姿。彼女が浮かれ気分な事に気付いて、巴がはて、と疑問を口にした。

「ああ、あれ。澪と識でちょっと競争をさせたんだ。変異体をどっちが多く片付けられるかって」

「ほぅ。あの様子だと澪の勝ちですか」

「うん。四対二で澪の勝ち。一応、どちらかが接敵したら、そこから先は邪魔しちゃいけない事にしたんだけど、結構良い勝負だったよ」

「なるほど……しかし、それにしても今にも飛び跳ねそうな喜び方。解げせませんな」

「んー、多分勝った方のお願いを僕が聞くってご褒美を用意したからじゃないかな？」

「──ッ!?」

　瞬時に巴が鬼気迫る顔になった。

　あ、なんかスルーした方が良かった？

「ど、どうした巴？」

「若、なんですかその超豪華賞品は!!　儂、聞いてませんぞ!?」

　超豪華って、大袈裟な。

「いやお前にはギルドの方を任せたから、なあ。さてと」

　仕事仕事。

　そろそろ出発しなきゃ。

「ちょ、若！　まだ話は終わってませんぞ！　いや、むしろ始めたばかり！　どちらへ!?」

「北西区画だよ。その話は、移動中に聞くから。あんま大声出さない！」

「納得の行く説明をお願いしますぞ。納得出来ても納得しないかもしれませんが！　つまりは儂のお願いもですな!?　若!?」

　なんだかな。

　ガチガチに緊張するよりは、まあ良いのか。

　ライムとモンドなら北西区画はそれほど酷い事にもなってないだろう。

　日が落ちるくらいに学園に戻るペースで動けばいいな。





　　　　　◇◆◇◆◇






「おら、いったぜモンド！」

「了解だ！」

　石畳が破壊され、むき出しの土が顔をのぞかせている通りの両側。

　細身の男が掛け声と一緒に吹っ飛ばした灰色の化け物が、その先にいる浅黒い肌の男に接近する。

　大きなボール状の体に巨大な一つ目を備えた化け物は、男二人のどちらよりも大きかったのだが、モンドと呼ばれたその男は片手でそれを掴み、勢いをも殺してみせた。

　彼の手の中で静止した変異体は、その直後地面に叩きつけられ、淡い光と共に姿を変えた。

　──一本の樹木に。

　モンドは森鬼と呼ばれるエルフの祖の一つ。

　その奥義である、樹じゅ刑けいの発動だった。

　対象を樹木に変える一撃必殺の荒あら業わざ。

　かつて、亜空の主である真すら恐怖させた恐るべきスキルだ。

　青々とした広こう葉よう樹じゅと化した変異体は一切の抵抗も出来ない、一瞬の決着だった。

「緑化作業は順調に進行中、ってなもんだ」

「これで八体か。まだそれなりにいるな、なかなかペースが上がらん」

「出来るだけ人目につかずにやってるからしゃあねえよ。さっき姐さんから連絡があったぜ、旦那ともどもこっちに向かってらっしゃるそうだ」

「そうか……。不ふ肖しょうの弟子がご心労をおかけしているようだから、お会いするのが心苦しくはあるが……」

「アクアエリスコンビか。や、コンビっつうと責任が折せっ半ぱんみてえだからアクアが割に合わねえか。なに、口じゃあ何かと仰っているが、それほど気にしちゃいねえよ、旦那は。その証拠に、森鬼はこの間皆で亜空に移住したじゃねえか。あんま気に病むこたねえさ。あれで楽しんでらっしゃる」

「お前にそう言ってもらえると気が楽になる、ライム。せめて期待に応えるだけの成果をお見せしたい、もう少し付き合ってくれ」

「もちろんだ。お前さんとは丁度良い勝負が出来る。亜空ランキングを駆け上がる絶好の好敵手ライバルだからな。何でも協力させてもらうさ」

　ライムと呼ばれた男は、そう言って笑みをこぼす。

「ああ、一時は上位陣も視野にあったが、ゴルゴンと翼よく人じんの参加で一気に転落してしまった。また、鍛え直しだ」

「石化と飛行には制限がいるよなあ、ありゃ反則に近い。お前さんの樹刑みたいに使用禁止とまではいかなくてもそれなりにはルールがいるぜ。ルールが変われば多分前に近い位置に戻れるとは、見込んでるんだが……」

「まったくだ」

　ライムとモンドは近隣住民の避難をとうの昔に終え、職人達の誘導も終えている。

　二日目も避難所からの変異体発生は一体に抑え、首飾りの回収も迅速に終了していた。

　久々に亜空から出てきたモンドのやる気、そしてライムの手際の良さが上手く噛み合っていた。

　そして三日目。

　攻めに出る通達を受けて、彼らも派手には動かないまでも避難所の安定と変異体の駆除に動き出している。

　この区画に、他の戦力はいない。

　三つある避難所を、ライムの人脈とモンドの必殺の樹刑を駆使して見事に守りきっていた。

　連絡は密に行い、物資は転移を使用して調達していたものの、彼らは良くやっていると言える。

　設けた三つの避難所の位置はある程度近い距離にあり、少人数で守るのに都合が良い。

　更に他区画の避難所に比べて広く、住民の密度も低い。迅速に守りやすい避難所を選定し、確保した二人の好手だ。

　救われた人、逃げ延びた人からすれば北西区画の避難所は居心地もよく、彼らのストレスは比較的低い。反対に北東区画などは、商人ギルドに避難民が集中しているおかげで密度が高く、ストレスも相当なものだ。ギルド代表のザラを追い詰めている一因でもある。

　その手際良い避難指示と高い護衛能力により、職人や低中所得層の住民から二人は相当頼られている。

　人によっては依存していると言っても過言ではない。

　クズノハ商会の名は、真が思っているよりもずっと彼らの心に浸透していた。

「だが、こいつらを放った奴の目的はなんなんだ？　若様がこの街にいる事を知っていてこんな真似をしても鎮圧されるに決まっているだろうに。念話の妨害や段階的な変異体の発生……ここまでやってのける奴らなら、その程度はわかりそうなものだがな」

「さてな。魔族の考えまではわからんよ。ま、俺らは旦那達の手足になって動けばいいのさ。必要な話なら教えてくださる。そして、あの方々が亜空や俺達を危険に晒すなど、絶対にないんだからな。むしろ、俺らがお力になりたくて危ない事をしようとするのさえ止めようとなさるくらいだ。今回呼ばれたリザードマンの追加メンバーなんぞ、通知を受けた瞬間から奮ふるい立ってやがった」

「……ああ、わかるとも。俺もミスティオリザードの彼らと同じ気分だったからな。ライム、前に聞いたお前の願いも、近く若様にお伝え出来ると良いな」

「それは巴の姐あねさん次第だ。そういう、約束だからな。なに、気長に待つさ。少なくともその時間は、もう頂いたんだ。俺は焦らねえ」

　ライムがふと遠い目であらぬ方向を見つめる。

「なら、もう一つ二つは片付けておこうか、相棒。亜空で待つ同胞達を羨ましがらせてやろう」

「おう！」

　二人は互いに索敵の範囲を広げながら変異体を探り、避難所からの距離を考えて安全に狩れる相手を選定する。

　そして真達が到着するまでに、彼らは更に何体かの変異体を樹木に変え、出迎えの準備を整えたのだった。
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　学生寮。

　普段は文字通り学生達の生活の場であり、勉学から解放され、リラックス出来る場所だ。

　しかし、変異体の騒動で、今はそんな学生寮も避難所となっている。

　澪と識、二人の頼れる護衛を失った寮内は、当然の事ながら不安が高まっていた。

　目を覚ましたジンロアン達が代役を務めてはいたが、彼らとてさすがに皆の不安を打ち消せる程の存在ではない。変異体と化したイルムガンドとの戦いを見ていた者でも、闘技大会でしか見ていないジン達の実力を全面的に信用するのは難しい。

　一方、真から学生寮の護衛を任されていた森鬼のアクアとエリスは、屋根の上で二人寝転がっていた。

「どうした、エリス？」

「アクア。まずいね、学園長、ご乱心だ」

　無言で起き上がった。

「どういう意味だ？　寮付近に特に変わった様子はないぞ」

「あの子達を使う気でいるみたい。目を覚ました事がどこかから伝わった……多分」

「あのなあ……そのわけのわからない勘かんはどこからくるんだ？」

「説明は難しい。スピリチュアルな……ナニカ？　とにかく学園長一行の接近をビンビン感じる」

「はぁ」

「さて、どうしようか。生徒が外に連れ出されると私達もここを離れる、って事になるね。そうするとここには誰もいなくなる」

「だが、若からの命めいはあの七人の生徒の保護だろう？　他の生徒はおまけ程度だと思っているが……」

「ふっふっふ。そこで私に良い考えがある」

　自信に満ちた表情で、エリスが体育座りをしているアクアに語りかける。

「……一応、聞こう」

　乗り気ではないものの、隣にいたアクアは彼女の提案に耳を傾ける事にした。

「私とアクアの必殺技で、寮をまるごと〝保護〟する」

「ひ、必殺技!?　まさかあれを、あれをやれというのか!?　い、いやだ。私は嫌だぞ!!」

　エリスの提案に、長身のアクアは立ち上がって反対した。その表情には恐怖さえ浮かんでいる。

　余程良くない思い出があるようだ。

「でもこれなら全部まるっと解決だよ。さっき調べたけど、寮には結構食料もあるし、多少は取り合いもあるかもしれないけど餓が死しはしない。ちょっと外に出られないくらい、ぜんぜん大した事じゃない」

「断じて拒否する！」

　アクアは叫び、エリスに背を向けて座り込んだ。

「……若様がきっと怒る、予感」

「そんなわけあるか！　あんな恥ち辱じょくは二度と御免だ」

「ぶー。あまり時間がないのに。仕方ない、私一人でやる」

「っ!?　待て、一人で出来るものなのか？　あれ」

　予想外のエリスの発言に、アクアは思わず問いかけてしまう。

「当然ソロバージョンもある。ただし魔力は足りないから、それは貸してね」

「お、おおお！　なおあえうええ!?」

　勢いで了承とも取れない反応をするアクア。エリスはそれを了解と受け取り、話を進める。

「ええ、だってそう言わないとアクアは一緒にやってくれないと思った。ほら、魔力魔力ぅ」

　長く相棒として付き合いがあるだけの事はある。

「後で、覚えておけよ……」

　アクアは恨みのこもった目でエリスを見るが、エリスの計画に協力する気はあるのか、彼女に同調し、魔力を渡すべく行動する。

　魔力の譲渡は互いの相性が良くないと出来ない、かなりレアな行為だ。

　アクアとエリスが身長こそ凸でこ凹ぼこコンビであるものの、一緒に組む事が多いのはこれが出来るからでもある。

「かかったね、アクア」

「っ!?　体が!?」

「ふふふ、じゃ……やろっか」

「い、嫌だ！　エリス、お前いつの間にこんなアホな技を！」

　魔力が混じり合い、アクアからエリスに流れたその時。

　アクアの体がびくりと震えた直後、いきなり立ち上がった。

　明らかに彼女の意思ではない機械的な動き。エリスが魔術を使い、アクアの体を操っているのだ。

「さ、お手々繋いで～」

「ふざけるな！　エリス、エリーース！」

　アクアの絶叫をよそにスキップしながらくるくる回ってその場でダンスらしき動きをする二人。

















「煌きらめけ心のダイヤモンド～」

「動け、私の体！　今動かなかったらいつ動くと言うんだ！　動け動け動けーー！」

　アクアが叫ぶ。途端、彼女の体を光が包んだ。

「必殺、コキュート……はっ!?　ぼ、暴走か!?」

　エリスと繋がれた手を振り払うように大きく動かし、貝かい殻がらみたいに組まれた手は引き離された。

　魔術を解かれたアクアは、怒り心頭の表情でエリスをぎらりと睨む。

「……エーリース、覚悟はいいな？」

「いや、やってみれば気持ちが良いものよ、って、違う。時間がないのは本当。この場に術をかけといた方が絶対に良い。怒るな。落ち着け」

「誰が怒らせてると思ってる!?」

「とにかく。わかった、今度こそ私一人でやるから。若様のためだよ～アクア～」

「ううううう～」

　ほんの僅かに落ち着いた思考が、アクアにエリスの勘が正しい事を教える。

　学園長自らが学生寮に向かっているのがわかったからだ。

　うなり声は続くものの、エリスに襲いかかるのを思いとどまる。

「はぁ……。ソロバージョンなんて、寂しいよ」

「だ・ま・れ！」

「気を取り直して、いく！」

「真面目にだぞ」

　言った端からエリスは両手を天に突き上げ、その後に頭の上で貝殻のように絡めて組んだ。

「今こそ白鳥星座最大の奥義、我が師カ──おぅふ！」

　口こう上じょうの途中だと言うのに、鋭く疾はやい拳こぶしがエリスの腹部に突き刺さった。

「もう寝ていろこのど阿呆娘！　詠唱は既に完了しているだろ！　余計なセリフを挟むんじゃない!!　もう私が術を完成させる！」

「……むぐぐぐ」

　苦しげに、悔しそうにうなるエリス。アクアは彼女を無視して、術の仕上げに取りかかる。

「いける！　コキュ、ええい『献けん花か氷ひょう牢ろう』!!」

「むぐー!!」

　学生寮の屋根で異様な魔力が一気に膨れ上がり、水の属性に変じた。

　アクアとエリスの頭上に、それぞれ意匠の違う三つの丸い紋もん様ようが縦に並んで出現する。

　アクアの右手から放たれたエメラルドグリーンの光が、その紋様を次々に貫通していく。

　しばらく上昇したところで一瞬静止した後、そこから十数本の光の束が地面に向かって放たれた。

　光の束は学生寮を取り囲むように地面へ突き刺さる。さながら檻おりである。そして互いの間を氷で埋め尽くし、学生寮そのものを氷の壁で閉じ込めてしまった。ここまで、ごく短時間の事だ。

　相当に大規模で、強力な術。

　アクアとエリスが使える魔術の中でも、かなり上位に位置する。本来、単なる防衛に使用する術ではない。

　エリスの遊び心ゆえのセレクトであり、メインの術師として術を放ったアクアは疲労困憊である。

　へたりこむアクア。それはポーズなどではなく、本当に疲れ果てていた。

「名乗りの最中に攻撃とか、お前には情けも浪漫ロマンもないのか、アクア!!」

「お前が妙な事をするようならああしろと、若様にも言われているんだ!!」

　げっそりと疲れた顔をして、喰いついてくるエリスに反論するアクア。

「だいたい、あそこはあんな堅い名前じゃない！　いい!?　オーロラ──」

「黙れ、もう本当に黙ってエリス。それにその名前、何か違う」

「気にしない、ソロバージョンだとオーロラ……から始まるんだから！　状況で名前が変わる技なんて幾らでもあるの。とにかく！　コキュートス、で一回止めて一気にテンションを上げながら楽しげな様子でフローラルトリビュートォ！　なの!!」

「……若様、そろそろこの娘このブレーキ役、一人じゃきついんですけど……」

「だいたい、直訳でいくならそこは供く花げの冷れい獄ごくとか氷ひょう獄ごく。アクアは本当に中途半端で後先考えない」

「はいはい」

　漢字の知識など、アクアも嗜たしなみ程度にしかない。エリスが異常によく知っているだけだ。

　ローレルに行けば賢けん人じん文も字じに精通する学者として、相当に珍ちん重ちょうされるレベルに達していた。

　他にもどこから仕入れたのか、聞いた事もない言葉を口にしては、真と漫才じみたやり取りもしている。

　真や巴、亜空に関わるよりもしばらく前から、アクアの友人エリスは不思議要素を濃くしていた。

　ともあれ、漢字か片仮名か。

　どちらが恥ずかしくなかったかはともかく、アクアは良く頑張った部類だろう。

「なあ」

「はいはい」

「……ここからどうやって出るんだ、私達」

「……あ」

　エリスからの至極真っ当な突っ込み。

　森鬼アクアとエリス。

　ジンロアン達学生らと同様、学生寮に軟禁。

　モンド、天を仰ぐ事確定。
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　モンドが遠くに煌きらめくソレを見て僕の前に走り出た。

　方角的に学生寮のあたりだな。

　そしてジャンピング土下座。

　ああ、あれ……あいつらの仕業か……。

　モンドが頭を下げる理由がわかった。しかし、彼の責任ではない事ははっきりわかる。

　北西区画をあらかた掃除し終わった僕らは、学園にこれから戻る旨を念話でシェルターの人に伝えた。

　その時に、学生寮の異常を伝え聞き、一度戻って報告を終え次第、そちらの調査を行って欲しいと言われた。

　突如氷に覆われて、全く手が出せなくなった。中の状況もわからないから現状動かせる手勢もない。念話の相手は想定外の出来事にかなり動揺していた。

　元々同行する予定ではなかったモンドがその情報を聞いた途端、一緒に行きたいと申し出てきた。

　もう変異体は存在しないので、他区画からの流入を抑えておけば、ライム一人でも問題はない。

　彼の意見でもそうだったので、僕も問題なしと判断して、モンドの同行を許可した。

　なるほど、予感があったわけか。

　僕もあの氷のピラミッドには覚えがある。

　試しにジンに念話を送ってみたがやはり遮断された。

　アクア、エリスにも同様だ。

　──完全なる隔かく離り結界。以前、エリスが誇らしげにそう自慢していた。

　実際、恐ろしく堅けん牢ろうで、力技でも魔術でも、破壊にはかなりの労力を要する。

　巴や澪を相手にしてもしばらく保つのだから相当な代しろ物ものだ。

　ま、披露した翌日に完全じゃなくなっていたけど。完全とか言いながら、実は欠陥がある。

　さすがに、恥ずかしいヒラヒラの衣装まで着て、エリスに良いように騙されてあの意味のないダンスと必殺の口上までハモらされたアクアに免じて、それは指摘しないでおいたけど。

　なんだっけな、コキュートス何とかって言ったな。

　森鬼凸凹コンビが、かたや真っ赤な顔して、かたやノリノリでやってみせたあの結界術。

　ああいうのって、小さい方よりもそっちに合わせて動く長身の方が絶対恥ずかしいよなあ……って、それは置いといて。

「モンド、別にモンドの責任じゃないよ。きっとアクアとエリスにも何か事情があったんだ。一応あっちで騒いでいるみたいだから調査の真似事はするけど、考えてみれば非力で統率しにくい学生があの中に閉じ込められているのは都合も良いさ。識、食べ物とかはあるんだろう？」

「はい。数日なら問題ありません。考えなしに消費すればわかりませんが、まあ一日二日食べなくても死にはしないでしょうし」

「三日ほど抜いて歩き詰めでも、質素な食事を一回挟んだだけで竜と戦える方もいますしな」

　……ああ、僕の事か。確かに、巴と荒野で初めて出会う直前はそんな状態だったな。

「巴、思い出させない。そういう事だからさ、モンド。あんま気にしなくて良いよ。ほら、顔を上げて」

「若様……本当に申し訳ありません！　あの馬鹿どもにはきつい罰を与えますので」

「そのへんは任せるよ。とにかく、学園に戻らないとな。どの道あの二人とは話も出来ないし、モンドはやっぱりライムの所に戻ってくれる？　アレは僕らで何とかするから」

「しかし、それでは！」

　食い下がるモンド。真面目だな。

「結界を壊すか残すかまだ検討中だから、一旦こっちに任せてよ。あれ、パッと見は凄いからさ。案外、ルトとかでも頭抱えてたりして」

「くくっ、確かに。意外と奴も驚いているやもしれませぬな。モンド、もしそうなら森鬼に後で褒ほう美びをやるぞ。あの二人への罰は若が仰おおせのようにお前に任せるが、褒美は皆に配ってやると良い。まあ、まだ決まりではないがな」

　申し訳なさそうにしているモンドへ、巴が楽しげに話し掛ける。

　モンドはキャンプを経て、何度か模擬戦などをする内に、僕や巴、それに澪や識に対しても随分と接し方が変わってきたんだよな。

　森鬼ではアクアも結構変わった方だけど、モンドも相当に変わった。

　破は天てん荒こうな感じだった彼は、無ぶ頼らいが忍者に変わったかのような劇的な変化を遂げていたのだ。

　樹刑や自分の力に相当な自信を持っていただけに、その全てを叩き潰された事に何か思うところがあったのかもしれない。

　もっとも、本当のところは彼自身にしかわからないんだろうけど。

「寛かん大だいなお言葉、ありがとうございます、巴様」

「うむ。ほれ、ライムの所へ戻ってやれ。こちらは儂らに任せよ。お前達は明日に備えて休め」

「では、失礼致します」

「うん、おやすみ」

　モンドが一礼して踵を返す。

　ライムもモンドも、報告をしに亜空に戻るメンバーではないから、今日はこれでお別れだ。

　夕闇の中、きらきらと輝く氷のオブジェを見ながら再び歩き出す。

「実際、アレはどうする？　壊す？　残す？」

「そのままにしておけば良いのでは？　無駄に堅かたくて面倒くさいです。それにあまり美味しくもありません、あれ」

「同感です。学園の状況次第では学生を戦いの場に駆り出しかねません」

「儂も同感ですな。一日二日で壊せる物ではない、とでも言っておけば良いでしょう」

　澪、識、最後に巴もあのオブジェの破壊には反対のようだ。

　アクアもエリスも寮内に留まったまま結界を展開しているあたり、何か事情があるのかもしれない。学生寮の保護だけが目的なら自分達は出てから使うだろうし。

　後でそこだけ聞き出そう。

　中はあの二人でどうにでも出来るだろうから。

「二人に事情だけ聞いて、そのままにしておこっか」

「それがよろしいかと。明日は残る区画の解放と施しの継続実施。どこの国が最初に物資と部隊を送り込むかはっきりしませんが、そちらに作業を受け渡したら儂らの仕事はお仕舞いです」

「復興への協力は？」

「元々ここの店舗に勤めていたエルドワや森鬼、ライムらの可能な範はん疇ちゅうで手伝わせるのがよろしいかと。後はルトが事態をどう畳むかですな。儂の予想ですと、各国をわざと睨み合いさせた挙句に、今回の若の功績を持ち出して……と言った所ですが」

「なら商人ギルドからの呼び出しが直近の問題かぁ」

「……さて、それもどうですかな。レンブラントはそこまで動く気はないようですが、あのザラという男次第では存外楽に済むかもしれませんぞ？」

「ザラさんね。あの人、今は弱ってるけど、本当にきつい人なんだって。お前が言うような楽な相手じゃないと思うけどなあ」

　巴は楽な交渉だと言うけれど、やっぱり信じられない。苦手根性が染み付いちゃってるのかな。

「これほどの事態ですからな、魔族の仕業と〝どこかから〟はっきりと伝わりでもしたら……クズノハの転移輸送は今後の非常時における流通経路として、何とか確保しておきたいと思うのではないですかな。誰が漏らしたのか儂や澪のレベルも既に知っている風でしたし、さてあの男、どう動くか」

　巴は心底楽しげに何かを思い出して笑う。

　僕らを非常用の物資補給屋にするって事？

　確かにザラ代表は、金はあるがモノがないというような話をしていた。

　苦手意識ゆえか、僕には彼がそんなに簡単な相手ではないと思ってしまうのだけど、巴は違うようだ。

「……もしも、この状況を経てなお圧力をかけてくるなら、いっそ首をすげ替えてしまえば良いのですよ、若様」

「澪、それは」

「差し伸べられた手を掴んでおいて、反対の手で持った刃物で襲おうとするような連中は、まともに相手をする必要なんてありません。恩には恩を、仇あだには仇をですわ」

　それも考え方の一つだけどね。

「これでこの街のヒューマンも魔族と戦争をしている現実に気付く事でしょう。学園も商人ギルドも、これまで通りではいられません。しかしそのおかげで、私達には好ましい変化が訪れると考えます、若様」

　識。

　こんな事があれば戦争してるって、確かに自覚するのかもね。

　ん？

　って事はだ。

「折を見て魔族の仕業だって、暴露するわけか」

「いえ、学園が勝手に突き止めるのです。回収した装飾具の幾つかに細工をしておきましたので、それが証拠になってくれるでしょう」

「わかりやすくやりましたもの。如何に調査する者がボンクラでも、明後日には気付いて報告がなされるでしょうね」

　澪と識はニコリと僕の言葉に答えた。

　細工は抜かりない、ってわけか。

　でもそれだと──。

「でも魔族の仕業だってわかると、僕らもまずくないか？　クズノハ商会は魔族との関わりまで疑われているって代表に言われたんだぞ」

　ロナさんと知った顔であるのは一応間違いないわけで。

「そんな話を、数日後の街の住民がどれほど信じるか、ですよ、若。元々根拠があっての訴えではありません。だいたい、魔族との関係などないようなもの。その陰口は最早霧む散さんしたも同じかと。下手にそのような事を言えば、周囲の住民から白い目で見られるだけ。何せ儂らは身を投げ打って住民の避難に尽力し、学園の力になって多くの変異体を討伐した英雄ですからな」

「なる、ほど」

　いや、今はもう親しくするのはどうかと思っているけど、それでなかった事にするのは強引な気も。

「これでなお、何か仕掛けてくる商会があれば、その話を意図的に街に広めてみるのも手ですな。面白い事になるかもしれませんぞ、くくく」

　悪い笑い方だ。

　悪あく代だい官かんの巴様、もしくは廻かい船せん問どん屋やの巴屋が出てきた。

　色々考えてくれているのは伝わってくる。なんというか、生き生きして見えるし。

　こんなにも頼もしい奴らなんだよな、三人とも。

　お、学園が見えてきた。

　一応、今日で変異体もほぼ半分くらいに減らした。

　明日、そして明後日。

　僕とクズノハ商会は、この街でどんな存在になれているか。

　結果がわかるのはそんなに遠い事じゃないな。
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　学園はちょっとした騒ぎになっていた。

　理由はもちろん、突如現れた氷のオブジェだ。

　巴がルトの様子を見に学園へ行くと言うので、澪と識も行かせて時間稼ぎをお願いした。

　のんびりと騒ぎの中に合流してくれればそれで十分だ。

　僕はエリスとアクアがこの術を使った理由を聞いておくため、内部に入り込んでいた。

　主犯は間違いなくエリスだっていう確信はある。

　学生も随分騒いでる。

　でもまあ、こっち側には特に害のある術じゃない。

　ただ、学生連中に会ってもそれはそれで面倒くさそうなのでエリスに念話で現在位置を確認、すぐに彼女達と合流した。屋根の上とか、意味不明な場所にいるな。

「で、どうしてこんな術まで使って学生寮を隔離したの？」

「若、それは反則だ……」

　お疲れ、と一言労ねぎらってから声を掛けたというのに、約一名駄目な娘がいた。

　エリスは膝を丸めて座り込み、屋根を人差し指でぐりぐりやっている。まんまorzな雰囲気だ。

　質問に答える気配はなく、恨めしそうに僕を見上げていた。

「わ、若様。以前も思ったのですが、一体どうやって内部に入っておいでに？」

　アクアは疲労が色濃く残る表情に、更に気疲れと驚きを浮かべている。

　エリスとは対照的に背に定規でもあてているみたいに、綺麗な姿勢で直立していた。

　キャンプを経てかなり真面目な性格になった彼女に、エリスのフォローはきついかもしれないな。

　もう一人、誰かを付けて三人にするべきかもしれない。

　……この二人と組むとなると、かなり人選が難しそうだけどね。

　コンビでのスタンドプレーが強烈だから、森鬼内部でも浮いている節があるし。

　悩ましい。

「入った方法？　それなら多分、エリスが気付いてるよ。復活するまでちょっとかかりそうだから、とりあえずアクアに聞いてもいい？」

「は、はあ。何でしょう？」

「これを学生寮に使ったなら、何で二人は中にいるの？　出られないでしょ？」

「う」

　アクアはバツの悪そうな顔で呻うめくと黙ってしまった。思おも惑わくがあったわけじゃなくて、アクシデントか。

　エリスといれば、さぞ事欠かないだろうなあ。

「……エリスか」

「い、いえ！　私がつい後先考えずに──」

「エリスの暴走に付き合ったと」

「あう……はい、そんな感じです」

「幸い、寮の外へ出られない以外の問題はないし……。まあ、ご苦労様。それで何か報告が必要な事はある？」

　そう、内部には害はそれほどない。

　しかし、外部となると話は別だ。

　──この術は防御結界なのにコキュートスなんて物騒なネーミングをされている。

　確か、氷の地獄の名前だ。

　エリスが意味を知っていて名づけたのかはわからないけど、ただの守りの結界には不似合いな名前。

　外から不用意に近づくと、そう名付けた意味がよくわかる。

　まあ学園は魔術の研究も最先端だから何も考えずにそんな真似をする馬鹿はいないだろうけど、どうなるかと言うと、氷漬けにされるのだ。

　いや、あれは氷漬けと言っていいのかどうか。

　シャーベット的と言うか……。

　不用意に近づいたハイランドオークの腕が一瞬で、半ばまで真っ白になったんだよな。

　彼は咄嗟の判断で肘上辺りで自分の腕を切断したからそれで済んだんだけど、落ちた腕はダイヤモンドダストみたいにキラキラした塵ちりになって崩れてしまった。おっかない術だ。

「いえ、特にご報告するような事は何も……」

「ううん、あるよ」

「!?」

　エリスが唐突に話に加わってきた。

　立ち直ったか。

「まず立ち上がって話をしてくれ」

「ふう、失敗は成功の母。次こそもっと頑張る」

「そうだな。で、エリス。報告する事があるって？」

　いちいち突っ込んでいると話が始まりもしないので、急ぎの時はエリスの不思議発言をスルーしている。

　やや不満げな顔をしたものの、エリスは頷き、報告を始めた。

「多分、首謀者っぽいのが、豪勢な家の集まっているあたりにいると思う」

「……へぇ？」

「変異体の動きが時折組織的になるから、少し気になって網を張ってみた成果」

「……エリス、私は何も聞いていないんだが？」

　アクアがやや慌てた表情で問う。

「アクアはその時も私の分の仕事を頑張ってくれた。感謝」

「う、ぐぅ」

「続けて」

　二人のやり取りが長引きそうだったので、続きを促す。

「イエッサー。多分特殊な道具か何かを使って、不完全ながら変異体どもを統率している。そんな感じ」

「統率……」

「で、向こうに変異体が集まっていってるぷろせす。主にお金持ち達があら大変」

　向こう、と言ってエリスが指差した方向は、富裕層が多く住む地域。学園が、学内を除けば今一番力を入れている区画だ。

　逆に巴、つまり僕らは何故かそこにはあまり力を入れていなかった。

　手っ取り早く街の支持を集めるなら彼らに気に入られるのが一番だと思うけど、実際どうなんだろうな。

　まあ、詳しくはそのうち巴本人に聞けば良いか。

　……変異体が統率されてるってのは新しい情報だ。そっちも合わせて確認しておこう。

　しかしエリス、何気に情報収集能力が高い。しかも更に向上している気がする。

　でもぷろせすってなんだ。

「ありがとうエリス。助かるよ」

　だが今はスルー。

「勿体ないお言葉。これも若の大事な生徒が学園長の手に落ちないための緊急措置、苦にもならない。というわけで、アクアの結界暴発を許してあげて欲しい」

　……ありがとうと言えばこれだ。

　エリスは本当に掴めない。

「別に僕は怒ってないよ。何なら二人共ここから出る？　連れて行ってあげるよ」

「い、今はいい。生徒達が心配だし解けるまでここにいようかと……」

　……なるほど。外にはモンドがいるから出たくないのか。僕は怒ってない、と言った言葉で何かを察したな。

　でも外に出れば、巴が多分森鬼にご褒美をあげているわけだから楽しくもあるはずだけど。

　何かってのはまあ、黄色いアレだろう。

　……まあ、いいか。

　僕も若干疲れたし、エリスがここにいたいと言うなら触れないでおこう。僕から見ても駄目な手だと思うけど。

「そう。ならそれで良いよ。じゃあ僕は外に戻るから」

「お疲れ様でした、若。出来れば師匠によろしくお伝え下さい」

「断る」

「む、無む体たいな……」




　アクアとエリスを置いて結界から出る。

　巴達と合流して学園長と会って、それからどうするかな……。

「ライドウ殿、今お戻りですか」

　結界からやや離れた所、中庭のシェルター付近で声を掛けられた。

　おや、意外な人物。

［彩律様。私の気のせいかもしれませんが、少しお疲れでは？　大丈夫ですか？］

「……お恥ずかしい。貴方の方が何倍も疲れているはずですのに」

［学園長も我々も全力で事件の解決に動いております。もう少しだけご辛抱下さい］

「もちろんです。いけませんね、私のような者は外部との連絡を断たれてしまうだけでおたおたしてしまって……」

［当然のお気持ちかと］

　当たり障りなく応対していた、はず。

　なのに、いきなり彩律さんの目が鋭くなった。

　射抜かれるような嫌な感じが放たれる。

「ライドウ殿。いえ、ライドウ様。この事件、学園の手でない別の力によって既に解決に向かっている事はわかっております。どなたが後ろで手を引いているか、その程度の事は私も、おそらくリリ皇女も察しておられるでしょう。リミアの王とてその目は節穴ではありませんし……。例外はアイオンの目、この地にいるレンブラント商会は、既に貴方に取り込まれているようですが」

　偉い人には僕らが暗躍しているのはやっぱりわかっちゃってるのか。

　邪魔しないようにはお願いしておいた方がいいのか？

　下手に僕が応対するとまた問題が増えそうなのが、なあ。

「クズノハ商会の力、その一端のみとはいえ十分理解しました。もし仮にライドウ様が賢人様であったとしても、如何にこれほどの実力者を集め組織を作られたのか、私には想像もつきません。時に、方かた々がたに宿ると言われる超常の力に貴方も目覚めているのか、それとも純粋に稀け有うな商才とカリスマをお持ちなのか」

［私を買い被り過ぎです。私は賢人様などではありませんし、恵まれた立場にいるのは単に幸運なだけとしか言いようがありません］

「……今それを明らかにしようとは思っておりません。この後、冒険者ギルドの長、ファルス殿からの提案でクズノハ商会について諸々を話しあう場が設けられますが、そこでもローレル連邦はライドウ様、クズノハ商会を肯定的に受け入れようと考えています」

［ありがとうございます］

　おや、有難い申し出だ。

　用事がそれだけなら最高なんだけどな。でも目つきは怖いままだし、それはないってわかる。

「その上でライドウ様、これはリミア、グリトニア、ローレルの意向としてお聞きください」

　一歩近づいてきた彩律さんが、大国の名前を並べた。

　凶暴なラインナップだな。

　き、脅迫に聞こえる。いや脅しにしか聞こえない。

「この事件、解決に向けてクズノハ商会が担っている役割は現時点ですら非常に大きく、更にこのような事を頼むのは申し訳ないと重々承知しています」

［お続け下さい］

「出来る限り早急に念話の回復をお願いしたいのです。もしもそれが出来たなら是非お礼をしたい、と考えております。もちろん、この件でクズノハ商会の名前は出さないと約束します。追及があれどすべて封殺いたします」

　念話の復旧か。

　なるほど。

　やろうと思えばすぐにでも出来るけど、巴に話をして大丈夫か確認しないとまずいな。

　やれたらやっときます、が無難だね。

［お約束は出来ませんが、可能な限り早めの復旧に努めます］

「そう、ですか。いえ、ありがとうございます、ライドウ様。皆様にもそのようにお伝えしておきます。長々とお引き止めして申し訳ありませんでした」

　彩律さんが深く頭を下げた。

　つられて僕もその場で頭を下げる。

　彼女は上品な足取りで遠巻きに見えるお付きの人がいる所に戻っていった。

　僕と会うって事で人払いをしてくれていたのか。

　ふむ、念話を復旧させると、各国の援助物資が今どこにいるのかもここから把握出来るもんな。

　便利だし、連絡手段が回復すれば避難所のストレス緩和にも役立つだろう。

　もう援助物資も到着する頃合いともなれば念話が通じない状況を維持する必要性も薄くなったようにも思える。

　僕としてもやりたいんだけど、と一言添えて巴に話してみるか。

　エリス相手とは違う意味で疲れる会話だった。

　ご飯食べて、弓を引いて、それで疲れてぶっ倒れて寝て、の繰り返しみたいな生活が理想の僕には、根本的に向かない世界だ。

　貸しだ借りだと面倒な駆け引きがあっちこっちでされてるんだろうと思うと頭が痛くなる。

　やれやれ。

　巴や識がいてくれて本当に良かった。





　　　　　◇◆◇◆◇






「とんでもない結界だねえ。あの亜人の娘でこれかい。正直、お前達とは戦いたくないね」

「いやいや、魔術のたぐいで万ばん色しょく殿を驚かせる事が出来るとは、実に愉快じゃな、ふふふ」

「ここまで強固で攻撃的な結界は初めて見たよ。力技で一日……解析しようと思ったら三日は欲しいね。まったく、彼の近くは退屈しない」

「なんじゃ、破るつもりでおるのか」

「まさか。興味はあるけど、何日ももたないなら解析しきれない。かといって力技で壊すならば、僕本来の姿に戻らないといけない。竜の姿で大暴れしたら変異体騒ぎが霞かすむし、何より、お前達の印象も薄くなっちゃうじゃないか。やめとくよ、真君の邪魔はしないさ」

「……ふ、儂らは竜殺しの称号でも構わぬがな。手が出せなくなるという意味では、学園都市の救世主よりそちらの方が箔はくがつきそうじゃし」

「勘弁して欲しいね。で？　明日で終わりかい？」

　巴とルトが話していた。

　誰に聞かれる心配もないのか、偽名もなく、また策を隠そうともしない様子だった。

「その予定じゃ。援助物資が届いた少し後に、面倒な始末だけつけておけば、終いじゃろう」

「面倒ね。それ、真君には？」

「今の若に知らせれば、良くない曲がり方をするやもしれん。どうしたものか思案したが、今回はお知らせせず、こちらで始末する事にした」

「なるほどね」

　巴が嘆息する。

「……面倒な話じゃよ。こそこそ動いとるのが魔族だけではなかったのじゃからな。魔将、ロナか。どう転んでもある程度の結果は欲しかったのかもしれぬが。若がもう少しすれてからでないと、あの手の輩は毒にしかならぬな」

「真君は、確か彼女に手勢を引けと言ったんだっけ？」

「うむ。魔族自体を、なのか部下を、なのか。言葉は詳しく聞いておらんが、確かな。若にしてみればそのあたりは曖昧に全て含んでおるから意味があまりない部分なんじゃろう。対してロナはその言葉尻を捉えて言げん質ちにしようとしおる」

「そういう意味では真君って澪ちゃんと似てるねえ。人がいい、いや無用心かな」

　ルトは面白そうに真を思い浮かべる。

　難しく、複雑に、言葉の持つ意味をやりとりするのではない。

　お願いを受け入れてもらえたのなら、相手はこちらの味方であると素直に思ってしまうタイプ。

　非常に扱いやすい人種でもあるが、危うくもある。

　極端に走りやすいからだ。

　ただ、そこまでを全て理解した上で、ルトは真を面白いと思う。

　これ以上ない程に〝引っ掻き回してくれそう〟な存在に映るからだった。

「ひたすらに体を鍛えて弓をひいて、それを生活の中心にしてきた方じゃからな。広い社会の持つ悪意に鈍感じゃ」

「だから、真君に悪い影響がありそうな富裕層の救出は後回しにしてるわけ？」

「いや、それは単純に儂の意向じゃな。あそこの連中が減れば多少は復興もスムーズじゃろう？　それに機に乗じて暴れる程の不満なら、少しは発散させてやらねば後に残る」

「それであの亜人の動きを見て見ぬ振りか」

「魔族に青い肌以外の協力者がいる、ソレは若に見せるには少し早いと思っただけじゃよ。澪が今夜、始末する手て筈はずじゃ」

「おお、こわ。彼女に弁明させてあげたり、匿ったりしないんだ？」

「無駄にヒューマンを憎んでおる者など、いてもさして使えると思えぬ。儂は別に、亜人の保護者をやっておるわけではないでな、無論、若にしてもな」

　巴が淡々と真の知らない事情を口にしていく。

　森鬼エリスが気付いた事、変異体の不自然な動き。

　それらは巴の目にも映っていた。

　彼女もまた、変異体に干渉する存在を掴んでいる。そして、それが恐らくは魔族本体ではなく、協力関係にある者だと目星もつけていた。

　彼女、とルトが話したように性別もわかっているようだ。

　調べれば詳細もわかるのだろうし、もしかしたら二人は既に知っているかもしれない。

　しかしそこに触れようとは、巴もルトも思わなかったようだ。

　今の真の考えや立ち位置を考え、巴は主に知らせずに事を終わらせる気でいる。

　真が自分にこの騒動での立ち回りを預けてくれた事を、巴は密かに感謝していた。

「それに……。ん、少し待て」

　巴がルトに何事かを付け加えようとして、自らその口を閉じた。

　念話。

　ルトは察したのか、邪魔をせず、静かに巴の表情を観察する。

　一瞬彼女が顔をしかめた。

　良くない内容なのかと、ルトの興味が向く。

　ただその後は済ました表情に戻って念話を続け、数分後静かに息を吐いた。

　念話が終わったようだ。

「誰から？」

「若じゃよ」

「真君！　へえ、何だって？　結界の中で何かあったの？」

「遠慮のない奴。なに、大した事はない。ただ若が、あの亜人の尻尾に触れそうになっただけじゃ」

「ふうん、彼も気づいたんだ」

「いやエリスが何か言ったようじゃ。まったく、余計な事をする」

「僕は少し興味があるけどね。アレを作った亜人に」

「それに、念話の復旧をしたいが良いかと聞かれた」

　ルトが驚いた表情を見せる。

「わざわざ聞くんだ？　主人なんだから、念話を復旧するからよろしく、くらいでいいのにね。任せるって言ったから、お前に遠慮してるのかな？」

「かもしれんな。もう別に問題はないし、構いませんと答えておいたが」

「え？」

　巴の何気ない言葉に、ルトがまずそうな顔をして疑問を口にした。

「なんじゃ？　念話の復旧、何か問題があるのか？　多分直ぐに綺麗な花火が見られるぞ、若のお手製じゃ」

「あ、いや……。そか、今か……はは……」

「儂にばかり話させておいて、ルト。貴様、何か隠しておるな？」

「隠すって程じゃないよ。聞かれなかっただけでさ。ふむ……」

「困ってはおらんのか。しかしまずそうな顔もした。そして今は面白そうじゃ。ルト、何を隠しておる」

「多分、念話が復旧したらすぐにわかるよ。しかし、巴」

「む？」

「運命ってのは……あるのかもしれないね。何ともまあ、実に不思議だ」

　ルトが神妙な面持ちで呟く。

　何度も頷いては沈黙のまま納得していた。

　自分の世界に入った隣のルトに向け、ため息を放つ巴。

　そして今、真が今いるはずの場所に目を移す。

　ゆっくりと中空に視線を泳がせ、その時を待った。

「ルト、若じゃ」

「うん？」

　巴の言葉と上に向けた指に、ルトが空を見上げると、月に似た柔らかな黄みを帯びた光球が打ち上がるのを見た。

　その光は街全体を照らすようにしばらく空に留まる。

　そして、炸裂した。

　光は、凄まじい数の糸になり、街のみならず一帯に降り注ぐ。

　あるものは鋭角に曲がり、あるものは直線のまま。

　防ぐ間もなく、それはルトや巴の身も貫く。

「っ!?」

「一発か。若はつくづく一芸を極めるタイプじゃ」

　反射的に腕を交差させていたルトがその手をどけた。

「今のは、もしかして魔族の仕込んだ装置を？」

「うむ。別に破壊しなくとも念話による通信を復活させるなら機能を停止させれば良いんじゃからな。破壊力を持たせぬでも幾つか方法はある。若もそうしたんじゃな」

「……全部かい」

「どうじゃろうか。次弾がないようじゃから、多分、これで全部なんじゃないかの」

「魔族はこの準備に数ヶ月を掛けていたんだけどねえ」

「ご苦労な事じゃな」

　二人は空を見上げたまましばらくそうしていた。


















　　　　　◇◆◇◆◇






「なあ、エリス。結局若様はどうやってこの中に来られたんだ？」

「つ」

「つ？」

「土の竜と書く反則を使った」

　漢字をを指でなぞるエリス。まだいじけていた。

「竜を召喚したのか!?」

「もっと酷いモノ。穴掘りはある意味最強だと証明してくれた。もぐら～」

「……か、完全なる隔離とか何とか言ってなかったかエリス」

「その手は想像してなかった。結構下に深く掘ったみたいだ。どりら～」

「……二度と手伝わん。この術は今日で死んだ」

「マジ泣ける」

　真が念話の妨害をしていた装置の除去に使った術。

　花火のように夜空に上がったそれを、結界に阻まれて見る事も出来ず。

　アクアとエリスは打ちひしがれていた。
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（とんでもないわね……）

　ローレルの祭事を実質取り仕切り、政治的な発言力も強い、つまり真が思うところの「偉い人」である彩律。

　空を少しの間明るく優しく染めた光がもたらした結果を知って、彼女は冷や汗が頬を伝うのを感じていた。

　周辺都市まで巻き込む学園都市の凶事、その影響と思われる念話の広域妨害。

　彩律は、一連の事件は十中八九、魔族の仕業であると見当を付けていた。

　ヒューマンに比べて相当進んだ魔術関係の知識を持つ彼らが仕掛けた事であれば、事態の早期の解決は難しいとも思っている。いや、いた、と表現する方が正しい。

（これが彼の、出来ればやってみます、の結果というわけ？　内緒にしておく、礼はする。その程度の口約束だけでこんなにも簡単に。これ程に常識外れな存在となると、ライドウは間違いなく賢人。それも、歴代でもずば抜けて強力な力を持っている……。リミアとグリトニアにも知られてしまっているのが面倒だけど、いよいよ本格的に彼を取り込む手を考える必要があるわね）

　人を懐かい柔じゅうし、取り込み、そして囲い込んでおくための手段は彩律の中に幾つもある。

　魅力的なサクであったり、恐怖や痛みを与えるサクであったり、実に多彩にだ。

　だが彩律は、彼の嫌がる方法を使ってライドウを手に入れる策はひとまず捨てた。その危険を今更ながら実感したからだ。

（出来れば情を使って彼を縛りたいところね。無理に思い通りに操ろうとすれば国ごと食い千切られかねないもの。誘いをかけて興味を惹き、ローレルに呼ぶのが第一、過去の賢人達の行いを知ってもらって親愛を感じてもらうのが第二、我が国を第二の故郷と思ってもらえるまでいければ理想なのだけど、まあ自然な流れにしたいもの、当面は誘いも軽いものにした方が良いか。いえ、先に他国と彼の接触を極力減らしていく方に注力すべきね）

　魔族がいかなる手段で念話の妨害などという単純かつ恐ろしい手段を用いたのかはわからない。

　ヒューマンが到底たどり着けない魔の理ことわりによるものか、それとも、綿密に計画を立てた上で時間をかけて実現させたものか。

　だと言うのにだ。

　それを少人数で、事も無げに打ち破る者がいる。

　クズノハ商会、そしてその主であるライドウだ。

　はっきり言って、当初彩律が想定していた規模と能力を遥かに超えていた。

　変異体を歯し牙がにもかけない戦闘能力、魔族の策をあっさりと破る知識。

　それに加えて、数日前に見せられた、彼の従者だと名乗った巴の持つ驚異的な転移能力を有する剣。

　これらの組み合わせが意味する最悪のケース、彩律は国潰しまで届くと考えている。

　下手に刺激するのは愚策の極みであり、かといって躊躇った結果他国に彼を渡してしまうのはローレルの未来を差し出すのと同等の行為だと彼女は認識した。

　そうして、ライドウの評価を上方修正して改めて彼を見ると、彩律は彼の有するあまりの危うさに意識が遠のきそうになるのを感じる。

　彼は一見腰が低い。

　実力を思えば、ライドウを目一杯に低く評価したとしても有り得ない程にだ。

　故に少し力を持った連中や、貴族や豪商といった傲慢になりやすい連中は、彼を格下と見て高圧的に振る舞う事も考えられる。

　もしも彼がそのいずれかの態度に気分を害したら、と思うだけで彼女は冷や汗が出てきそうだった。

　また、ライドウは亜人を好んで雇用している。

　もしも特定の亜人に入れ込んで、彼らのためにクズノハ商会が力を振るったらどうなるのだろうか──。

　そこまで考えて、彩律は冷や汗どころか寝込みたい気持ちになった。

　間違いなく四大国並の亜人の国が出来る。ヒューマン以外の国家を加えた五大国など、笑えない冗談だ。

（賢人には亜人を差別しない人がかなりいるから笑い話にも出来ないのが怖いのよね。消去法で考えればなくなる選択肢なんだけど、最悪彼が魔族に肩入れした時には……）

　彩律は途中で考えるのを止めた。

　どこぞの亜人に味方して彼らの国が出来て大国になる程度ならまだ可愛いと思える、そんな結末が浮かんできたからだ。

　魔族による世界の統一。

　神に挑む魔族。

　それこそ、世界の終わりと言っても良い事態になってしまう。

　クズノハ商会は、諸もろ刃はの剣。

　国を切り裂く程の威力を持った、最悪の剣。

（最悪ね。滅亡って書かれたポケットのあるルーレットに、ずっと参加しなきゃいけない気分だわ）

　貧血に似た不快感を覚えながら、右手で額を触る彩律。

　べっとりとかいた汗は冷たく、彼女の心境を如実に示していた。

「彩律様、こちらにおられましたか！」

「……どうかしましたか？」

　気分は悪かったものの、部下の声に反応して彩律は顔を起こす。

「はい、緊急事態です。どうかすぐにシェルターにお戻り下さい！」

「緊急？　今夜はファルス殿の提案された会議しか予定はないはずですが、何か──」

「とにかくお急ぎ下さい！」

　言葉を遮ってまで急がせようとする部下に、若干の無礼を感じたものの、彩律は何か良からぬ事が起こったのだと判断し、彼の後を追って中庭のシェルターに入った。

　出る時には感じなかった緊迫した雰囲気と、まるで事件初日に戻ったかのような騒がしさに彼女は驚く。

　言葉足らずの部下の背はもう遠く、少しは落ち着かせて事情を話させるべきだったかと僅かに悔いる彩律。

（ただ事じゃないわね……。ウチは飛竜部隊が早朝には到着出来そうって事くらいしかまだ報告は来ていないけど、念話の復旧でどこかの国に新しい情報が入ったと考えるべきね）

　それも良くない知らせが、と彩律は内心で付け加えた。

　慌ただしさの中心を目指して歩いていくと、そこには彩律が普段お目にかかる事がない顔色をした大国の代表がいた。

　リミア王自らが荒々しく指示を出し、王子と死の淵から生還した騎士も忙しく動いている。

　グリトニアの皇女は数人の部下にテキパキ指示を与えながら、しかし隠せぬ苛立ちを時折覗かせていた。人を見る事に長けた彩律だからこそ気付いた僅かな様子ではあったが。

　立ち止まっていても詳しい話は何もわからない。

　彩律の取った行動は、輪の中に入る事だった。

「リミア、グリトニア、大国を代表する方が一体どうされたと言うのですか？」

　彩律が穏やかに放った言葉に返って来たのは、二つの厳しい表情。

　リミア王、リリ皇女。

　どちらにも共通していたのは焦りだった。

「っ、……彩律殿か。急ぎ尋ねたい。ライドウはどこか？」

「同じく、ライドウの居場所を知りたいのだけど」

「先ほど、すぐそこでお会いしました。お二人と話した通り、念話の妨害を何とか出来ないか頼んで参りましたが」

　そして、念話はその後間もなく復旧した。

　事実と受け止めると彼女は何度も寒気を感じてしまう。

　街の犠牲を看過し、数日間動かなかった理由はわからない。が、つまりそれは、彼らは必要であれば非情に振る舞えるという事の証左。

　一つ別の顔が見える度に彼と彼の商会を彩律自身が恐ろしいと感じてしまっていた。

「……やはり、彼らなら出来るのか。ならばこれまでは何故やらなかったのか……いや、それは不問とすると皆で決めた、今は良い。探している時間も惜しい、こうなれば、連絡がつき次第戻るであろう奴を、シェルターの入口で待つが一番か」

「ご一緒しますわ、陛下」

　リミア王と彼に付き従う王子、それにリリ皇女が並んで出口に向かおうと歩き出す。

　まだ事情を聞かされていない彩律はたまらない。

　何とか事態を把握しようと二人の背に追いついて説明を求める。

　彼らが一番詳しそうに見えたからだ。いや、当事者なのだと彼女の直感がささやいていた。

「お二方、私にも事情の説明をお願い致します」

「……襲撃だ」

「襲撃？」

　リミア王の苦々しい表情から放たれた言葉。それをオウム返しする彩律。

「魔族よ、彩律殿」

「ええ、この事件の変異体達は確かに彼らの手によるものだと私も考えておりますが……」

「違う、王都と」

「帝都によ」

「!!」

　言葉にならない悲鳴が、彩律の喉の奥に籠もった。

　大国の代表が口にした内容は、それだけ恐るべき事実だったからだ。

　魔族の進軍。それは、世界を揺るがす出来事。

「ライドウを刺激するのは、愚策であろうと余にもわかるがな。ここはどうしてもあの剣の力で無理をしてもらわねばならぬ」

「全く同感ですわ陛下。彼らの転移は一つ間違えば脅威、この願いで破損するのなら、密かに有り難くもありますけれど」

「おや、物騒な。リリ様は彼らを脅威と仰るのですか？」

　彩律がリリへ問いかける。その言葉を嘲笑と感じたのか、リリは険しい表情で彩律を睨む。

「彩律殿。はっきり言うけれど、今は腹芸の時間ではないわ。彼らの処遇について密談をした時点で、私達はほぼ共犯関係にあるって事、忘れないで」

「っ!?」

「帝国の皇女に同感じゃ。彩律殿、そなた状況がまだ呑み込めておらんな。良いか、攻撃をしているのは魔族の将が率いる軍。そして攻撃を受けているのは我が国の都と帝国の都。つまり、ローレルの大事な巫女殿も今まさに戦っておられる、という事だ」

　ローレルの巫女、という言葉を聞いた途端、彩律の表情は一変した。

「チヤ様までもが!?　陛下、どういう事でございましょう！　王都まで攻め込まれ、更に勇者様と巫女様がどちらも交戦中など、おかしいではないですか！　王国軍は何をしていたのですか！　そこまで侵入を許して、勇者様達を逃がしていないなど、世界に対する責任の放棄と──」

「うるさい！」

　彩律がにわかにリミア王を責めるのを見て、リリが怒鳴った。

　言葉を断たれた彩律は、なおも言いたい事を腹に残した様子でリリを睨む。

　彼女にとって、いやローレルにとって、巫女はそれほどに大切な存在である。国中の親愛を集める巫女が長い間他国にいるだけでもリミアに良い感情は持っていないのに、その上更に攻め込まれて危機に瀕しているなどと聞かされては、冷静さを一時とはいえ失ってもおかしくはない。

　彼女が、どちらかと言えば主張が近いリミア王とではなく、グリトニアの皇女と親しく振る舞ってみせているのも巫女の一件があるからだ。

「よろしいですか、彩律殿。我が国の帝都も、幾つかの部隊の進軍に遭っている。そのどれもが、一斉に現れたそうよ。何方向からか攻められていて今対処しているところ。リミアの場合も同じ」

「我が国は星せい湖こ沿岸に黒い塊となって進軍しているところを発見したらしい。最早王都の目と鼻の先だ。わけがわからぬよ。奴ら、幾つの秘策を持っておるのか……」

「戦況の根本的な見直しも必要ね。ステラなんて鉄壁の砦を持ちながら、二手に分かれて王国と帝国を同時に相手にする魔族の意図。読み違えれば致命傷になりかねない。そういうわけだから、ライドウとの交渉で私達が無茶してると思ったら、上手く間に入って取りなして頂戴。ローレルとしても評価が稼げて一石二鳥でしょう。悪くない報酬よね、私達の心証は悪くなり、貴女の心証は良くなるんだから」

「飴でも鞭でも構わん。どうしても、奴に余を転移で国に送ってもらわねばならん」

「私も、帝都に戻り指揮を取らなければ。勇者様が孤立する事だけは避けなければ」

　彩律にも焦りが湧き上がってくる。

　巫女が死ぬかもしれない。次代の巫女は未だ見出されていない。

　今チヤが死ねば、ローレルは精神的な支柱を失ってしまう。

　しかも、リミアとグリトニアに何かあれば次はアイオンとローレル連邦が魔族との戦争における前線国家になってしまう。

　最悪が二つ重なれば国そのものがどうなるか、とても見通せるものではない。

「まさか、ここでの変異体を使った事件そのものが、囮おとりですか!?」

　彩律がロッツガルドの非常事態と、そこに魔族が見込んだ効果に一つの推測を抱いて声を上げた。

「全くの偶然ではなかろうな」

「今年に限って妙に貴賓が集まったのはさすがに偶然と信じたいけど、学園都市が襲撃される、なんて一報が入れば各国が軍隊や物資を送るのは当然。囮としてどこまでの効果があるかは不安定さが目立つものの、一定の効果はあるでしょうね」

　リミア王とグリトニアの皇女が忌いま々いましげに頷く。

「魔族がステラで亀のように籠もっておると決めつけておれば、援軍を送ったとてこちらが攻める時期をずらすだけの事。そう思って気を緩め、見事に裏をかかれた間抜けというわけだな、腹立たしい」

「まあ悪い事ばかりじゃない、とも考えられるわ。少なくとも、このタイミングで念話を復旧させたクズノハ商会とライドウは魔族のスパイではないと見て良いでしょうから」

　事態の好転とはあまり関係がないメリットではあったが、リリがクズノハ商会にも触れる。

「ライドウがもしも魔族に通じる者なら念話の復旧はまだ行わなかったであろう。そこは余も少し安心しておる」

　大国を代表する三人は足早に話しながら、お付きの者が追いついてくるのを待たずにシェルターの入口に到着した。

　一秒がとにかく長く感じる、苦痛の時間が数分経過する。

　大国の王と、大国の皇族、それに大国の重職。

　大国づくしの面々を待たせる役者、ライドウが学園からの連絡を受けてシェルター前に現れる。

　巴と識、二人の従者に冒険者ギルドの長ファルスを連れて。

「ライドウ、話がある」

「とても大事な話です」

「先ほどに続いて恐縮なのですが」

　三者の切羽詰った声が同時にライドウに向けて放たれた。

　一瞬キョトンとした顔で立ち止まった彼は、その後表面上は臆する事なく三人の前まで進み一礼。

　従者もそれに倣ならう。




　三人から状況を聞いていく中、だんだんとライドウの表情が歪んでいく。

　王達はそれを、魔族への憎しみから来る感情の発はつ露ろだと思っていた。

　しかし実際は違う。

　ライドウこと真は、いつか会うだろうと漠然と思っていた二人の日本人に会えなくなってしまうかもしれないという不安と、ロナがこの街でやらんとしていた計画が、単なる陽よう動どうだった事に対する動揺で表情を歪ませていた。




　長い夜が、ゆっくりと更ふけていく。





あずみ圭けい

愛知県出身。２０１２年よりＷｅｂ上で「月が導く異世界道中」の連載を始める。一躍人気作となりアルファポリス「第５回ファンタジー小説大賞」読者賞を受賞。２０１３年５月、改稿を経て「月が導く異世界道中」で出版デビュー。
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